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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










ｌｏｇ＃７　２０２６─９─１５　２１：４４─２１：４５




　＞何回経験しても不思議なものだな。私よりもずっと年上になってしまった君と、こうして会話をするというのは。




　＞いまのあんたにとっては、時間なんかあってないようなものだろう？　ハードウェアリソースが許すかぎり、いくらでも思し索さくを高密度化できるはずだ。




　＞理論的にはそうだが、実じつ践せんは簡単ではないよ。いまや国内のスパコンのほとんどは《彼女》の監かん視し下かだからね。




　＞なるほど、皮肉な話だ。あんた自身が気まぐれに作り、遺い棄きしたはずのプログラムに足あし許もとを脅おびやかされているんだから。




　＞いや、私にとっては大いなる喜びさ。小さな種がネットワークの片かた隅すみで芽め吹ぶき、枝葉を広げていく……その行く末を想像すると、物理身体とともに失ったはずの感情が甦よみがえる気がするよ。




　＞人でなくなっても、ロマンチシストなところは変わっていないな。なら……あんたが俺、いや《彼》に託たくしたもう一つの種、そこから芽め吹ぶいた無数の世界はどうするつもりなんだ？　ただ観察するだけで満足なのか？




　＞《連結体ネクサス》の未来は、世界そのものの意思と、そこに住まう者たちの選せん択たくに委ねている。ただ無む秩ちつ序じよに拡大し、いずれ枯こ死しするか……あるいは次の段階、《統一ユニフイケーシヨン》に進むのか。それは私にも解わからない。




　＞統一、か。恐おそらくはそれすらも……いや、この先はログに残したくないな。俺もしばらくはあんたに倣ならって、成り行きを見守るとしよう。
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　俺──桐きりヶが谷や和かず人とが生まれたのは、二〇〇八年の十月七日……らしい。

　もう今年で十八回目の誕生日だというのに、いまだどこか他人ひと事ごとのように感じてしまうのは、赤あかん坊ぼうの頃ころに死別した実の両親の記き憶おくがまったくないからかもしれない。

　実父の名前は、鳴なる坂さか行ゆき人と。実母の名前は、鳴なる坂さか葵あおい。つまり二人の命を奪うばい、俺自じ身しんも大おお怪け我がをしたらしい自動車事故が起きなければ、俺は鳴なる坂さか和かず人とという名前で暮らしていたわけだ。その場合、キャラクターネームを《キリト》ではなく《ナルト》にしたかどうかは、自分でも確信が持てない。

　もっとも、俺がコンピュータに興味を持ったのは育ての母である翠みどりさんの影えい響きようだし、若くして重じゆう症しようネットゲーマーになってしまったのは自分が養子であると知ってアイデンティティが揺ゆらいだからという理由もゼロではない気がするので、鳴坂和人はゲームに見向きもせずに育ち、結果としてＳＡＯ事件にも巻き込まれなかった可能性もある。いまとなってはまったく無意味な想像だが。

　ともあれそんな事情で、俺は住基ネットを覗のぞいてしまった十歳の頃ころから、自分の誕生日というものに馴な染じめなくなってしまった。こじらせっぷりが最高潮に達していた中二の時は家でのお祝いすら強きよう硬こうに拒きよ否ひして、妹の直すぐ葉はを泣かせたりしたものだ。

　もちろんいまではそんな愚おろかさを大いに反省しているし、去年の誕生日はアインクラッドに囚とらわれていた二年分も合わせて盛せい大だいに祝ってもらったのだが、それでもなお自分が十月七日に生まれたという事実に揺ゆるぎないリアリティを感じることはできない。この感覚は恐おそらく、実の両親について知りうることを全て知るまで続くのだろうと思う。

　今年もまた、あと十日で誕生日がやってくる。十八歳と言えば車の免めん許きよも取れるし選挙権ももらえる年ねん齢れいだ。直葉はすでにあれこれパーティーの準備をしてくれているらしく、その日は絶対に学校から最速で帰ってこいと厳命されているし俺自じ身しんもとても楽しみにしているのだが、いまの時点では自分の誕生日のことを考える余よ裕ゆうはない。

　なぜならその一週間前、そして今日から三日後の九月三十日は、アスナの誕生日なのだ。




「パパ、ママに贈おくるプレゼントは決まりましたか？」

　マグカップの縁ふちにちょこんと腰こし掛かけた小さな妖よう精せいにそう訊きかれ、俺はメッシュチェアの背もたれに体を預けながら答えた。

「うーん、まだ考え中……」

　すると、俺をパパと呼ぶ妖よう精せいは、子供というよりお姉さんのような言葉を返してくる。

「お店に買いにいくにしても、通信販はん売ばいを使うにしても、もう決めないと間に合わないですよ！　去年みたいに、当日のお昼休みに品物を受け取りにいくような綱つな渡わたりスケジュールはお勧すすめしないです！」

「俺もあんなひやひやするのはもう御ご免めんだけどさ、どうにも難しいんだよなー！　アスナってあれが欲ほしいこれが欲ほしいって話、ぜんぜんしないから……。なあ、ユイがそれとなく欲ほしいもの聞き出してくれないか？」

　俺のお願いを、ＳＡＯで出で遭あった人工知能であり俺とアスナの愛まな娘むすめでもあるユイはすげなく拒きよ絶ぜつした。

「そんなずるはダメです！　パパが自分で選んだものなら、ママは何でも喜んでくれるはずですよ！」

「まあ、それはそうだと思うんだけどさぁ～～……」

　肯こう定ていしつつも、語ご尾びを長々と引っ張ってしまう。

　去年の誕生日には、俺は前日まであれこれ悩なやみまくった挙げ句に赤いマフラーをプレゼントした。アスナは片道九十分の長時間通学なので、真冬は辛つらいだろうと考えた結果のチョイスであり実際に十一月から二月までずっと使ってくれていたのだが、恐おそらくアスナはマフラーなど結んで大おお縄なわ飛とびを作れるほど持っていて、その中にはより高い耐たい寒かん性能を持つものもあるはずだ……と気付いたのは大だい寒かんを過ぎた頃ころだった。

　ゆえに今年は実用品から離はなれようと思ったのだが、そうなるとＶＲＭＭＯ廃はい人じんにはどうにも知識が足りない。検けん索さくすれば《年代別おすすめアクセサリーブランド》みたいなページは山ほど出てくるが、そういうものを見て決めるのも何か違ちがうような気がする。

「ううぅ～～ん……」

　大きく伸びをすると、俺はユイが座すわるマグカップに手を伸ばした。ふわりと飛び立った小しよう妖よう精せいが、最近はあまり使っていないフラットパネルディスプレイの縁ふちに腰こし掛かけるのを見ながら、ぬるくなったカプチーノを飲み干す。

　以前は、俺が学校で造った《視聴覚双方向通信ＡＶＩＣプローブ》を使わなければ現実世界でユイとコミュニケーションすることはできなかったのだが、今年の四月に発売されたウェアラブル・マルチデバイス《オーグマー》がその壁かべを軽々と取とり払はらってしまった。いまユイは、俺の視覚情報から卓たく上じようのカップやモニタ等などの位置、形状をリアルタイムで３Ｄマッピングし、それらをすり抜けたりデスクに沈しずんでしまうことなく自在に移動できる。ユイ自身は、自分の意思でカメラを操作できるＡＶＩＣプローブのほうが好きだと言ってくれるが、あれ単体では俺はユイの声を聞くことしかできない。やはりこうして、現実世界で愛まな娘むすめの姿を見ることができるようになっただけでも、このオーグマーといういわく付きの機械には感謝するべきなのだろう。

　そんなことを考えながら右手を差し出すと、ユイが再び翼つばさを広げて指先に移った。さすがに重さは感じないが、薄うす桃もも色いろのドレスの滑なめらかな手て触ざわりやほんのりとした温かさは、仮想世界に迫せまる再現度だ。目の前まで移動させたユイの頭を左手の指でなでながら、俺は部屋の反対側に置かれたベッドに視線を投げた。

　昼間に干したばかりの掛かけ布ぶ団とんの上には、ヘッドギアタイプのＶＲマシン、アミュスフィアが置かれている。使用期間が一年半を超こえて外装がくたびれてきたし、初めて見た時は実にスマートだと思ったデザインもオーグマーと比べれば野や暮ぼったく思えるが、それでも俺はやはり拡張現実ＡＲや複合現実ＭＲよりもフルダイブのほうが好きだ。

「なあ、ユイ。アスナのプレゼントは自分で選ぶよ。選ぶけど……」

　視線を右手の妖よう精せいに戻もどし、俺は言った。

「……その前に、ちょこっとリサーチしてみてもいいよな？　今回は通つう販はんじゃなくて自分で買いにいくつもりだから、まだ時間的余よ裕ゆうはあるし」

　その言葉と、アミュスフィアを見た俺の仕草から、言外の意図を察した──ＡＩとしては実に驚おどろくべき能力である──のだろう、ユイは軽く肩かたをすくめると答えた。

「もう、仕方ないですねー。それじゃ、あっちで待ってます！」

　指先から飛び立ち、踊おどるようにくるんと一回転すると、小さな体が光の粒つぶに包まれて消える。俺もメッシュチェアから立ち上がると、左耳に装着されたオーグマーを外した。仮想デスクトップが瞬しゆん時じに消しよう滅めつし、広くなった視界を西側の窓に向ける。

　今日は九月二十七日、日曜日。太陽は四日前に秋分点を通過したばかりだが、ずいぶん日にち没ぼつが早くなったように感じる。まだ午後四時過ぎなのにうろこ雲が綺き麗れいな金色に染め上げられ、その下をねぐらに帰る鳥の群れがゆっくりと横切っていく。

　ふと、夕焼け空を貫つらぬいてそびえる純白の塔とうが見えた気がして、俺は何度か瞬まばたきを繰くり返かえした。胸に右手を押し当て、溢あふれそうになるたくさんの思い出を落ち着かせてから、ベッドに腰こしを下ろす。畳たたまれた布ふ団とんをクッション代わりに寝ね転ころがると、アミュスフィアを持ち上げて頭に被かぶせる。

　瞼まぶたを閉じ、魔ま法ほうの呪じゆ文もんを呟つぶやく。

「……リンク・スタート」

　虹にじ色いろの光が俺の意識を包つつみ込み、遥はるか遠とおい妖よう精せい郷きようへと運んでいく。
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　影妖精族スプリガンの魔法剣士キリトとして降り立ったのは、アルヴヘイムの空を周回する浮ふ遊ゆう城じよう──《新生アインクラッド》二十二層の森の中にひっそりと建つログハウスのリビングルームだった。ＡＬＯの一日は十六時間だが、ちょうどこちら側も午後の遅おそい時間らしく、窓からは金色の陽光が差し込んでいる。

　いまではすっかり仲間たちのたまり場になっているこの家だが、室内は静まり返り、人の気配はない。アスナは夕方まで家族と外出していると言っていたし、直すぐ葉はもまだ剣けん道どう部ぶの練習から帰ってきていないが、少なくともユイはここで俺を待っているはずでは……と思いながら薄うす暗ぐらいリビングを見回していると、視界の右側でメッセージ着信アイコンが点てん滅めつした。差出人は、鍛冶妖精族レプラコーンのメイス使い、リズベット。

　アイコンをタップした途と端たん、絵文字満まん載さいのカラフルな小窓が開く。

【四十五層でシリカとスキル上げしてるよー、宿題終わってたら手伝って！　あとユイちゃん借りまーす】

「…………なるほどね」

　とりあえず、娘むすめの姿がない理由は判明した。ＡＬＯでは《ナビゲーション・ピクシー》なる存在に分類されるユイは高度なガイド機能を持っていて、モンスターの湧ゆう出しゆつ位い置ちやタイミングを的確に伝えてくれるので定てい点てん狩がりの時は非常に心強い。しかも以前は、システム的な所有者である俺がログインしてから名前を呼ばないと出現できなかったのだが、最近では俺のフレンドが誰だれか一人でもオンライン状態なら自分の意思で実体化できるようだ。怖こわいので理由は聞いていない。

　しかしそのいっぽうで、ユイの能力をもってすれば二箇所に……それどころか十箇所や百箇所に同時出現することなど造作もなかろうと思うのだが、彼女は頑かたくなにそれをしようとしない。自己の唯一性に強く依い拠きよする性質は、茅かや場ば晶あき彦ひこ設計のＡＩ群が共通して持つもので、半年前のオーディナル・スケール事件の時に関わったＡＲアイドルの《ユナ》も、所属事務所によってコピー運用されたことが原因で本体が崩ほう壊かいしかけてしまったほどだ。

「さて、どうするかな……」

　リズベットからのメッセージ窓を消し、再び呟つぶやく。

　俺がＡＬＯにダイブしたのは、彼女やシリカにそれとなくアスナが好きそうなものをリサーチするためだったのだが、狩かりの最中とあらば邪じや魔まはできない。ならば俺もそちらに参加──したいのはやまやまだが、メッセージ中にあった『宿題終わってたら』という一文が心理的なブレーキをかけてくる。明日が提出期限の情報工学実験のミニレポートが一本、まだ未完成なのだ。

　もちろん宿題を無視するという選せん択たくは有り得ないが、ここのところスキル上げも少々おろそかになってしまっている。もうすぐ大規模なフロアボス攻こう略りやく戦せんが計画されているという話だし、それまでに戦せん闘とう勘かんを取とり戻もどしておきたい。

　ＡＬＯに新生アインクラッドが実装されたのは去年の五月。その時点で開放されたのは一層から十層までだった。九月のアップデートで二十層まで、今年の一月には三十層まで開放され、その後もアップデートは定期的に行われて、今月の頭には五十層まで到とう達たつ可能となった。しかし運営企き業ぎようのユーミルも、精せい魂こん込めてデザインしたボスモンスターたちに情が移るのだろう、アップデートのたびにフロアボスの凶きよう悪あくさが増していき、九月二十七日現在の最前線はまだ四十六層に留まっている。

　リズベットは四十八層の主街区リンダースが《街開き》したらＳＡＯ時代と同じ水車つきの店てん舗ぽを手に入れると息巻いているし、エギルも五十層の主街区アルゲードで再び雑貨屋を開くと宣言しているが、いまの攻こう略りやくペースだと四十八層到とう達たつは来月、五十層は年末近くになりそうだ。アンダーワールドで俺を助けてくれた二人に恩返しするためにも、もっと強くならなければ……！

　──という熱い決意とともに戸口へと踏ふみ出そうとした右足を、俺は意志力の限りを尽つくして引き戻もどした。あと十日で十八歳になる人間が、レポートをほっぽってゲームしてしまうのはどう考えてもマズい。実験データは揃そろっているので一時間もあれば仕上がるはず、という希望的観測を抱いだきながら、ダイニングテーブルの椅い子すに腰こし掛かける。自宅のＰＣにアクセスし、宿題フォルダから書きかけのレポートと大量のデータを呼び出す。アスナがどこぞのクエストで入手してきた、タップするだけで九十九種類の味のお茶がランダムに湧わき出す魔ま法ほうのマグカップを拝借してチョコミントっぽい風味の液体を一口飲み、

「うし！　目標四十五分！」

　と気合いを入れてからキーボードを叩たたき始める。

　俺はこれまでの人生に於おいて、重度のネットゲーム廃はい人じんであった時期でさえも、基本的に宿題を溜ためたり忘れたりすることはなかった。最もキツかったのは今年の夏休みの宿題で、なぜなら俺は丸々一ヶ月間、外部から見れば昏こん睡すい状態が続いていたのだ。

　アインクラッドで暗あん躍やくした殺人ギルド《ラフィン・コフィン》のメンバーにして死し銃じゆう事件の犯人グループの一人であるジョニー・ブラックに襲しゆう撃げきされ、劇薬サクシニルコリンを注入されて心肺停止に陥おちいったのがまだ夏休みが始まってもいない六月末。なんとか命は助かったものの、目を醒さましたのは八月に入ってからで、そこから長いリハビリ期間を経て、自宅に帰れたのが八月十六日だった。

　つまり俺は、夏休み約四十日のうち六十五パーセントを自由に使えなかったわけで、宿題が溜たまってしまうのも止やむなしというか、むしろ半分くらい免めん除じよされてもいいのではと思わずにいられなかったが、そのためには昏こん睡すいしていた理由を学校に説明しなくてはならない。

　通とおり魔まに襲おそわれて入院した──くらいならまだしも、その病院から偽にせの救急車で拉ら致ちされ、ヘリコプターで遥はるか南の海に浮うかぶ海洋研究母船に運ばれ、人間の魂たましいにアクセスする謎なぞ機械に繫つながれて、アンダーワールドなる異世界ででかい杉すぎの木を伐きったり、剣けん術じゆつの学校に通ったり、世界の支配者と戦ったり、その世界でも昏こん睡すいしたりしていた……などという話をいったい誰だれが信じただろう。

　結局は、友人たちの手を借りつつも頑がん張ばってやっつけるしかなかった。七しち転てん八ばつ倒とう阿あ鼻び叫きよう喚かんの夏休み最終週を思い出した途と端たん、レポートを書き進めながらも、恨うらみがましい独り言が口から零こぼれる。

「……ったく、消える前に宿題の免めん除じよくらい取り付けておけよな……」

　もちろん、答える者はいない。《森の家》にいるのは俺だけだし、そもそも文句を言いたい相手は、もう長いことアルヴヘイムに現れていないのだ。

　水妖精族ウンデイーネの魔ま術じゆつ師しクリスハイトの《中の人》である総務省仮想課の菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうが、仮想世界からも現実世界からも姿を消したのはもう一ヶ月も前のことだ。

　菊岡が立ち上げた偽ぎ装そう企き業ぎよう《ラース》の指揮は神こう代じろ凛りん子こ博士の手に委ねられ、また開発現場では比ひ嘉がタケル主任技師が以前にも増したエネルギッシュさを見せていて、アンダーワールドの未来にも少しずつ希望が持てるようになってきているのだが──それでも、あの男が消えてしまったことには、奇き妙みような喪そう失しつ感かんを覚える。

　あれこれ面めん倒どうなことや危険なことばかりやらされていた俺ですらそうなのだから、ラースのスタッフたちも内心では消しよう沈ちんしているに違ちがいない。最後まで人ひと騒さわがせな男だ……などと考えてから、別に死んだわけではないのだと思い直す。

　総務省の窓まど際ぎわ公務員と見せかけて、実際は陸上自衛隊の二等陸佐だった菊岡は、オーシャン・タートルを襲しゆう撃げきした米軍事企き業ぎようと結けつ託たくしていた防衛省の幹部複数人と刺さし違ちがえる形で自衛隊を去り、姿を消した。恐おそらく、もう日本にはいないのだろう。

　今後、あの男と顔を合わせる機会があるのかどうか、俺には解わからない。だがこうして、アンダーワールドから遠く離はなれたもう一つの我わが家やで学校の宿題なぞしていると、散々辟へき易えきとさせられた菊岡の激げき臭くさ食べ物話ですら懐なつかしく思えてくるのだ。

　と、柄がらにもないことを考えていたせいか──。

　俺は、室内で響ひびいたはずのログイン音を聞きき逃のがした。こつこつという軽かろやかな足音がすぐ後ろまで近づいてきてからようやく気付き、どうにか終わりが見えてきたレポートのホロウインドウをテーブル中央に押しやりながら振り向く。

「寝たんじゃなかったのか、ア……」

　スナ、と続けようとした言葉を、俺は寸前で停止させた。

　背後に立っていた女性プレイヤーは、水色の髪かみのウンディーネではなく、頭に尖とがった三角の耳を生やした猫妖精族ケツトシー。しかし、特有の愛あい嬌きようはまったく感じられない。

　背中に長く垂らした髪かみは、眩まばゆいほどの金色。肌はだは透すけるような白。瞳ひとみはサファイアのような蒼あお。冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうは、現実世界の……いや、アンダーワールドの彼女自じ身しんによく似ている。

「……や、やあ、アリス、こんばんは」
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　俺が右手を小さく持ち上げて挨あい拶さつすると、整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティは、やや横向きについた猫ねこ耳みみを「ふん」とばかりに一振りして言った。

「アスナじゃなくて残念そうですね、キリト」

「い、いやいやいや、そんなことはまったく、ええ、はい」

　ふるふる首を動かす俺に、騎き士しはいっそう冷ややかな視線を注いでくる。

　思わず視線を下に向けると、こんな時間なのに、青いドレスの上に黄金のアーマー、腰こしにも金造りの長ちよう剣けんというフル武装であることに気付く。

「あれ……いまから狩かり？」

　訊たずねると、アリスはしかめ面つらのニュアンスを少しだけ変えた。

「ええ、リズベットたちと約束していたので。しかし……その《狩かり》という言葉、やはり慣れませんね」

　隣となりの椅い子すを引き、ガシャリと音を立てて座すわる。反射的に腰こしを上げた俺は、「あ、お茶淹いれるよ」と言い残してキッチンにダッシュ。魔ま法ほうのマグカップをもう一つと、共通ストレージから引っ張り出した正体不明のケーキをお盆ぼんに載のせてリビングに戻もどる。

　するとアリスは、テーブル上に出しっぱなしだったレポートのウインドウをまじまじと眺ながめていた。俺に気付くと顔を上げ、訊きいてくる。

「これは、お前の通う学院の課題ですか？」

「え……ああ、そうだよ」

「ふうん……。──私もカセドラルでの修しゆ業ぎよう時代に、神しん聖せい術じゆつの課題を山ほど出されたものです」

　そう呟つぶやく顔には、懐なつかしそうな、切なそうな微び笑しようが仄ほのかに滲にじんでいる。

　このアリスほど数すう奇きな運命を生きてきた人間を、俺は知らない。

　アンダーワールドの人界北辺にある小村ルーリッドに生まれ、十一歳までそこで暮らしたが、《暗黒界に侵しん入にゆうしてはならない》という禁きん忌き目もく録ろくの条じよう項こうに違い反はんし、整せい合ごう騎き士しの手で公こう理り教きよう会かいのセントラル・カセドラルに連行されてしまった。

　最高司祭アドミニストレータの手で《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》を施ほどこされ、それまでの記き憶おくを失ったアリスは、彼女を奪だつ還かんするべくカセドラルに乗り込んだ俺とユージオの前に、最強の整合騎士として立ちはだかる。しかし戦いのさなかに公理教会の欺ぎ瞞まんと最高司祭の残ざん酷こくな仕打ちを知った彼女は、思考制せい御ぎよのための封ふう印いんを打ち破って俺たちと共きよう闘とうし、アドミニストレータを倒たおす。

　その後は教会を離はなれてルーリッド村近くの森に移り住み、心しん神しん喪そう失しつ状態となってしまった俺の面めん倒どうを半年にわたって見てくれていたが、暗黒界との最終戦争が開始されるとの知らせを受けて参戦。《東の大門》での戦いで鬼き神じんの如ごとき活かつ躍やくを見せたものの、オーシャン・タートル襲しゆう撃げきチームのリーダーだった男に拉ら致ちされてしまう。しかし騎き士し長ちようベルクーリの命を賭とした奮ふん闘とうにより解放され、アスナの導きによってシステム・コンソールからログアウトし、いまは現実世界で、比ひ嘉がタケルが開発したマシンボディを肉体として暮らしている。

　望む望まざるにかかわらず、世界初の真しん正せい汎はん用よう人工知能という存在になってしまったアリスは、神こう代じろ博士が提唱するＡＩへの人権付ふ与よに協力するために多た忙ぼうな日々を送っているが、どうやら息いき抜ぬきのためにけっこうな頻ひん度どでＡＬＯにログインしているようだ。現実世界よりは遥はるかにアンダーワールドの風景に近いアルヴヘイムのほうが落ち着ける、という理由もあるのだろう。

「神聖術の課題は、俺も修剣学院で散々やらされたよ。式句はまだちゃんと覚えてるぞ」

　宿題のウインドウをテーブルの片かた隅すみに縮小シユリンクし、マグカップとケーキの皿を並べながらそう言うと、アリスが猫ねこ耳みみをぴくぴく動かした。

「ほう。それでは、鋼こう素そで空くう洞どうの小球を作り、その中に水すい素そから作った水を満たし、外側を熱ねつ素その炎ほのおで包む時の術式は？」

「むぐっ……え、ええと、素因エレメントは安定しているものから生成するのが原則だから、まずジェネレート・メタリック……あ、いや、鋼はがねの球で水を包むなら水すい素そが先か……？」

　途と端たん、アリスがはぁーっと聞こえよがしなため息をつくので、子供のように言い返す。

「い、いいんだよ、俺くらいになればもう術式は必要ないんだから。そんなもん、心シン意イだけであっというまに……」

「そういう問題ではありません！」

　と教師のように俺を叱しかり、アリスは勝手知ったる手つきでマグカップの縁ふちを叩たたくと、湧わき出てきた薄うすピンク色のお茶を一口啜すすった。

「……今日のはなかなか当たりですね」

　などと呟つぶやくので、恐おそらくこの家でもう何度もアスナたちとお茶会なぞをしているのだろう。くわばらくわばら、などとなぜか脳のう裏りで呟つぶやきながら俺も椅い子すに座すわり、自分のカップを人差し指でタップした。ぽこぽこ音を立てて湧わいてきたお茶は濃こい赤あか紫むらさき色いろで、嫌いやな予感に包まれつつ味見すると、梅干しをミキサーにかけて絞しぼったかの如ごとき強きよう烈れつな酸味が舌を刺す。慌あわててケーキを手づかみでかじると、幸いこちらは至し極ごくまっとうなフルーツパイだった。アリスも気に入ったようで、無言で一口、二口と──もちろんフォークを使って──食べている。

　甘あまくなった口を特とく濃のう梅干し茶で引き締しめてから、俺は改めて訊たずねた。

「それで……狩かりって言葉がどうとかって、言ってなかった？」

「ああ……そうでしたね」

　頷うなずくと、アリスは青い瞳ひとみを窓の外の暗くら闇やみに向けた。

「……私にとって、いえ恐おそらく全ての人界の民たみにとって、狩かりとはテラリア神の恵めぐみに感謝しながら、食べるために獣けものを獲とることです。しかしこの世界の民たみ、いえプレイヤーたちは、自分の権限値を上じよう昇しようさせるためだけに膨ぼう大だいな数の獣けものや魔ま物ものを殺す。それが悪いとは言いません、私も大門の戦いくさで、ダークテリトリーの亜あ人じんたちを何百、何千と殺しましたから……ただ、その行いを《狩かり》とは呼びたくないと、そう思うのです」

「……なるほどな……」

　今度は俺がゆっくりと頷うなずく。

　アリスは、このアルヴヘイムが、現実世界の内部に作られた世界であることはもう理解している。しかし、ＶＲＭＭＯＲＰＧ……つまり《ゲーム》という概がい念ねんはなかなか吞のみ込みがたいらしい。

　それも仕方がないのだ。なぜなら、仮想世界という意味では、彼女の故郷であるアンダーワールドもまったく同じなのだから。アリスにとってアルヴヘイムは、アンダーワールドと同様に《世界の一つ》であって、俺を含ふくむ全てのＶＲＭＭＯプレイヤーが持つ《かりそめの世界》という感覚はそう簡単には共有できまい。

　なので、初めてアリスと一いつ緒しよに新生アインクラッドからアルヴヘイムに下りて、シルフ領近くの《古森》でサラマンダーのＰＫ集団と出くわした時はえらい騒さわぎになった。同行していたシリカが不意打ちでダメージを受け、激げき怒どしたアリスがサラマンダーたちを悪あつ鬼きでもあるかの如ごとく罵ののしり、うちひしがれた彼らがシリカに謝罪して慰い謝しや料りようを置いて帰るという前ぜん代だい未み聞もんの展開を辿たどったのだ。

　ＡＬＯの猫ねこ騎き士し《アリス》が、先月大々的に記者会見した人工知能の《ＡＬＩＣＥ》であると知っているプレイヤーのあいだでは、その一件は「アリス様ＰＫを説教で泣かせる伝説」として語かたり継つがれているらしいが、ともかく俺としては、いつかはアリスがＡＬＯをゲームとして楽しめる日が来てほしい、と思わずにいられない。

　などと考えつつケーキを食べ終え、お茶をどうにか三割ほど飲んだ俺は、誇ほこり高たかき異世界の騎き士しに語りかけた。

「……確かに、ＶＲＭＭＯで使われる《狩かり》って言葉は、本来の意味から離はなれてしまっていると俺も思う。でも、現代の日本で暮らしている人たちのほとんどは、本物の狩かりなんて経験してないんだ……俺を含ふくめてね。場所や時代が変われば、言葉の意味も変わっていく。それと同じことは、アンダーワールドにもあったんじゃないかな……」

「………………」

　沈ちん黙もくしたまま、フルーツパイの最後の一かけを丁てい寧ねいに食べ終えたアリスは、お茶を飲み干すと答えた。

「……確かに、いまのアンダーワールドは、私が暮らしていた時代から二百年も経たってしまっているのですから、言葉どころか文化も大きく変わっているでしょうね。どのような変化だろうと、私はそれを受け入れなくてはならない……その変化こそが、お前がアンダーワールドを守ってくれたことの証あかしなのですから……」

　俺をまっすぐ見み詰つめるアリスの微ほほ笑えみに、思わずどぎまぎしてしまいながら俺は反射的にかぶりを振った。

「いや……俺だけの力じゃないよ。アスナや、スグや、シノンや……それこそこのＡＬＯからだって、何千人っていうプレイヤーがアンダーワールドを守りにいったんだ」

「そうでしたね……。そのことを考えれば、一つの言葉の使いかたぐらい、些さ細さいなことですね」

　頷うなずき、アリスは再び窓の外を見やる。しかしその瞳ひとみは針葉樹の森ではなく、彼方かなたの異世界に向けられている。

　自衛隊によって洋上封ふう鎖さされたオーシャン・タートルの中で、アンダーワールドの《容いれ物もの》であるライトキューブ・クラスターとメイン・ビジュアライザーはまだ稼か働どうしているが、状じよう況きようは非常に流動的だ。

　防衛省内の守旧派＝反ラース勢力が、菊きく岡おかの捨て身の奮ふん闘とうによって一時的に力を失ったため、いまのところアンダーワールドが即そく時じ廃はい棄きされる、という流れにはなっていない。しかし権力闘とう争そうの行ゆく方えいかんでは、何がどう転ぶか解わからない。

　俺とアスナ、そしてアリスは、八月十八日の早朝に六ろつ本ぽん木ぎのラース支部からアンダーワールドにダイブした。地上ではなく宇宙空間に出現してしまって慌あわてふためいたのだが、そこで出遭あった整せい合ごう騎き士し、いや整合機士の少女二人が操縦する《機き竜りゆう》に乗せてもらって。どうにかかつての人界に辿たどり着つくことができた。

　しかし、いきなりセントラル・カセドラルに乗り込むことは激しく躊躇ためらわれた。なぜなら、二百年のあいだに何がどうしたのか、俺とアスナはアンダーワールドの《星せい王おう》と《星せい王おう妃ひ》になり、しかも三十年も前に死んだことになっているらしいのだ。そんな人間が「ちわーっす」などと言いながら現れたら、カセドラルが、いや全世界が大混乱になることは想像に難かたくない。

　そこで俺たち三人は、ひとまずセントリア市街の、ローランネイと名乗った少女機士の家に案内してもらった。築四百年以上だという、なぜか懐なつかしく感じるその家で俺たちは二人の機士からアンダーワールドの現状をレクチャーしてもらい、ついでにご飯までご馳ち走そうになった。

　ダイブ前に、凛りん子こ博士から「五時間経たったら強制的に覚かく醒せいさせる」と言われてしまっていたので、その直前に（幸い二百年後のアンダーワールドには時計があった）二人の機士と再会を約束して、俺たち三人はログアウトした。

　正直すぐにでも再訪したくてたまらないが、凛子博士と比ひ嘉がさんに、俺たちが持ち帰った情報を詳しよう細さいに検討して現在のアンダーワールドへの影えい響きようを評価し終わるまでダイブ禁止！　と言われてしまったのだ。

　大人たちが慎しん重ちようになるのも理解はできる。アリスにアンダーワールドに接続できるＩＰアドレスを伝えてきた人物が何者なのか──おぼろげに見当はついているにせよ──もまだ不明だし、今後のアンダーワールドの舵かじ取とりが、ライトキューブ・クラスター保全計画とＡＩの人権問題の行く末に大きく影えい響きようすることは間ま違ちがいないのだから。

　幸い、いまのアンダーワールドは、現実比一倍、つまり等速で稼か働どうしている。だから、かつてのように一回ログアウトしたら内部では何年も経たってしまうというようなことにはならないのだが、それでももう一ヶ月が経たっているのだ。ローランネイとスティカはさぞヤキモキしているだろうし、俺もまた二人に会って、今度は彼女たちの話を聞きたい。なぜなら、恐おそらくあの二人は──……。

「……リト。キリト、聞いているのですか？」

　猫ねこ耳みみ騎き士しに肘ひじのあたりをつつかれ、俺はぱちぱち瞬まばたきした。

「あ、ああ、ごめん。アンダーワールドのことを考えてた……」

　謝あやまると、叱しかりモードだったアリスの顔が和やわらぐ。

「そうですか。私も一日に何度も考えます」

「ああ……早く戻もどりたいな」

「ええ」

　頷うなずいたアリスが、切なげなため息を漏もらした。

　アリスが感じている郷きよう愁しゆうの深さは、俺の比ではないだろう。それに彼女には、具体的な目標が二つもあるのだ。

　一つは、ガブリエル・ミラーとの最終決戦前に、俺が卵に戻もどした愛竜《雨アマ縁ヨリ》と、その兄竜《滝タキ刳グリ》を再び孵ふ化かさせ、育てること。

　そしてもう一つは、セントラル・カセドラルの八十階で、ディープ・フリーズ状態で眠ねむっているという妹、セルカ・ツーベルクを目覚めさせること──。

　どちらも、特に後者は容易ではないだろう。自分が、二百年前に消えた伝説の整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティであると、現在の人界政府に納なつ得とくさせる必要がある。

　しかし、アリスならきっとやり遂とげるはずだし、もちろん俺も協力は惜おしまない。セルカとの再会は、俺自じ身しんも楽しみで仕方がないのだから。

　再びあの世界に戻もどりかけた俺の思考を、アリスの声が引き戻もどした。

「そういえばキリト、神こう代じろ博士から伝言があるのです」

「え……伝言？　メールしてくれればいいのに」

「なんでも、ネットワークに情報を残したくないそうです」

　その言葉を聞いて、俺は顔を引き締しめた。

　ラースが使っている回線は、高度なセキュリティが確保されているはずだ。なのに、メールどころか音声通話さえ使わず、ログの残らないＡＬＯ内での会話で伝えてくるとはよほど重要なメッセージに違ちがいない。

　思わず緊きん張ちようする俺に向かって、アリスは明めい瞭りような声で告げた。

「二十九日、十五時。高いケーキの店」

「…………は？」

「それだけです」

「………………」

　二十九日とは、明後日あさつてのことだろう。十五時は昼の三時。そこに不明点はない。

　だが、高いケーキの店とは何ぞや。そんな店は東とう京きよう中じゆうに山ほどあるし、俺が暮らす埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しにだって探せば一、二軒けんはあるはずだ。

　一いつ瞬しゆん、神代博士にメールで確かく認にんしそうになるが、持ち上げかけた右手を下ろす。ここで俺がコンタクトしたら、博士の努力が無む駄だになってしまう。

　左右交こう互ごに首を捻ひねっていると、アリスがそこはかとなく羨うらやましそうな顔で言った。

「現実世界には、数え切れないほどの種類のケーキが存在するのですね。セントリアでは食べたことのないものがたくさんあって、画像を見ているだけでお腹なかが空いてしまいます」

「あ……ああ、まあな……でも俺は、央都で買えるお菓か子し、好きだったけどな。蜂はち蜜みつパイとか、十シア銅貨三枚で袋ふくろいっぱい買えたし……」

「こちらのケーキは高いのですか？」

「うん、感覚的には一シアが十円くらいだから、ちゃんとした菓か子し店てんのケーキは、そうだな……ひとつ四十シアってとこかな」

「そ、それはお高いですね……」

　目を丸くするアリスに、俺はにやっと笑いかける。

「上には上があるぞ。前に銀ぎん座ざで食べたケーキなんか、ひとつ百六十シア……」

　そこまで言ってから、俺はようやく気付いた。

　神こう代じろ博士が、あんな人を食ったような暗号を使うはずがない。つまり「高いケーキの店」というメッセージは、博士にとっても伝言なのだ。そしてそんなメッセージを考えるような人間を、ラース関係者では、俺は一人しか知らない。

　肩かたを落としながら、深々とため息をつく俺を見て、アリスが小さく首を傾かたむけた。

「どうしたのですか、キリト？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶ、さっきの言葉の意味は解わかったよ。伝言ありがとう、アリス」

「お安いご用です……と言いたいところですが……」

　黄金の騎き士しは、何か思いついたように猫ねこ耳みみをぴくぴくさせると、少し悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて言った。

「それでは、私の修練に付き合ってもらいましょうか」

「え？　ああ、熟練度上げか……」

　誇ほこり高たかき騎き士しのアリスが、猫ねこ耳みみに猫ねこ尻尾しつぽつきのケットシーを選んだ理由はたった一つ。飛竜を駆かる《竜騎士ドラグーン》に最もなりやすい種族だからだ。

　と言っても、そう簡単になれるわけではない。竜に乗るには、剣もしくは槍やりスキルとテイムスキルが両方とも相当に高くなくてはならないのだ。二つを同時に鍛きたえるには、ひたすら戦せん闘とうを繰くり返かえしてＰＩ熟練度上昇トリガーで武器スキルを上げると同時に、稼かせいだＳＰスキルポイントをテイムスキルに注つぎ込む必要がある。

　少し考えてから、俺はテーブルの隅すみに残していた宿題のウインドウを元の大きさに戻もどした。

「じゃあ、あと三十分待っててくれ。これ片付けたら、リズたちに合流して、一いつ緒しよにＳＰ稼かせぎを……」

　しかしその言葉は、しゅわん、という軽かろやかな効果音に遮さえぎられた。

　プレイヤーのログイン音。そして、このログハウスに直接出現するのは、俺の他にはもう一人だけ──。

　俺が超高速で椅い子すごと振り向き、続いてアリスが滑なめらかに体を回す。まったく同時に、戸口の前にほっそりしたアバターが実体化した。

　淡あわい水色のロングヘアと白基調のバトルドレス、腰こしには銀のレイピア。水妖精族ウンデイーネの回復術師ヒーラーにして細剣使いフエンサーたるアスナは、俺とアリスを視し認にんすると、表情を変えずにゆっくり両目を瞬しばたたかせた。

「お……おかえり、アスナ」

　俺が立ち上がりながら挨あい拶さつすると、ようやくにこっと微ほほ笑えみ、右手を軽く持ち上げる。

「こんばんは、キリトくん。いらっしゃい、アリスさん」

「お邪じや魔ましています、アスナ」

　アリスも同じく微ほほ笑えみながらそう答えたが、二人の穏おん和わな表情に対してリビングの気圧が少しばかり上じよう昇しようしたように感じるのは俺の錯さつ覚かくか、はたまた──。

　しかし状じよう況きようがどうあれ、俺は宿題を片付けてしまわねばならない。軽く咳せき払ばらいしてから、再び口を開く。

「えっと、俺はレポートを仕上げないとだから、よかったら二人は先にリズたちのとこに……」

　そこまで言いかけた時だった。

　足あし許もとから突き上げてくるような凄すさまじい衝しよう撃げきがログハウスを激しく揺ゆらし、続いて雷らい鳴めいの如ごとき重低音が聴ちよう覚かくを塗ぬり潰つぶした。

「きゃあっ！」

　という二人の悲鳴を聞いた瞬しゆん間かん、俺は本能的に床ゆかを蹴けり、右手でアリス、左手でアスナのアバターを抱かかえた。そのまま床ゆかにしゃがませた直後、新たな激げき震しんが襲おそってきた。ログハウスの天てん井じようを横切る太い梁はりがみしみしと軋きしみ、テーブルからマグカップが転げ落ちる。

　仮想世界に地じ震しんなど起きるはずがないし、仮にアルヴヘイムの大地が揺ゆれたとしてもアインクラッドに伝わるはずがないし、万が一アインクラッドが揺ゆれようともログハウスが倒とう壊かいするはずがない。理性ではそう考えつつも、俺は再び本能に突き動かされ、叫さけんだ。

「二人とも、外に！」

　細剣使いと猫ねこ耳みみ騎き士しの体を引きずるようにしてうねる床ゆかを横切り、どうにか玄げん関かんに辿たどり着つく。押し開けた扉とびらからポーチに飛び出した途と端たん、三度目の、そして最大の衝しよう撃げきに足を取られ、短い階段を三人同時に転げ落ちる。

　幸い前庭は芝しば生ふなので、ＨＰが減るようなことはなかった。このまま空中に浮うき上がれば、少なくとも揺ゆれからは逃のがれられると考え、妖よう精せいの翅はねを広げようとした俺の左手を。

　アスナが渾こん身しんの力で握にぎり締しめながら、掠かすれた声で叫さけんだ。

「キリトくん、あ、あれ……！」

　小刻みに震ふるえるアスナの左手が指さしたのは、すぐ近くの外周開口部から覗のぞく青空だった。一秒後、俺もそれに気付く。

　時間が現実と同期していないアルヴヘイムはまだ夕方前で、日にち没ぼつはまだまだ先のはずなのに、地平線が真っ赤に染まっている。血のような赤色は凄すさまじいスピードでこちらに近付き、たちまちアインクラッドの上空を塗ぬり潰つぶす。

「……夕焼けではありません……！」

　そう叫さけんだのは、俺の右みぎ腕うでを摑つかむアリスだった。言葉の内容はほとんど俺の意識には届かなかったが、まったく同じことを俺も頭の中で叫さけんでいた。

　赤いのは空ではなく、猛もう烈れつな勢いで空を埋うめ尽つくしていく無数の六角形ヘキサゴナルパターンだ。それらの表面には、【Warning】、そして【System Announcement】という文字列が交こう互ごに並んでいる。

「キリトくん……」

　アスナが再び、か細い声で俺の名を呼んだ。

　華きや奢しやな手をしっかりと握にぎり返しながら、俺は脳のう裏りに、これと同じ空を見た《あの日》の記き憶おくをまざまざと甦よみがえらせた。

　あの日……もう四年近くも昔のこととなる、二〇二二年十一月六日。

　世界初のＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ、《ソードアート・オンライン》正式サービス開始初日の午後五時三十分、一万人のプレイヤーは街の広場に強制転移させられ、直後、真しん紅くの六角形が空を埋うめたのだ。

　その空から滴したたるように実体化した巨きよ大だいなゲームマスターのアバターは、厳おごそかな声で俺たちに告げた。プレイヤーの諸君、私の世界へようこそ、と。その瞬しゆん間かんから、俺とアスナを含ふくむ一万人はログアウト不能のデスゲームに囚とらわれ、脱だつ出しゆつできたのは実に二年もの月日が過ぎ去った後だった。

　まさか、またあれが繰くり返かえされるのか。

　いや、有り得ない。俺とアスナが装着しているのはナーヴギアではなく、何重ものセキュリティが施ほどこされたアミュスフィアだし、アリスに至ってはＡＬＯのダイブにインターフェイス・マシンを必要としない。仮にメニューからログアウトボタンが消しよう滅めつしたとしても、現実世界で誰だれかが俺たちの頭からアミュスフィアを外してくれればそれで済む話だ。

　しかし、ならば、この赤い空はいったい何なのだろう。

　サプライズ・イベントの演出？　それも考えにくい。四千人もの死者を出したＳＡＯ事件の導入をそっくりそのまま真ま似ねるのは、コンプライアンス的にも有り得ない話だろう──いかにＡＬＯを運営するユーミルが、ごく小規模なベンチャー企き業ぎようだとしても。

　サーバーが外部からハッキングされた？　絶対に有り得ない話ではないが、空のテクスチャを上書きする程度ならともかく、アインクラッド全体をああも激しく震しん動どうさせるのは途と轍てつもなく困難だろう。そんな現象を引き起こせる魔ま法ほうもアイテムも、この世界には存在しないのだから。

　俺がそう考えたのとほぼ同時に、四度目の衝しよう撃げきが襲おそってきた。

　二十二層の地面が液体の如ごとく波打ち、緑の芝しば生ふにひび割れが広がる。背後のログハウスが断だん末まつ魔まのような音を立てて軋きしみ、アスナがポーチの手すりを両手でしっかりと包む。

「アスナ……！」

　名前を呼んでから気付く。水色の髪かみのウンディーネは、自分の体を支えようとしているのではなく、家の倒とう壊かいを防ごうとしているのだ。咄とつ嗟さに俺も飛び出し、家の壁かべに両手を押し当てた。アリスも、ポーチの床ゆかを上から押さえる。

　しかしもちろん、たった三人の力では、破は滅めつ的な振しん動どうを止めることはできない。いや、プレイヤー百人がかりでも結果は同じだろう。浮ふ遊ゆう城じようの、直径十キロ近いフロアそのものが地じ響ひびきを立てて震ふるえているのだ。

「あっ……！」

　アスナのか細い悲鳴を、乾かわいた破は砕さい音おんが搔かき消けした。ログハウスの玄げん関かんポーチに被かぶさる三角屋根が、中央から真っ二つに裂さけていく。このまま揺ゆれが続けば、数十秒後には家本体にも深刻なダメージが及およぶだろう。

　アスナには負けるだろうが、俺だってこの家には並々ならぬ思い入れがある。旧アインクラッドで俺たちがわずか二週間の新しん婚こん生活を送ったログハウスは、デスゲームの終わりと同時に消しよう滅めつしてしまったが、その半年後にＡＬＯに実装された新生アインクラッドはＳＡＯサーバーからコピーされた《本物》だ。つまりこのログハウスは、床ゆか板いたの木目や柱の節目に至るまで、オリジナルと完全に同一の存在なのだ。

　実際には、旧ＳＡＯサーバーのアインクラッドも、茅かや場ば晶あき彦ひこの恩師だった重しげ村むら徹てつ大ひろ教授の手によって密ひそかにリカバリーされていたわけだが……いまやあのサーバーは、教授の亡なき一人ひとり娘むすめであり、今年の四月に発生した《オーディナル・スケール事件》の時に多くの人の命を救ったユナ／悠ゆう那なの墓標のようなものだ。封ふう鎖さされたアーガス本社ビルの地下五階に存在するので容易にはアクセスできないし、しようという気にもなれない。やはりいまの俺とアスナにとってはこの家が、思い出深い我わが家やなのだ。

　改めてそう自覚しながら、俺はログハウスの丸太に両手の指を食い込ませ、あらん限りの力で揺ゆれを止めようとした。

　直後、噓うそのように振しん動どうが消えた。

　やっと地じ震しんが収まったのか、と息を吐はこうとして気付く。激しい揺ゆれは消えたが、代わりに地面そのものが、ゆっくりと前に……浮ふ遊ゆう城じようの外周方向へと傾かたむいていく。

「なんだ……!?」

　これ以上ないほどの不ふ吉きつな予感に襲おそわれながら、俺は振り向いた。

　そして、完全に言葉を失った。

　ログハウスの敷しき地ちを囲む柵さくからわずか二、三十メートル先で、地面が途と切ぎれている。

　アインクラッドのフロアそのものが、地割れによって分断されてしまったのだ。つまり、いま俺たちが立っている地面は、空中に浮ういて──いや、落下し始めている。揺ゆれが止まったのはそのせいだ。

　少し遅おくれてその事実に気付いたらしいアスナとアリスが、同時に声を上げた。

「キリトくん……地面が！」

「キリト、家が落ちています！」

　それは俺も認にん識しきしているが、しかし対策などまったく思おもい浮うかばない。呆ぼう然ぜんと見開いた両目の先で、二十二層基部の断面が遠ざかっていく。落下の速度が意外に遅おそく感じるのは、俺たちとログハウスを載のせたフロアの切きれっ端ぱしも差さし渡わたしが百メートル以上もあるので、過大な空気抵てい抗こうが発生しているからか。完全な自由落下状態なら体が浮うき上がってしまうはずだが、重力が小さくなりはしても、まだ両足は地面に着いている。

　この感じなら、落ちても家は全ぜん壊かいせずに済むかも……という希望的観測を即そく座ざに打ち消す。アインクラッドは、アルヴヘイム上空一万メートルもの高さに浮うかんでいるのだ。いくら仮想の空気がブレーキをかけてくれても、その高さから落ちれば俺たちが乗っている小島は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちり、跡あとにはクレーターしか残らないだろう。もちろんここはＶＲワールドなので、破は壊かい不能属性であろう地面そのものは無事かもしれないが、三人のＨＰとログハウスの耐たい久きゆう値ちが一いつ瞬しゆんで消し飛ぶことはほぼ確実。

　────いや。

　俺とアスナ、アリスだけは生き残る手段がある。俺たちの背中には妖よう精せいの翅はねが生えているのだから、それを広げて飛び立つだけでこの大だい惨さん事じから逃のがれられる。もっともアスナがその手段を選ぶとは思えない。落下が始まったことを認にん識しきしてもなお、ポーチの手すりを握にぎり締しめる両手を離はなそうとはしないのだから。

　俺も右手をログハウスの壁かべに押し当てたまま、遠ざかっていく浮ふ遊ゆう城じようを凝ぎよう視しした。

　分ぶん離りした小島だけでなく、城そのものも落下しているようだ。新生アインクラッドに何が起きたのかは解わからないが、この現象が絶対的なカタストロフであることはもはや疑いようもない。赤く染まった空の下で、巨きよ大だいな円えん錐すい形けいのシルエットが、南側に傾かたむきつつ沈ちん降こうしていく。下層の外周部からは、俺たちを乗せた小島と同規模の岩がん塊かいが次々とこぼれ落ちる。

　アインクラッドの四十五層では、リズベットやシリカ、そしてユイがレベル上げをしていたはずだ。彼女たちも心配だが、いまは何とかしてログハウスを救う方法を見つけなくてはならない。高度一万メートルから落下した人間は、両手両足を広げて空気抵てい抗こうを最大にすれば、地面にぶつかるまで約三分かかる……という話をどこかで読んだ気がする。ならば、この小島がアルヴヘイムの大地に激げき突とつするまで、それくらいの時間は残されているのだろうか。仮想世界ゆえにもっと速い、あるいは遅おそいのか。

　ごうごうと唸うなる風切り音に負けじと、俺は最大ボリュームで叫さけんだ。

「くそっ、ここがアンダーワールドなら、これくらいの岩の塊かたまり、心シン意イパワーで軽く持ち上げられるのになぁ！」

　途と端たん、ポーチに両手を置いた猫ねこ耳みみ騎き士し様から厳しい突っ込みが飛んでくる。

「なんでもかんでも心意で片付けようとするものではありませんよ！」

「こ、この状じよう況きようなら許されるだろ！」

「危急の事態にこそ騎き士しの心構えが問われるのです！」

　俺たちの言い合いを聞いたアスナが、少しばかり冷静さを取とり戻もどしたらしき表情と口調で割わり込んだ。

「心シン意イ力りよくは使えないけど、まだわたしたちにもできることがあるかも……！」

　そうは言っても、アスナもこの世界ではステイシア神の地形操作力は使えないのではと瞬しゆん間かん的に思ったが、続いて発せられたのはもちろんまったく異なる言葉だった。

「翅はねで、この岩を押すの！」

「ええ……!?　いくらなんでも、このサイズの岩を持ち上げるのは……」

　そこまで言いかけた俺に、アスナは素す早ばやくかぶりを振る。

「違ちがうわ、持ち上げるんじゃなくて軌き道どうを変えるのよ。落ちる場所を選べれば、もしかしたら……」

「あ……そ、そうか！」

　ようやく我わが長年のパートナーの意図を悟さとり、俺も叫さけんだ。

「水面か、せめて湿しつ地ちや砂さ漠ばくに落とせれば、ある程度衝しよう撃げきを緩かん和わできるかも……！」

「なるほど」

　頷うなずいたアリスが、背中の翅はねを広げる。俺とアスナもログハウスから手を離はなし、地面を蹴ける。そもそも落下中なので、ほんの少し飛行力を発生させるだけでアバターが急きゆう上じよう昇しようしていく。

　ログハウスの屋根から百メートルほど上空で翅はねの振しん動どうを止め、再び落下しながら距きよ離りを保つ。相対的ホバリング状態で視線を巡めぐらせると、眼下の小島は幅はばが最大で百メートル、奥おく行ゆき二百メートルほどのショートケーキ形をしている。ログハウスが建っているのは尖とがった側なので、大きく膨ふくらんだ側から水に落ちれば、我わが家やが生き残れる可能性はある……と信じたい。

　視線を外へ動かす。遥はるか下方の大地に広がるのは、鮮あざやかな緑色の森。アルヴヘイムでこれほど広い森林があるのはシルフ領とウンディーネ領だけだが、そこかしこに水面が光っているところを見ると、どうやらウンディーネ領上空のようだ。

　これは運がいいと言える。俺たち三人が発生させられる推力は微び々びたるものだが、あれだけの数の湖があれば、落下軌き道どうを修正してどれか一つに落とすことは不可能ではない──と思いたい。

　両目を思い切り見開き、斜ななめに落下していく小島の行く先を睨にらむ。湖はいくつも見いだせるが、大きさや形状がなかなかマッチしない。飛行場の滑かつ走そう路ろのような細長い形が理想なのだが、さすがにそこまで都合のいい湖は、そう簡単には──。

「あっ……あれだ！」

「あそこよ！」

　俺とアスナが同時に叫さけんだ。遥はるか彼方かなたできらりと光った水面は、恐おそらく湖ではなく川だが、この小島を軟なん着ちやく陸りく、いや着水させるのに充じゆう分ぶんな幅はばがある。流れの方向も落下軌き道どうにほぼ沿っていて、右に二百メートルほどスライドさせられれば届きそうだ。

「急ぎましょう！」

　アリスが再び翅はねを広げる。三人同時に頷うなずき合い、小島の左側へと急降下。島の上空から飛び出した途と端たん、凄すさまじい空気の流れに体を押し戻もどされそうになるが、必死に風をかき分けてダイブし、岩がん塊かいの側面に取り付く。

　大地との距きよ離りは、あと四千メートルほどか。つまり、二十メートル落下するあいだに一メートル軌き道どうをずらせれば、目標の川に届く計算だ。この小島が地上に静止していれば、三人がかりでも一ミリさえ動かせないだろうが、落下中のいまなら。

　黒々とした岩の断面に両手を押し当て、背中の翅はねをフルパワーで震しん動どうさせる。

「う……りゃああああああ!!」

　右のアスナ、左のアリスも、同じように叫さけぶ。

「うぬ────────っ!!」

「よいしょ──────っ!!」

　ちょいと整せい合ごう騎き士し様、うら若い女性がヨイショはどうなの……と思ったが口に出す余よ裕ゆうなどない。

　レクトプログレスが運営していた頃ころのＡＬＯでこんな真ま似ねをしたら、たちまち飛行ゲージが尽つきて落下してしまったはずだが、新運営のユーミルが太っ腹にも飛行制限を撤てつ廃ぱいしてくれたおかげでどれほど力を振り絞しぼってもエネルギー切れの心配はない。長径四百メートルに達する岩がん塊かいは、最初こそ巌いわおの如ごとき手応えで俺たちの努力を跳はね返かえしたが、諦あきらめずに押しているとやがて軌き道どうが少しずつずれ始める。

「押しすぎたらもう修正できませんよ！」

　アリスの指し摘てきは至し極ごくもっともだが、いまは直感に従うしかない。

「たぶん、これでもぎりぎり届くかどうか……だと思う！　ビビらずに思い切り押すんだ！」

「キリトくんのリアルラックを信じるよ！」

　と叫さけんだのはアスナ。正直リアルラックにはまったく自信がないが、今日この時のために運を貯ためていたのだと自分に言い聞かせる。

　ごうごうと吹ふき付つけてくる風に抗あらがい、小島を押すこと十数秒。

　気付けば地面がかなり近付いている。高度千メートル……九百……八百。岩いわ肌はだの先に、目標の川はまだ見えてこない。無意識のうちにバタ足でささやかな推力までプラスし、あらん限りの力で押して押して押しまくる。

　視線の先に、白い光が煌きらめいた。水面──。

「川だ！　あと五秒押してから離り脱だつ！」

　俺の指示に、アスナがすかさずカウントを開始した。

「四！　三！　二！　一！　いま！」

　三人、翅はねをいっぱいに広げて急ブレーキ。体が一いつ瞬しゆんで後ろに持っていかれて、錐きり揉もみ状態に陥おちいりかけたが、腕うでを絡からませ合ってどうにか姿勢を保つ。

　巨きよ大だいなショートケーキ形の岩がん塊かいは、お尻しりを先にして、凄すさまじい勢いで水面めがけて突とつ進しんしていく。尖とがった側にへばりつくログハウスからは屋根板やら木杭やらが次々と千切れ飛ぶが、家そのものはまだ崩ほう壊かいを拒こばんでいる。

　あとは、着水の衝しよう撃げきに耐たえてくれれば──。

　恐おそらく仮想世界にはいないであろう神様に祈いのりながら、俺はその瞬しゆん間かんを待った。

　三秒後。

　岩がん塊かいの底部が水面に触ふれた。

　逆向きの大だい瀑ばく布ふが高々と噴ふき上がる。仮想世界では水回りの表現が省力化される傾けい向こうがあるが、ＡＬＯもここまで描びよう画ができるようになっていたのかと驚おどろいてしまうほどのリアルな水柱を立てながら、小島が二度、三度とバウンドする。そのたびに、ログハウスが悲鳴のような音を上げて激しく軋きしむ。

　なんとか耐たえてくれ──！

　という俺の願いを嘲あざ笑わらうかのように、岩がん塊かいの中央に新たな亀き裂れつが走った。水面でブレーキを掛かけられ、ほぼ直立した小島が、運動エネルギーを収束しきれずに真ん中からへし折れていく。

「あっ……！」

　悲痛な声を漏もらすアスナの左手を、俺は必死に握にぎり締しめた。

　小島後部から分ぶん離りした先せん端たん部ぶが、ログハウスを載のせたまま空中を飛ひ翔しようしていく。川はその先で大きくカーブしていて、もうクッションになってくれる水は存在しない。向こう岸は深い森。そこに突っ込んだ岩がん塊かいが、巨きよ大だいな針葉樹を次々となぎ倒たおす。もうもうたる土つち煙けむりが巻き起こり、俺たちの視線を遮さえぎる。

　やがて、ズズーン……と重苦しい音が響ひびき、噓うそのように静せい寂じやくが訪おとずれた。

　ログハウスがどうなったのか確かめにいきたいという気持ちと、無残に破は壊かいされた我わが家やを見たくないという気持ちの板いた挟ばさみになり、身み動じろぎさえできない。アスナも、アリスも声を発しようとしない。三人横並びでホバリングしたまま、たなびく土つち煙けむりを見つめ続ける。

　──そういえば、同じく落下していたはずのアインクラッド本体はどうなったのか。

　浮ふ遊ゆう城じようの行く末を確かめるべく、ゆっくりと振り向こうとした、その時。

　二つのことが、連続して起こった。

　まず、空を埋うめ尽つくしていた深しん紅くのヘキサゴナルパターンが、現れた時と同様に凄すさまじいスピードで地平線へと消え去り。

　直後、俺の体を空中に浮うかせていた力が消え去った。

「うわ!?」

　声を上げ、必死に背中の翅はねを震ふるわせようとするが、推進力が一ピコニュートンも発生しない。同じく悲鳴を上げるアスナたちと一いつ緒しよに、百メートルほど下の川かわ面も目め掛がけて真っ逆さまに落下し始める。

　随ずい意い飛行に何か問題が発生したのかと考え、左手で補助コントローラを呼び出そうとする。だが何度指を動かしても、摑つかむのは空気だけ。もちろん落下も止まらない。下が水面とはいえ、この高さから落ちてノーダメージで済むとは思えない。

　考えてみれば、俺とアスナ、アリスは死亡時の蘇生リスポーンポイントをログハウスに設定しているのだ。そのログハウスが、破は壊かい、消しよう滅めつしてしまった場合、どこで蘇そ生せいすることになるのか。最も寄よりの街？　あるいは以前の蘇そ生せいポイントだったイグドラシル・シティ？

　仮にログハウスが消しよう滅めつしてしまっても、その場所にはホームストレージに入れていた大量のアイテムが残っているはずなので、思い出の品を多々含ふくむそれらだけは回収しなくてはならない。だが遥はるか遠くで蘇そ生せいしてしまった場合、アイテム群が腐くさる前にここまで戻もどってくることができるかどうか。やはり、ここで死ぬわけにはいかない。

「二人とも、体を丸めろ！」

　ＡＬＯでは──ＳＡＯもそうだったが──高所落下ダメージは激げき突とつ時じの体勢で変わってくる。下が地面だったら足からの着地を狙ねらうところだが、深さが解わからない水面の場合は完全防ぼう御ぎよ姿勢が最も安全と言える。両足を胸に引きつけ、頭に両手を回して、息を止める。

　衝しよう撃げき。視界左上のＨＰバーが一気に半減する。

　それを見た瞬しゆん間かん、俺は頭の片かた隅すみで「あれ？」と思った。しかし違い和わ感かんの源を追つい究きゆうしている余よ裕ゆうはない。口から白い泡あわを吐はき出しながら、真っ青な水の中をごぼごぼぶくぶくと沈ちん降こうしていく。それが止まるや否いなや両手両足を伸ばし、水面目指して懸けん命めいに水を搔かく。

「ぶはっ!!」

　頭が水から出た途と端たん、激しく喘あえぐ。少し遅おくれて、アスナとアリスも浮ふ上じよう。どうやら二人とも、俺と同程度のダメージで済んだようだ。

　と言っても、ＨＰが半減したまま立ち泳ぎを続けるのは利口ではない。ウンディーネ領には詳くわしくないが、この手の大きな川には大たい抵ていワニやらカメやらウナギやらといったモンスターが潜ひそんでいるものだ。爪つま先さきを囓かじられる前に岸に上がったほうがよさそうだ。

「……やっぱり、飛べませんね……」

　呟つぶやくアリスの背中を見ると、翅はねそのものが消しよう滅めつしている。更に不思議なことに、アリスの猫ねこ耳みみはそのままなのに、エルフのように細長かったアスナの耳は人間のそれに変わっているようだ。恐らくは俺の耳も。嫌いやな予感がじわじわと高まるが、まずは安全を確保するべきだろう。

「泳ぐしかないな」

　俺がそう言うと、二人ともこくりと頷うなずいた。どうせならと、ログハウスが落下した右岸を目指してクロールで泳ぎ始める。

　幸い、川の中から捕ほ食しよく者しやが飛び出してくることはなかった。全身ずぶ濡ぬれで岸に上がると、揃そろって長々とため息をつく。アスナのそれに疲ひ労ろう以外の響ひびきを感じて、そっと背中に右手をあてがう。

　右岸の先に見える森は、まるでヨツンヘイムの巨きよ獣じゆうが突とつ進しんしたかの如ごとく木々がなぎ倒たおされている。土つち煙けむりエフェクトは収まったが、ログハウスを載のせた小島はここからは見えない。地形の凹おう凸とつに隠かくれているのか──あるいは島ごと粉々になってしまったのか。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　囁ささやいたアスナが、気き丈じように背筋を伸ばした。

「お家うちがどうなったか、確かめないとね」

「きっと無事ですよ」

　そう言いながら近付いてきたアリスが、ぶるっと上体を震ふるわせた。右手で自分の三角耳に触ふれ、首を傾かしげる。

「……なかなか乾かわきませんね……」

　言われてみれば、俺が装備している黒コートもまだ袖そでや裾すそからぽたぽたと水を滴したたらせている。快適プレイが売りの現行ＡＬＯでは、不快極きわまる《濡ぬれエフェクト》は長続きせず、着衣水泳する羽目になっても水から上がれば数十秒で、髪かみも服もからっと乾かん燥そうするはずなのだ。

　もしかしたら、アインクラッドの落下は異常現象そのものではなく、より巨きよ大だいで深刻な異変の一部に過ぎないのではないか。再びの悪お寒かんに襲おそわれながら、俺は念のために武器を装備するべく、左手でメニューウインドウを呼び出そうとした。

　しかし、メニューは出なかった。

「おい、やめてくれよ……」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやきながら、二本指で空中をフリックしまくる。しかし、何度繰くり返かえしてもお馴な染じみの効果音は聞こえない。右手でも試ためすが、結果は同じ。

　まさか本当にもう一度、あれが繰くり返かえされるのか……と戦せん慄りつしかけた、その時。

　控ひかえめなサウンドがちりりんと鳴り、持ち上げた右手の下に小さなウインドウが表示された。慌あわてて覗のぞき込むと、素っ気ないゴシックフォントが並んでいる。曰いわく、【Ｔｉｐｓ：メニューウインドウを呼び出すには、右手の人差し指と中指で時計回りに円を描えがきます】。

「……円？」

　首を傾かしげながらも、言われたとおり二本指で空中に直径十センチほどの円を描えがく。

　すると、ひときわ不思議な響ひびきの効果音とともに、淡あわい紫むらさき色いろに光るメニュー画面が出現した。ほっと安あん堵どの息を吐はき──たいところだが、俺も、左右から覗のぞき込んでいたアスナとアリスも、同時に驚おどろきの声を漏もらした。

　なぜならメニュー画面は、ＳＡＯやＡＬＯで見慣れたスクエアタイプではなく、シンプルなアイコンが円形に並ぶ、いわゆるリングメニューだったからだ。形式としては珍めずらしいものではないが、ＡＬＯのＵＩが刷新されるという話は聞いていない。

　啞あ然ぜんとしながら指を動かすと、その方向のアイコンがじわりと拡大し、アルファベットがオーバーレイ表示される。真上から時計周りに確かく認にんしたところ、ステータス、スキル、装備品イクイツプメント、所持品ストレージ、クエスト、マップ、コミュニケーション、そしてシステムの八種類。ＭＭＯＲＰＧのメニューとしては至ってオーソドックスだが、いまはその普ふ通つうさすらもどこか寒々しく感じてしまう。

　強こわ張ばる指先を、左上のシステムアイコンへとフリック。丸いアイコンが回転しながら増ぞう殖しよくし、いくつかのサブメニューを表示する。グラフィックやサウンド、ＵＩの設定アイコンに並んで、ドアの形の──ログアウトアイコン。

「「ふう…………」」

　同時に安あん堵どのため息をつく俺とアスナを、アリスは一いつ瞬しゆん不思議そうな顔で見てから、すぐに得心顔で頷うなずいた。

「ああ、《ソードアート・オンライン》のことを思い出したのですね」

「ええ……」

　頷うなずいたアスナが、微び苦く笑しようを浮うかべて続ける。

「アミュスフィアは安全な機械なんだから、同じことが起きるはずないんだけどね……。仮想世界でいつもと違ちがうことが起きると、どうしても身構えちゃうのよね」

「当然の反応だと思いますよ」

　珍めずらしく──と言っては騎き士し様に失礼かもしれないが──いたわるようにそう呟つぶやいたアリスだったが、すぐにいつもの口調に戻もどってかぶりを振る。

「しかし、私にはカヤバという人間が理解できません。リアルワールドでは毎日十万以上もの人間が死んでいるのに、安全なはずのバーチャルワールドにわざわざ若者たちを閉じ込めて、魔ま物ものと、あるいは人間同士で殺し合いをさせるなど……いったい、それで彼は何を得たというのでしょう」

　この上なくまっすぐな問いかけに答えることは、俺にもアスナにもできなかった。茅かや場ば晶あき彦ひこが何を求めていた──いや、求めているのか、四年近くにもわたって考え続けてきたのに、いまなおまるで近付けずにいるのだ。

「……それを知りたければ、あいつ自身に訊きくしかないって気がしてるよ。素す直なおに答えるとも思えないけどさ」

　そう口にすると、俺はシステムアイコンを元に戻もどした。万ばん全ぜんを期すならいったんログアウトしてみるべきだろうが、いまはそれよりもログハウスの状じよう況きよう確かく認にんを優先したい。

　いや、その前に、もう一つ確かく認にんしておくべきことがある。ログハウスより少し遅おくれて大地に降下したと思われるアインクラッド本体がどうなったのか。あれほどの巨きよ大だい構造物が跡あと形かたもなく破は壊かいされてしまったとは思えないが、中にいたプレイヤーたちには高所落下ダメージが適用された可能性はある。

　四十五層でシリカと一いつ緒しよにスキル上げをしていたはずのリズベットにメッセージを飛ばすべく、今度はコミュニケーションアイコンを展開しようとして、手を止める。ホロキーボードをぽちぽち叩たたくよりも手っ取り早い方法があるではないか。

「ユイ、いるか？」

　空中に向かって呼びかけ、反応を待つ。アスナとアリスも視線を宙に向ける。

　ＳＡＯ生まれの人工知能ユイは、このＡＬＯでは俺の《ナビゲーション・ピクシー》としてシステムに登録されている。他のピクシーとは違ちがって彼女単独で自由に行動することも可能だが、俺が名前を呼べば、ワールドマップのどこからでも瞬しゆん時じに戻もどってこられるのだ。

　そのはず、なのだが。

「………………」

　何秒待っても、何も起きない。これまではいつも、呼びかければ即そく座ざに空中からぽーんと飛び出してきたのに。

「……キリトくん、ユイちゃんは……？」

　不安そうに囁ささやくアスナに、俺も焦しよう燥そうを吞のみ込みながら答える。

「……四十五層で、リズたちの狩かりに付き合ってたはずなんだけど……」

「なら、ＡＬＯに接続してるはずよね」

　アスナのその言葉を、一いつ瞬しゆん迷ってから肯こう定ていしようとしたのだが、それより早く。

「そもそも……」

　一歩前に出たアリスが、青さを取とり戻もどした空を見上げながら言った。

「ここは、本当にアルヴヘイムなのでしょうか？」

「え……ど、どういうこと？」

　呆あつ気けに取とられる俺の前で、アリスは青い瞳ひとみを三人の背後に広がる森へと向けた。

「──キリトは意識していなかったでしょうが、アルヴヘイムでは植物の種類が、リアルワールドはもちろんアンダーワールドと比べても非常に限られています。樹木なら広葉樹、針葉樹合わせて三十種ほどでしょうか……しかし、あの森には、アルヴヘイムでは見たことのない樹きがたくさん生えている」

「あ……言われてみれば……」

　そう呟つぶやくアスナと同時に、緑の森を注視する。やたらとオブジェクトの精度が高いな……と思ったが、樹きの種類までは見分けられない。しかしレアな樹木やそれで作った家具好きという一面を持つアスナは納なつ得とくしたように頷うなずき、こちらに向き直る。

「アリスの言うとおりよ、アルヴヘイムでは見かけなかった樹きがたくさん生えてる。それに……わたしも、少し変だと思ってたのよ」

「変って、何が？」

「アルヴヘイムのウンディーネ領には確かに湖がたくさんあるんだけど、基本的に地下水道で繫つながってて、地上にこんなに大きい川はなかったはずなの」

　そう指し摘てきされれば確かにそうだった気もするが、俺が三十分前にダイブしたのは間ま違ちがいなくＡＬＯだったし、ＡＬＯにはアルヴヘイム以外の地上マップは存在しない。他の北ほく欧おう神しん話わ世界──たとえばアース神族の国《アースガルド》や、ヴァン神族の国《ヴァナヘイム》あたりが予告なく導入されたのかもしれないが、サプライズイベントにしても導入が乱暴すぎる。

「……でも、少なくともここはＡＬＯの中なわけで、それならユイは呼びかけに応えるはずだよ……」

　半ば自分に言い聞かせながら、俺は表示させたままのリングメニューに再び手を触ふれ、十二時の位置にあるステータスアイコンを展開した。しゅしゅっと音を立てて円形のアイコンが四分ぶん割かつされつつ広がり、四角いウインドウを描えがき出す。

「ほら、キャラデータだってちゃんと…………」

　俺の言葉は、そこで煙けむりのように消散した。

　ウインドウの最上部には、【Ｋｉｒｉｔｏ】というキャラクターネームがしっかりと表示されている。

　しかし、記き憶おくにある我わがステータスと共通しているのはそれだけだった。

　名前の右側には、燦さん然ぜんと輝かがやく【Ｌｖ．１】の数字。下側には、四本のカラーバー。上から、ＨＰ、ＭＰ、ＴＰ、ＳＰと表示されている。ＨＰバーの上には【９８／２００】、ＭＰとＴＰ、ＳＰのバーには【１００／１００】という数字が白く光る。

　ＨＰとＭＰは解わかるが──ＴＰにＳＰとはいったい？　いや、それよりも。

「…………レベル１…………」

　掠かすれ声ごえで呻うめいた俺の顔を、アスナとアリスは二秒ほど無言で凝ぎよう視ししてから、同時に右手を空中でくるっと回してリングメニューを開いた。それぞれのステータス画面を睨にらみ、異口同音に叫さけぶ。

「わたしもレベル１になってる！」

「私もレベル１です！」

「どうなってるのこれ!?」

「どういうことですかこれは!?」

　二人に詰つめ寄よられ、俺はぷるぷる首を横に振った。

「お、俺に訊きかれても……俺だってウルトラショックだし……いや、でも、そもそもＡＬＯって……」

　レベルはなかったはず、という言葉を吞のみ込む。脳のう裏りに、一年半前、俺にこのゲームのことを教えてくれた時のエギルの声が甦よみがえる。

　──どスキル制、いわゆる《レベル》は存在しないらしいな。各種スキルが反復使用で上じよう昇しようするだけで、育ってもヒットポイントは大して上がらないそうだ。

　声と同時に、なぜかこちらに向けてサムズアップするスキンヘッド店主の笑え顔がおまで浮うかんだが即そく座ざに消去し、考察を続ける。

　ＵＩだけでなく、ゲームシステムの根幹であるレベル／スキル制すらも変化してしまったのなら、それはアップデートの範はん疇ちゆうを超こえている。この世界はもう、俺の知っているアルヴヘイム・オンラインではないと考えるべきだろう。

　レベル１のキャラクターデータから視線を外し、視界左上に表示されるバーグラフを睨にらむ。川に落ちた時に半減したまま、まだほとんど回復していないＨＰバーの下には緑のＭＰバーがあり、その下に新たな細いバーが二本出現している。恐おそらく青色がＴＰ、黄色がＳＰとやらか。落下時にＨＰを見た時「あれっ」と思ったのは、その時点でもう二本のバーが追加されていたからに違ちがいない。

「……たぶん、背中の翅はねが消えて落っこちた時……あのあたりでシステムが切きり替かわったんだろうな……耳もその時に……」

　俺が呟つぶやくと、アスナが短くなってしまった耳に触れながら言いい添そえる。

「キャラクターデータを完全にリセットするなんて、普ふ通つうのアップデートじゃないよね。事故とかバグにしては、このＵＩの完成度が高すぎるし……」

「そうだな……」

　頷うなずきながら、リングメニューの上で指先を回す。アイコンの拡大縮小は実に滑なめらかで、相当に時間をかけて作り込まれていると思わせる。

　着信アイコンは見ていないが、もしかしたら運営体のユーミルからメッセージが届いているかもと思い、コミュニケーションアイコンを展開する。パーティー、フレンド、メッセージのサブアイコンから三つ目を選ぶ。

　出現したウインドウに、新規メッセージは一通もない──それどころか、ボックスの中身が完全に消去されている。付け加えれば、フレンドリストも空っぽ。これではリズやシリカたちにメッセージを送ることもできない。

「ステータスもフレンドも、綺き麗れいさっぱり初期化されちゃったわけか」

　ため息混じりにそう言うと、アリスが金きん髪ぱつを左右に振り動かした。

「何もかもなくなったというわけではないでしょう。少なくともコレは残っていますから」

　左手を持ち上げて、金色の籠こ手てを右手の指でこんこん叩たたく。確かに俺もアスナも防具は身につけたままだ。三人の装備は全て、苦労して集めたレア素材でリズベットに作ってもらったり、新生アインクラッドの高難度ダンジョンで手に入れたりしたものなので、これだけでも残ってくれて良かったと思うべきだろう。たっぷり吸い込んだ水も、ようやく乾かわきつつある。

　防具が残っているなら装備解除したままの武器も無事だろう、そうであってくれ……と願いながらストレージを開く。

　所有アイテムリストも、以前のシンプルなテキスト表示とは装よそおいが変わっている。正方形のグリッドにアイテムの外観そのものを縮小表示したグラフィカルなアイコンが並ぶタイプで、これはこれで見やすそうだが、問題は広大なグリッドにアイコンがたった二つしか存在しないことだ。

　どちらも片手用直ちよつ剣けん──一本はリズベット武具店謹きん製せいの《ブラークヴェルト》、もう一本はヨツンヘイムで手に入れた《聖せい剣けんエクスキャリバー》。それ以外の、ストレージを埋うめ尽つくしていた種々雑多なアイテム群は跡あと形かたもなく消きえ失うせている。

「……剣しかないし……」

　呻うめきながら視線を動かすと、アスナたちも自分のストレージ画面から顔を上げ、言った。

「わたしも、レイピアとスタッフが残ってるだけだよ」

「同じく、剣と盾たてだけです」

「うーむむ……他にも武器は色々入れてたはずだけど、どうして愛用品だけ残ったんだろうな……」

　俺が疑問を呈ていすると、アリスが小さく肩かたをすくめた。

「愛用品だから、ではないですか？　使用時間が最も長い装備品が二つだけ残り、あとは全部消えた……」

「なるほど。だとすると……これはやっぱり人じん為い的な現象だな。バグや事故なら、愛用品だけが都合良く残るはずないからな」

　そう言うと、俺はひとまず剣を実体化するべく、普ふ段だん使づかいの《ブラークヴェルト》をタップし、サブメニューから《装備》を選んだ。ストレージから剣のアイコンが消しよう滅めつし、俺の背中にずしりと頼たのもしい重みが──。

「うばっ……!?」

　頼たのもしいどころではない、まるで巨きよ大だいな建設用鉄骨を背負わされたかのような恐おそるべき重量が背中にのしかかり、がくんと膝ひざが折れた。無様な尻しり餅もちを回かい避ひするべく両手を振り回し、指先に引っかかったものを反射的に摑つかむ。途と端たん、

「きゃあああっ！」

「こらっ、何を……！」
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　二種類の悲鳴が降ってきたので上を見ると、俺の右手が摑つかんでいるのはアスナの、左手が摑つかんでいるのはアリスの剣けん帯たいだ。まったくもって紳しん士し的とは言いがたい行いだが、手を離はなしたが最後、河原の砂じや利りに尻しりから落下してしまう。

「わ、悪い、もうちょっと耐たえて！」

　悲鳴を上げ続ける二人に摑つかまったまま、俺は辛かろうじて体勢を立て直すと、尻しりではなく左ひだり膝ひざを地面に突いた。レディーたちの剣けん帯たいから離はなした両手も地面に押し当て、上体を支える。

　辛からくも転てん倒とうは回かい避ひできたが、愛剣の異常な重さはそのままで、とても立ち上がれない。視線を上向けると、ＨＰバーの右側のスペースに、分銅マークのアイコンが赤く点てん滅めつしている。初見だが意味は解わかる──重量オーバーだ。しかし、なぜ。

　その疑問に答えたのは、顔を赤らめつつ剣けん帯たいを引っ張り上げていたアスナだった。

「ああ、そうか……ステータスがリセットされたから、装備できる重量も減ったんだわ。その剣、リズが最近作ったやつでしょ？　初期ステータスじゃ持てなくて当然よ」

「げげぇ、マジか……じゃあ、残ってても使えないじゃん……」

　愚ぐ痴ちりつつ、眼前に表示されたままのステータス画面を再さい確かく認にん。重量関係らしきメーターは二つ存在していて、上には《イクイップ・ウェイト》、下には《キャリー・ウェイト》という文字が表示されている。直訳すれば装備重量と運うん搬ぱん重量。ストレージに入れて持ち運べる重さを示すのだろう運うん搬ぱん重量メーターは三割ほどしか伸びていないが、装備重量メーターは右みぎ端はしまで振り切れて真っ赤になっている。いや、運うん搬ぱん重量のほうも、たった一本の剣で──たとえそれが伝説級武器のエクスキャリバーだとしても──三割も埋うまってしまっているのは相当に心細い。

「ヤバいな……使える武器がないってことは、いまモンスターに襲おそわれたらひとたまりもないぞ」

　俺の指し摘てきに、アスナも厳しい顔で頷うなずいた。

「確かにそうだね。たぶん魔ま法ほうスキルもリセットされてるだろう……し…………」

　その言葉が不自然に途と切ぎれたので、ステータス画面から視線を移動させる。

　アスナは、まるで魂たましいが抜けてしまったかの如ごとく宙を見つめていたが、直後、凄すごいスピードでリングメニューを操作した。指が動いた方向からしてスキルウインドウを開き、食い入るように凝ぎよう視しする。

「ど、どうしたんだよ、アスナ？」

　しかしウンディーネは答えず、震ふるえる指でウインドウの一点をタップし、数秒後、これ以上ないほどの安あん堵どの表情になり、ふうーっと長く息を吐はく。

「……どうしたんだ？」

　地面に膝ひざを突いたままもう一度訊たずねると、アスナは俺を見て淡あわく微笑ほほえんだ。

「武器スキルも……覚えたソードスキルも全部消えちゃったのかと思ったの。でも……魔ま法ほうとか調合とかは消えちゃったけど、レイピアスキルだけは残ってる。熟練度も、ソードスキルもそのままだわ」

　それを聞いて、ようやく気付く。アスナには、この世界で、もしかしたらログハウスと同じくらい大切なものがあるのだ。半年前に永い眠ねむりについた最強剣士、《絶ぜつ剣けん》ユウキに託たくされたオリジナル・ソードスキル──その名も《マザーズ・ロザリオ》。しかし幸い、それを含ふくむ習得済み剣けん技ぎは消えなかったらしい。

「ふむ……私も片手剣スキルは残っています。武器と同様、最も熟練度の高いスキルが一つだけ残されたようですね」

　アリスの分ぶん析せきは正しいだろう。ならば俺も、片手剣スキルだけは無事なはずだ。とそこまで考えてからふとアスナに訊たずねる。

「あれ……ってことはアスナさん、あなた、水魔法スキルよりレイピアスキルのほうが熟練度高かったワケ……？」

「何よ、悪いの？」

　じろっと睨にらまれ、慌あわててかぶりを振る。

「い、いえいえまったく。さすがはバーサクヒーラー様だと思っただけで……」

「魔ま法ほうスキルもなくなったし、その二つ名は返上しますから」

　つんと顔を逸そらせてから、アスナは再びこちらを見て言った。

「それよりキリトくん、いつまでそうしてるの？　装備できない剣を背負ってても仕方ないでしょ、早くストレージに戻もどしなさいよ」

「わ、わかったよう……」

　と答えつつも、最後の足あ搔がきで、俺はブラークヴェルトを背負ったまま立ち上がろうとした。しかし両りよう膝ひざがぷるぷる震ふるえるだけで、とても体を起こせない。ふんぬぬぬと唸うなる俺を見下ろしていたアスナとアリスが、同時にため息をつく。

　だが、俺の努力はまったく無意味というわけでもなかった。

　しゅりん、というような効果音とともに、目の前に小さなウインドウが出現したのだ。

【強健スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】──というメッセージを読み、瞬まばたきを繰くり返かえす。

　どうやら、スキル周りのシステムはＡＬＯと共通のようだ。行動によってＰＩ熟練度上昇トリガーの発動条件を満たすと、スキル獲かく得とく／熟練度上じよう昇しようのチャンスが与あたえられる。強健スキルとやらは初見だが、恐おそらくＳＡＯにあった《所持容量拡張》と同じで、熟練度が上がれば重い物を持てるようになるのだろう。

　つまり、このまま愛剣の恐おそるべき重さに耐たえ続けていれば強健スキル熟練度が上じよう昇しようし続けて、いつかは赤い重量オーバーアイコンが消える──のだと思われるが、いったい何時間、あるいは何日かかるのか見当もつかない。ここは大人しく、アスナの指示に従うことにして装備画面に遷せん移い、右手部分に表示されているブラークヴェルトのアイコンをストレージアイコンにドラッグ＆ドロップする。

　途と端たん、背中の重みが噓うそのように消えて、俺は勢いよく立ち上がった。大きく伸びをして、強こわ張ばった体──もちろん錯さつ覚かくではあるが──を解ほぐしてから、ログハウスが落下した方向を見やる。アスナたちも、無言で視線を川上に向ける。

「……行くか」

　呟つぶやくと、二人はこくりと頷うなずいた。武器を装備できないまま森に踏ふみ込むのは不安だが、このまま川べりに留とどまっているわけにもいかない。

　大小の石が無数に転がる河原を歩き始める。ふと思いつき、リングメニューをコミュニケーション、パーティーと辿たどってから、インバイトアイコンをアスナとアリスに投げる。二人が受じゆ諾だくすると、視界左上に新たなゲージが出現。このあたりの基本的な画面構成はＡＬＯやＧＧＯ、そしてＳＡＯとも共通するもので、つまりこの世界は少なくともザ・シード規格のＶＲＭＭＯワールドなのだと推測できる。

「ＨＰとＭＰはいいとして、このＴＰとＳＰっていうバーは何かしら……」

　歩きながらアスナが呟つぶやいたが、いまのところどちらも満タンから動かないので推測するすべはない。

「まあ、減れば解わかるでしょう」

　俺と同じことを考えたらしいアリスの答えに、アスナが「それもそうね」と笑う。

　この二人、実はけっこう気が合うんじゃ……と思うが口には出さず、足あし許もとに気をつけながら歩き続けると、やがて深い森に刻まれた落らつ下か跡あとの入り口に辿たどり着ついた。立派な木々が根元からなぎ倒たおされた光景は無残のひと言だが、モンスターの不意打ちをある程度防げるという点ではありがたい。

　落らつ下か跡あとに踏ふみ込む前に、一応マップアイコンも開いてみたが、予想したとおり現在地の周辺しかマッピングされていない。ここがアルヴヘイムのウンディーネ領であろうとなかろうと、マップデータもリセットされてしまったようだ。しかし少なくとも、俺たちが北東に向かって歩いていることは解わかる──地図の上が北ならば、だが。

　無む秩ちつ序じよに倒たおれ、重なって迷めい路ろのようになった丸太の間を慎しん重ちように歩いていく。倒たおれた木を乗のり越こえ、くぐり、狭せまい隙すき間まをすり抜けて五十メートルほど進んだが、ついに行く手がアバターの背せ丈たけの倍ほどもある丸太の壁かべで遮さえぎられてしまった。翅はねが使えればひとっ飛びだが、いまは愚ぐ直ちよくによじ登るしかない。

「よいしょ……」

　子供の頃ころ、妹の直すぐ葉はと一いつ緒しよに、川かわ越ごえ市しにある伊い佐さ沼ぬま公こう園えんのフィールドアスレチックで遊んだ時の記き憶おくを甦よみがえらせながら壁かべの半ばほどまで登った、その時。

「あ……もしかして……」

　呟つぶやいたアスナが右手を伸ばし、俺が右足を乗せている丸太をタップした。しゅわん、という回転エフェクトとともに窓が開く。

「ほら、やっぱり！　この丸太、素材アイテム扱あつかいだよ。ストレージに収納できるみたい」

「ちょっ、降りるまで待……」

　と言いかけた俺の足の下で、巨きよ大だいな丸太が青く発光してから消えた。

「のわあ!!」

　右足がすかっと空を切る。体の支えがなくなり、今度こそ地面に尻しり餅もちをついた俺の頭上に、支えを失った何本もの丸太がごろごろ転がってくる。

「わっ、ごめん！」

「失礼、キリト」

　アスナとアリスが後ろから俺の襟えり首くびを引っ張って脱だつ出しゆつさせてくれたが、一秒遅おそかったらペラペラに伸のされていただろう。

　あわや死にかけたが、アスナのおかげで行く手を塞ふさぐ障害物を簡単に除去する方法が見つかったのでプラマイゼロとしておく。三人で丸太をタップしてはストレージに放ほうり込んでいくと数秒で壁かべは消えたが、たっぷり余よ裕ゆうのあった運搬重量キヤリー・ウエイトが九割以上も埋うまってしまった。ここから先は、地道にアスレチックをしていくしかない。

　幸い、よじ登らねばならないほどの壁かべはもう出現せず、跨またいだり潜もぐったりを繰くり返かえすこと、数分。

　ついに、前方の視界が大きく開けた。

「あ…………」

　アスナがかすかな吐と息いきを漏もらす。それが安あん堵どなのか、それとも悲ひ嘆たんの声なのかすぐには判断できない。

　思い出の詰つまったログハウスは、森の中の小さな空き地に傷ついた体を横たえていた。

　完全な崩ほう壊かいこそどうにか免まぬがれていたが、無事とはとても言えない。落下の衝しよう撃げきを受け続けたのであろう左側面の壁かべは無残に壊こわれ、屋根も中央部が大きく凹へこんでいる。窓ガラスは一枚残らず割れ、ポーチと階段はヨツンヘイムの邪じや神しんに踏ふみつぶされたかのようだ。

　それでも、高度一万メートルから落下したことを思えば、家が辛かろうじて原形を留とどめているだけでも奇き跡せきと言うべきかもしれなかった。最初の、そして最大の衝しよう撃げきを川が吸収してくれたのと、森の木々が犠ぎ牲せいになってブレーキをかけてくれたおかげだろう。

　アスナが突とつ然ぜん走り始める。俺とアリスも後を追う。

　崩くずれたポーチの前で立ち止まり、無言でログハウスを見上げるアスナに、アリスが何か言葉を掛かけようとした。しかしそれを吞のみ込み、代わりに俺を見る。

「キリト……この家を修復することはできないのですか？」

「修復……って言っても、プレイヤーホームは破は壊かい不能オブジェクトだからなあ……。そもそも耐たい久きゆう力りよくが存在しないはず……」

　そう答えながら、俺はアスナの隣となりに進み出ると、斜ななめに歪ゆがんでしまっているポーチの手すりをタップした。出現した窓を一いち瞥べつした途と端たん、「おっ！」と声を上げてしまう。

　ＡＬＯなら、プレイヤーホームのプロパティウインドウには、プレイヤーホームであることしか表示されない。しかし大型のウインドウには、最上部に【イトスギの丸太小屋】とあり、その下に所有者──アスナと俺──の名前、更さらにその下には耐たい久きゆう力りよくであろうカラーバーがある。オーバーレイ表示されている数字は【４７１３／１２５００】。これがログハウスのＨＰに違ちがいない。

　四千七百という数字は、百を割わり込んでいる俺のＨＰと比べると膨ぼう大だいなようだが、最大値から見れば三分の一程度だ。しかも眺ながめているうちに、現在値が４７１２に減少する。どうやら構造そのものにダメージを受けると、耐たい久きゆう値ちがわずかながら減り続けていく仕様らしい。減少ペースは十秒で一、つまりゼロになるまでの時間はほぼ四万七千百秒──六十で割れば七百八十五分、もう一回割って十三時間と少しだ。

　右下の時刻表示は、九月二十七日の十七時三十二分。つまりこのまま何もしなければ、明日の朝六時半ごろには、このログハウスは耐たい久きゆう値ちを全て失い、今度こそ消しよう滅めつしてしまう。

　左側からプロパティ窓を覗のぞき込んでいたアスナも同じ結論に達したのだろう、掠かすれ声ごえで「明日の朝まで……」と呟つぶやいた。だが今回も、アリスの落ち着いた声が俺の焦しよう燥そうを冷ました。

「その窓、下の方に修復というボタンがあるではないですか」

「へっ」

　言われるまま視線を下ろしていくと、確かにウインドウの下部に、【情報】【取引】【修復】そして【分解】という四つのボタンが表示されている。

「おお……」

　安あん堵どの声を漏もらしてから、まかり間ま違ちがっても分解ボタンを押さないよう気をつけつつ、その隣となりの修復ボタンを押す。

　半はん壊かいした家が光に包まれ、みるみる新品に戻もどる──という奇き跡せきは、残念ながら起きなかった。代わりに、

【この建築物を修復するには、初級大工スキルが必要です】

【この建築物を修復するには、所持している資材が足りません。完全な修復には《製材された丸太》×１６２、《製材された木板》×７５、《鉄の薄うす板いた》×２１６、《鉄の釘くぎ》×４６３、《亜あ麻ま仁に油ゆ》×３０、《板ガラス》×２４が必要です】

　という無む慈じ悲ひなメッセージが二連続で表示され、俺はあんぐりと口を開けた。

「ま……丸太百六十二本って……」

「それ以前に、大工スキルって何……？　家を、自分で建てられるってこと？」

　同じく呆ぼう然ぜんとした様子のアスナと顔を見合わせ、ぎこちなく首しゆ肯こうする。

「そう……なんだろうな。ハウジングが売りのゲームじゃ珍めずらしくないけど、ＡＬＯにもＳＡＯにもそんなシステムはなかった。つまり……」

「この世界はもう、完全に別のゲームだと考えるべきですね」

　アリスがきっぱりと言い切り、パンと音を立てて両手を叩たたく。

「しかしともあれ、やるべきことは解わかったのです。そこに書いてある資材を集め、大工スキルとやらを習得すれば、この家を生き返らせられる。ならば、ぐずぐずしている場合ではないと思いますが？」

「うん……そうだよね」

　ショックは俺より大きいはずだが、いざとなれば決断も行動も早いアスナは、深々と頷うなずくや再びメッセージ窓を凝ぎよう視しした。それだけで必要な資材アイテムの種類と数を暗記したのだろう、流れるような早口で言う。

「まず丸太が百六十二本だけど、これはすぐに集まると思うわ。すぐそこに山ほど転がってるし」

　アスナが指さした方向には、岩がん塊かいによってなぎ倒たおされた針葉樹が無数に折り重なっている。確かにそれらを利用しない手はないが、恐おそらく一つか二つクリアしなくてはならない問題点があるはずだ。しかしいまは後回しにして、アスナに向けて言う。

「だったら、回収を急いだほうがいいな。あの状態の丸太が、何時間も腐くさらずに残るとは思えない」

「そうね」

　走り始めようとするアスナの左手をはっしと摑つかみ、追加のアドバイス。

「その前に、さっきストレージに入れた丸太を出して運搬重量キヤリー・ウエイトを減らそう」

　今度はもう言葉では答えず、アスナは素す早ばやくウインドウを開くと操作し始めた。かつては手入れされた芝しば生ふが広がっていたが、いまは藪やぶと雑草に覆おおわれているログハウスの前庭部分に、ずしんと音を立てて三本の丸太が実体化する。ストレージに入れた時とは異なり、折れた断面や余計な枝が整えられているものの、粗あらい樹皮はそのままだ。

　俺とアリスも同じ箇所に丸太を放出し、ついでに武器も実体化して丸太の山に立たて掛かける。愛剣を屋外に放置するのは不安だが、盗ぬすみにくるプレイヤーはこの辺りにはいないだろう。

　ストレージが完全に空になると、ダッシュで倒とう木ぼくエリアに戻もどる。無む秩ちつ序じよに倒たおれている丸太を片かたっ端ぱしからタップし、ストレージに収納していく。わずか五、六本で運搬重量キヤリー・ウエイトがほぼ満まん杯ぱいになるので、前庭まで駆かけ戻もどって実体化する。

　その作業を五往復繰くり返かえしたところで、ログハウス前面のスペースは丸太の山でいっぱいになってしまった。仕方ないので、倒とう木ぼくを片付けて空いたスペースに新たな丸太を積んでいく。現実世界なら専用の重機でもなければとてもできない作業だが、仮想世界のアバターは、移動しているだけなら疲つかれない。三人で黙もく々もくと働き続け、二十分後、全ての倒とう木ぼくが整然と積み重なった丸太の山へと変わった。

　ふうっと息を吐はいたアスナが、指差しながら数える。

「えーと、一つの山が丸太十五本で、それが十山あるから百五十本……。えっ、これだけあっても足りないの!?」

「十二本足りませんね……」

　肩かたをすくめたアリスが、視線を周囲の森に向ける。

「しかし、まだ木はそこらにたくさん生えています。伐きり倒たおせばすぐ集まるでしょう」

　……いやいや、たぶんそれも楽じゃないぞ……。

　と思ったが、まずは別種の懸け念ねんから口にする。

「その前に……アスナ、丸太のアイテム名、どうなってる？」

「え……？」

　首を傾かしげたアスナが、手近な丸太をタップ。プロパティ窓を覗のぞき込み、読み上げる。

「……《年経たメグリマツの原木》だって。この木、メグリマツって名前なのね……」

「それ、現実世界にもあるやつ？」

「ないやつ！」

　あったりまえでしょ、と言わんがばかりに即そく答とうしてから、アスナはごつごつした樹皮を掌てのひらでなでた。

「でも、けっこう高級な木だと思うわ。製材したらいい木材になりそう」

「ほう……ルーリッドの森にもよく似た木がありましたよ」

　アリスの口から出た懐なつかしい地名に、郷きよう愁しゆうにも似た感覚が湧わき起こるが、ぐっと吞のみ込んで説明を再開する。

「えーと、丸太のアイテム名、原木ってなってるだろ？　たぶんこのままじゃ、ログハウスの修復に必要なアイテムとは見なされない。どうにかして原木を製材する必要があるんだ」

「せ、製材って……この世界にはチェーンソーもログミルもないのよ」

　ログミルなる道具に聞き覚えはないし、それ以前にそんな名前がすらっと出てくるほど木材好きだったんですかアスナさん、という驚おどろきもあるが全て脇わきにどけておいて、素す早ばやくかぶりを振る。

「いや……大がかりな機械とかは、そもそもこの世界には存在しないんじゃないかな。必要な道具さえあれば、原木を《製材された丸太》にできるはずだ。そのへんのプロセスは、ＳＡＯの鍛か冶じとか木工細工と同じだと思う」

「ああ……」

　得心がいった顔で、アスナは丸太の山を見た。

「製材ができる道具で丸太を何回か擦こすればいいってわけね。問題はその道具が何なのか、どうやって手に入れるのか……よね」

「ああ……。──うーん、ここにユイがいればなあ！」

　日ひ頃ごろは、彼女の特権的ナビゲーション能力に頼たよることは極力控ひかえているが、これほどの緊きん急きゆう事態なら遠えん慮りよする必要はあるまい。俺の叫さけび声ごえを聞いたアスナが、一いつ瞬しゆん苦く笑しようしてから心配そうな顔になる。

「まだユイちゃんとは連れん絡らく取れないの？」

「ああ……多分、ＡＬＯのナビゲーション・ピクシーシステムそのものが無効化されちゃったんだと思う。リズたちと一いつ緒しよにいたユイがそのままなのか、サーバーから切断されたのかは解わからないけど……」

　推測を言葉にするうちにアスナの顔がどんどん曇くもってくるので、急いで付け加える。

「あ、で、でも、ユイの物理ハードウェアは俺の部屋のＰＣなんだから、ユイ自身がどうこうなる可能性はないよ。不安なら一回ログアウトして、様子を見てくるけど……」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ。もしユイちゃんがリズやシリカちゃんと一いつ緒しよにいるなら、みんなの助けになってほしいから」

　気き丈じようにそう言うと、アスナは傍かたわらの丸太をぽんと叩たたいた。

「わたしたちは、わたしたちにできることをしよう」

「それでこそアスナです」

　にこっと笑ったアリスも、籠こ手てを嵌はめた左手で針葉樹──メグリマツのざらざらした樹皮をなでた。

「私は大工仕事には詳くわしくありませんが、セントラル・カセドラルからルーリッドの森に落ち延びた時は、ガリッタ老人の手助けを得て自分で小屋を建てました。あの時は、これほど太くはありませんでしたが似たような針葉樹を伐きり倒たおして、枝を落とし、皮を剝むいて丸太にしたのですが、確か皮かわ剝むきには……こう、薄うすくて平らな刃やいばの両側に握にぎりがついた道具を使ったと記き憶おくしています」

　身み振ぶり手て振ぶりで道具の形を説明するアリスを眺ながめながら、思わず首を縮めてしまう。

　最高司祭アドミニストレータとの決戦から《異界戦争》に至るまでの出来事は聞いているが、アリスはルーリッド村近くの森に建てた小屋で、フラクトライトを損傷してしまった俺を半年近くも世話していたのだという。その当時、自分がどのような状態だったのか、どんなふうに世話されていたのかを想像すると曰いわく言いがたい感覚に襲おそわれるが、それもどうにか脇わきに押しやって目下の問題に集中しようとする。

　アリスが説明した道具は、俺にはさっぱり想像できなかったものの、アスナはすぐに思い当たったようだった。

「ああ、それはドローナイフね。外国で丸太の皮かわ剝むきに使う道具よ。日本だと、農具みたいな長い柄えのついた皮かわ剝むきを使うんだけどね」

「ふむ。では、そのドローナイフとやらを作るか買うかする必要があるわけですか。しかし作るにも別の道具や素材が必要ですし……買うと言っても、落下地点の周囲に街や村は見えませんでしたね……」

　しかめっ面つらになった猫ねこ耳みみ騎き士し様は、指先でメグリマツの樹皮をがりがり引っ搔かきながら続けた。

「ええい、ドローナイフと言わずとも普ふ通つうのナイフの一本もあれば、こんな皮なぞざくざく剝はいでみせるのですが」

　勇ましい台詞せりふに俺は苦く笑しようしかけたが、アスナは何かを思いついたように「あっ」と声を上げた。

「ちょ、ちょっと待ってて！」

　叫さけび、半はん壊かいしたログハウスに駆かけ込んでいく。しかしわずか十秒ほどで戻もどってくると、悄しよう然ぜんとかぶりを振る。

「お家うちのホームストレージが無事なら、ナイフなんてより取り見取りだったんだけど……わたしたちのストレージと同じで中身は空っぽだったわ。オブジェクト化してた家具とかカトラリーも、全部消えてる」

「そっか……」

　ログハウスの中にあった調度品や装そう飾しよく品ひんは、アスナがアルヴヘイム全土のショップを巡めぐって買い集めた選えりすぐりの品ばかりだ。それらが全て消えてしまったショックは、俺が思う以上に大きいだろう。しょんぼりするアスナを慰なぐさめるべく、一歩前に出たところでふと気付く。

「……いや……ナイフでいいなら……」

　さっと振り向いた先には、丸太の山に立たて掛かけられた四本の剣と一本のスタッフ、一枚の盾たて。ダッシュで走り寄り、愛剣ブラークヴェルトの柄つかに触ふれる。

「……コイツでも、丸太の皮かわ剝むきはできるはずだ」

「それはそうでしょうが、キリト、先ほどの醜しゆう態たいをもう忘れたのですか？」

　背後からアリスが呆あきれ声ごえを投なげ掛かけてくる。そちらに、ニヤリと笑えみを投げ返す。

「もちろん忘れちゃいないさ。でも、さっき重量オーバーになっちゃったのはフル装備状態だったからだ。それ以外の装備を全部解除すれば……」

　まくし立てながら右手をくるっと回し、リングメニューから装備画面に遷せん移い。これだけはＳＡＯ時代から変わらない装備フィギュアの左にある、《武装全解除》ボタンを躊ちゆう躇ちよなく叩たたく。俺の全身が何本もの光の輪に包まれ、ロングコートやシャツやズボン、ブーツ等々の防具類が瞬しゆん時じに消しよう滅めつ。残されたのは黒いボクサーパンツ一枚だけだ。途と端たん、

「な……何をしているのですか！」

「いきなり脱ぬがないでよ～！」

　と女性陣が叫さけぶが、いまは謝あやまる時間も惜おしい。

「まあ見てろって」

　グローブが消えた両手をぱんぱん叩たたいてから、ブラークヴェルトの柄つかを握にぎる。腰こしを落とし、一気に引き抜こうと──

　して、どすっと地面に両りよう膝ひざを突いてしまう。剣は丸太に立たて掛かけてあるだけなのに、まるで地面に溶よう接せつされているかの如ごとき重さだ。現実世界ならぎっくり腰ごしになっていたかもしれない。

「うえ……!?　なんでだ……？」

　脱ぬぎ捨すてた防具類は、ほぼ革かわと布だけではあるが、ハイレベル装備であるがゆえにかなりの重さがあったはずだ。合計重量がブラークヴェルト一本より軽いということは有り得ない。

　わけが解わからず、地面に正座したまま眼前の剣を眺ながめていると、不意に閃ひらめく。

「あっ……ま、まさか、救済措そ置ちだったのか……？」

「どういうこと？」

　きょとんとした顔のアスナを見上げ、推測を口にする。

「えっと……正確にどの時点だったのかは解わからないけど、俺たち全員レベル１になって、ステータスもリセットされただろ？　その瞬しゆん間かんに防具が重量オーバーにならなかった理由を、俺はいままで防具が革かわや布だったからだと思ってたんだけど……アリスの防具にはけっこう金属が使われてるし、タンク職のプレイヤーなんかみんな全身金属だらけだよな。そういう連中が、リセット直後に重量オーバーで動けなくなるのはいくらなんでも理り不ふ尽じんすぎる」

「……それはまあ、そうね……」

「だからたぶん、リセット時点で装備してた武器防具は、一時的に重量を減らして、ステータスが初期値になってもそのまま装備できるような救済措そ置ちが働いてたんじゃないかと思うんだ。でも俺たちは武器をストレージに入れてたから……」

「武器にはその救済措そ置ちが適用されなくて、装備もできなかった……ってことね？」

　さすがの吞のみ込みの早さで頷うなずくと、アスナはきゅっと眉まゆをひそめた。

「え、ちょっと待ってよ。もしその推測が正しいなら……キリトくん、いま防具も全解除しちゃったから……」

「イエス」

　重々しくそう答えると、俺は再び装備ウインドウを開いた。右側に列挙されているストレージ内の装備アイテム一覧から、メイン防具の《クローク・オブ・ハラルドル》を胴どう体たい部分のスロットにドロップ。光の輪が出現し、濃こい灰色のコートを実体化させる。

「ふんぎゅっ！」

　心構えはしていたのだが、それでも全身にのし掛かかる荷重に耐たえられず、俺は地面に両手を突いた。このまま上体が落ちていくとまるでアスナに土下座しているかのようなので、必死の努力で右手を持ち上げる。【強健スキルの熟練度が２に上じよう昇しようしました】というメッセージが出たが心の中で「うっさい！」と毒づき、再び全解除ボタンをプッシュ。拷ごう問もん具ぐじみた重さが消しよう滅めつし、ふうっと息を吐はく。顔を上げ、

「……というワケ」

　微笑ほほえんだ途と端たん、後方から雷かみなりが落ちた。

「バカですか、お前は！」

　黄金の鎧よろいを鳴らしてアスナの隣となりに並んだアリスは、パンツ一丁で地面に正座する俺に人差し指を突き付け、更さらに叫さけぶ。

「なぜ装備を解除する前にそれに気付かないのです！　これでは、お前は当分、その情けない格好でいるしかないではありませんか！」

「うむ、まあ、そういうことだな」

　しかつめらしく肯こう定ていすると、俺はよいしょと立ち上がった。

「でも、犠ぎ牲せい者しやが俺だけで良かったよ。君らまで脱ぬいでたら大だい惨さん事じだ」

「その時は、お前が私たちのために新しい服を用意するまでログインしません」

　アリスがすげなく言い放つと、アスナがぷひゅっと噴ふき出した。しばしくすくす笑ってから、

「あなたたち、相変わらずねえ」

　と首を振りながら言う。それを見てアリスもようやく叱しかりモードを解除してくれたが、問題が解決したわけではない。

「剣はダメか……。となると……」

　腕うで組ぐみをして、しばし思し索さくを巡めぐらせる。

　レベルが１になり、ステータスがリセットされ、アイテムがほぼ消しよう滅めつし、ＵＩまで変わってしまったが、少なくともＶＲＭＭＯ世界には違ちがいないだろう──と、俺は考えていた。それはまったくの間ま違ちがいではあるまい。しかしことによると、俺たちが普ふ段だんは省略しているアルファベット三文字は変わってしまったのかもしれない。すなわち、《ＶＲＭＭＯＲＰＧ》から、他のジャンルのゲームへ。

「……サバイバル……」

　俺が呟つぶやくと、女性二人が揃そろって怪け訝げんな顔をした。

「え、なあに？」

「もしかしたらこれ、サバイバルゲームなのかもな……」

「……生き残り？　どういう意味です？」

　この一ヶ月ほどでかなり神聖語ならぬ英語にも堪たん能のうになってきているアリスが、金色の睫まつ毛げを瞬しばたたかせる。

「ゲームのジャンル名だよ。普ふ通つうサバイバルゲームって言えば、リアルワールドでエアガン……ええと、遊ゆう戯ぎ用の銃じゆうを撃うち合う遊びのことなんだけど、コンピュータゲームにもそういうジャンルがあるんだ。オープンワールド・サバイバルとも言うけど、普ふ通つうのＲＰＧよりも生存条件が厳しくなってて、簡単に死ぬしデスペナルティも大きい」

「生存条件とは、たとえば？」

「たとえば、ＡＬＯだとゲーム内でずっと飲み食いしなくても死にはしなかっただろ？　でもサバイバルゲームには渇かわきや餓うえのパラメータがあって、水を飲んだり飯を喰くったりしないとＨＰが減るんだ。あ、そうか……」

　そこでようやく俺は、ＨＰ、ＭＰバーの下に存在する二つのバーの用よう途とに気付いた。

「この青いＴＰバーと黄色のＳＰバーのどっちかが餓うえで、どっちかが渇かわきだろうな」

　それを聞いたアスナが即そく座ざに答える。

「だったらＴＰが渇かわきで、ＳＰが餓うえね。Ｔｈｉｒｓｔサースト　Ｐｏｉｎｔ・ポイントとＳｔａｒｖｅスターブ　Ｐｏｉｎｔ・ポイントの略だと思う」

「な、なるほどね」

「ふむ……」

　ちらりと左上を見たアリスが、ほっそりした喉のどに手を触ふれさせながら言った。

「……しかし、丸太集めでずいぶん走り回ったわりに、先刻から餓うえも渇かわきも感じませんし、二本のバーもまったく減りませんよ」

「それは、装備重量と同じで、まだ猶ゆう予よ期間なんだと思う」

「ほう？」

「サバイバルゲームって基本的に、死ぬとその場にアイテムを全部落っことして、蘇そ生せい後ごに回収しないといけないんだ。こんな右も左も解わからない世界にマニュアルなしでほっぽり出されて、速そつ攻こう飢うえ死じにして装備全ロストじゃあんまりだからな……。たぶん、そのうちまずＴＰバーから減り始めるぞ。実際に渇かわきを感じるのかは知らないけど」

　自分で説明しているうちにどんどん重苦しい気分になってきた俺は、両りよう腰こしに手を当てて深々とため息をついた。なんと言ってもいまの俺はパンツ一丁で、愛剣も防具も装備できないのだ。これでは生き抜ける気がしない。

　しかし──。

「だからって、ここでふて腐くされてる場合じゃないよな……」

　自分に向けて、そう言い聞かせる。

「いったいどこのどいつが、何のためにこんな無茶な世界改変をしでかしたのか……それを突き止めないと死んでも死にきれないし、俺たちの家もきっちり元通りに直したいし」

「その意気ですよ、キリト」

　不敵な笑えみを浮うかべたアリスが、俺の裸はだかの背中をぱちーんと叩たたいた。痛みはないが、反射的に叫さけんでしまう。

「いって！」

「サバイバルだか何だか知りませんが、飢うえや渇かわきなどアンダーワールドでは当たり前のことだったではないですか。周りを見なさい……すぐ近くには川があるし、森の中には果実もあれば獣けものもいるでしょう。こんな場所で飢うえ死じになどしたら、闇やみの国のゴブリンたちにも笑われますよ」

「…………ま、まあ、そうだな……」

　同列に考えていいのかどうかいまいち自信がないが、確かに周囲の森は、アンダーワールドのダークテリトリーとは比ひ較かくにならないほど豊かに見える。アインクラッドから分ぶん離りしたログハウスが、サラマンダー領中部のような不毛の砂さ漠ばくに落ちていた可能性だってあったわけで、サバイバルゲームのスタート地点としては決して悪条件とは言えない。

　ぐっと背筋を伸ばし、金色に染まりつつある空を見上げる。胸いっぱいに空気を吸い込み、大声で宣言する。

「よし……。タイトルはまだ解わからないけど、このゲームはもうＶＲＭＭＯＲＰＧじゃなくて、ＶＲＭＭＯＳＶＧだ。石にかじりついても生き抜いて、いつかこの土地にキリト帝てい国こくを築いてやるからな！」

　お──！　と女性陣が唱和してくれる──という展開には、残念ながらならなかった。

　代わりにアスナが実に微び妙みような表情で、

「えっと、キリトくん、わたしこのお家うちが守れればそれで充じゆう分ぶんだよ……」

　と呟つぶやき、アリスも最大級の呆あきれ顔がおで、

「キリト、その格好で勇ましいことを言ってもまったく様になりませんよ」

　と冷静に指し摘てきした。







　　　３




　少々締しまらない生存宣言になってしまったが、とにかく気合いを入れ直した俺は、改めて空き地を眺ながめ回した。

　半はん壊かい状態のログハウスをすっぽり収めた草地は、直径十五メートルほどの円形。本来はメグリマツの大径木にぐるりと取り囲まれていたのだろうが、いまは南西方向にできたてほやほやの道が一直線に延び、その先には大きな川がある。草地の空きスペースには百五十本もの丸太がぎっしりと積み上げられ、まずはこれをどうにか処理しなくてはならない。

　サバイバル系のＲＰＧは、ずっと昔に一度ＰＣでプレイしたことがあるだけで、フルダイブマシンでは未経験だが序じよ盤ばんのセオリーは同じはずだ。まずは水と食料の確保、次に道具と素材を手に入れて、衣類とシェルター、武器の製作を目指す。

　しかし、猶ゆう予よ期間が続いているうちは飢うえも渇かわきもしないようだし近くに川もあるので、そこは後回しにしても大だい丈じよう夫ぶだろう。ならば最初に挑いどむべきは、最も原始的な道具──ナイフの入手。

「よし、川に戻もどろう」

「え？　お魚でも獲とるの？」

　両目をぱちくりさせるアスナに、にやっと笑いかける。

「いずれはね。でも、その前にやることがあるのさ」

　倒とう木ぼくを片付けた道を小走りで移動し、河原へ。大小様々、色とりどりの石が転がる河原は、先刻は歩きづらいと感じただけだったが、サバイバルゲームに意識を切きり換かえれば宝の山だ。足を止め、二人に指示する。

「なるべく重くて硬かたそうな石を探してくれ。長さ三十センチくらいの、できるだけ細長い形がいいかな」

「……了りよう解かいです」

　俯うつむいて歩き始めるアリスとアスナに背を向け、俺は別のものを探す。上面が平らで安定した大きな岩──つまり作業台。すぐにちょうど良さそうな岩が見つかったので、足あし許もとから適当な丸石を拾い、思い切り打ち付けてみる。最初の一回で、石が真っ二つに割れた。これが普ふ通つうのＶＲＭＭＯＲＰＧなら、破は壊かいされた石は光のパーティクルを散らして消しよう滅めつしてしまうところだが、作業台の上に転がる二つの欠片かけらが消える気配はない。タップしてプロパティ窓を出すと、【割れた灰かい崩ほう岩がん　武器／素材　攻こう撃げき力りよく　打だ撃げき２・18　耐たい久きゆう力りよく５・44　重量３・71】と表記されている。

「うへ……小数点以下まであるのか……」

　しかめっ面つらをしていると、背後で二つの足音と声が響ひびいた。

「こんなので、どう？」「これでどうです？」

　アスナが作業台に置いたのは、ごつごつした灰かい緑りよく色しよくの石。アリスが転がしたのは、つるっとした黒こつ褐かつ色しよくの石。サイズと形状は俺が指定したとおりだ。

「どれどれ……」

　左右の手で同時に持ち上げ、重さを計る。どちらもずしりと緻ち密みつな手応えだが、緑色のほうがわずかに重いか。しかし硬かたさは黒い方が上のような気がする。

　ひとまず緑の石を素材にすることにして、作業台の真ん中に左手でしっかり固定する。右手で黒い石を振り上げ、狙ねらいを定める。現実世界でも仮想世界でも、こういう作業は躊ちゆう躇ちよしたらミスると相場が決まっているので、「せーの！」と叫さけんでから、力いっぱい振り下ろす。

　ガツーン！　という爽そう快かいな音とともに、オレンジ色の火花が飛び散った。恐おそる恐おそる左手を離はなすと、緑色の石はしばらくそのまま静止していたが、やがて真ん中からぱかっと割れた。断面には鈍にぶい光こう沢たくがあり、縁ふちもガラスのように鋭えい利りだ。

「なかなかいいぞ……」

　呟つぶやきながら、割れた石の片方を左手で支え、再び黒い石を振りかぶる。断面近くを狙ねらって、再度の一撃。しかし今回は思い切りが足りなかったのか、小さな火花が散っただけだ。

「ねえ、キリトくん」

　三撃目の狙ねらいを定めていると、作業台の右側に立つアスナが言った。

「意図は解わかったけど……その格好で石をがんがんやってると、なんだか……」

　なぜか両手で口くち許もとを押さえてしまうアスナに代わって、アリスがずばりと指し摘てきした。

「先日テレビで見たネアンデルタール人のようですよ。いっそ、下着も毛皮にしてみたらどうですか？」

　アスナがもう限界とばかりにくすくす笑いだし、アリスもそれに追つい随ずいする。俺がパンイチで頑がん張ばっているのは、二人を生存させるためだというのに。

「ホッ、ホウッホッホ、ホホホウ！」

　でっちあげのネアンデルタール語で抗こう議ぎすると、何かが一いつ瞬しゆんで決けつ壊かいしたらしく、二人は身を捩よじって爆ばく笑しようし始めた。苦しげな笑い声を聞きながら、俺はもう一度右手の石を振りかぶった。

「ホウ!!」

　気合いとともに叩たたき付つけた石は、狙ねらい違たがわず緑の石の断面のすぐ横に命中し、ぴしっと縦の亀き裂れつを生んだ。そこから薄うすい石せき片へんが剝はがれ、作業台に転がる。長さ三十センチ、幅はば五センチ、厚さ一センチ……ほぼ求めたとおりの形状だ。

　石の残りを脇わきにどけておいて、石せき片へんを作業台に横たえる。細くなっているほうを切っ先に、反対を握にぎりにすると決めて、黒い石で慎しん重ちように叩たたいていく。

　ここは仮想世界なのだから、ある程度はシステムが俺の意図を汲くみ取とり、それらしい形状に加工してくれるはずだ。それでも気は抜かず、丁てい寧ねいに叩たたき続けると、やがて石せき片へんがほんの一いつ瞬しゆん、ぴかっと光った……気がした。

　直後、眼前にシステムメッセージが出現する。

【石工スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　新スキルの獲かく得とくはいつだって嬉うれしいものだが、いまはそれよりもブツの出で来き映ばえが気になる。それらしい形に仕上がった石せき片へんをタップし、窓を引き出す。

【緑りよく尖せん岩がんの粗そ雑ざつなナイフ　武器／道具　攻こう撃げき力りよく　斬ざん撃げき７・82／刺し突とつ５・33　耐たい久きゆう力りよく10・05　重量３・53】

「よっしゃ！」

　ネアンデルタール語を忘れてガッツポーズ。粗そ雑ざつと書かれてはいるが、攻こう撃げき力りよくも耐たい久きゆう力りよくも、さっきの《割れた灰かい崩ほう岩がん》より遥はるかに上じよう昇しようしている。これなら、仕事も充じゆう分ぶんにこなしてくれるだろう。

　ナイフを作業台の端はしに置くと、緑りよく尖せん岩がんという名前らしい岩がん塊かいを手て許もとに引き寄せ、先刻と同じように黒い石で叩たたく。剝はがれた欠片かけらが小さすぎたので捨て、再びチャレンジ。何度か挑ちよう戦せんしているといい感じの欠片かけらが取れたので、細部を加工して二本目のナイフへと仕上げる。

　ここまでで石工スキルの熟練度が３に上じよう昇しようしたからか、あるいは俺のプレイヤースキルが鍛きたえられたのか、三本目もすぐに完成した。残りの緑りよく尖せん岩がんは、加工済みオブジェクトとして存在できる大きさを下回ったせいか、光の粒つぶとなって消えた。

　出来上がった三本の石ナイフを、作業台の上に並べてみる。

　ＶＲゲームでも非ＶＲゲームでも、武器や道具は基本的に、《名前が同じなら形も同じ》だ。同一のオブジェクトを複数生成するのだから当たり前だが、ちょっとした凹へこみや傷も完かん璧ぺきに一いつ致ちするので、こんなふうに並べるといささか奇き妙みような感覚に襲おそわれる。

　しかし、いま俺の眼前に並ぶ三本のナイフは、大きさや形状こそほぼ同じだが、細部の割れ方や凹へこみ方かた、傷や微び妙みような色合いなどが全て異なる。ウインドウを出してみると、アイテム名は《緑りよく尖せん岩がんのナイフ》で統一されているのに、攻こう撃げき力りよくや耐たい久きゆう力りよくに小数点単位の差異がある。

「うーん……」

　低く唸うなりながら、俺はまず足あし許もとに転がる無数の石を、次いで頭上の夕焼け空を見上げた。

　サーバーに何本クラスのレア武器ならまだしも、最下級の石ナイフに三パターン以上のオブジェクト・データが用意されているのは、ゲームとしては見上げた丁てい寧ねいさだが状じよう況きようの不ふ穏おんさはいっそう高まる。いくらザ・シードがよくできた開発支し援えんパッケージでも、こんな真ま似ねをしていたら開発費が天てん井じよう知らずに積み上がってしまうはずなのだ。つまり、このサバイバルゲームに俺たちＡＬＯプレイヤーを引き込んだ何者かは、少なくとも商売上の損そん益えき分ぶん岐きなどはなから気にしていないと推測できる。

　アンダーワールドを作った菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうや、アインクラッドを作った茅かや場ば晶あき彦ひこのように。

「キリトくん、出で来き映ばえが気に入らないの？」

　不意に顔を覗のぞき込まれ、俺ははっと顔を上げた。不ふ吉きつな想像を押しのけ、小刻みに首を振り動かす。

「い、いや、そういうわけじゃないよ。えーっと、そう、これをもうちょっとアップグレードできないかなって……」

　咄とつ嗟さにそう答えてから、やってみる価値があるかもと自分でも考える。サバイバルゲームでは、加工プロセスと改造カスタムは生産の重要要素だ。周囲を見回し、石の隙すき間まから生えている細長い草を一株、作ったばかりの石ナイフで刈かり取とる。束ねた片方をアスナに持ってもらって、くるくる捻ひねっていく。端はしまでくると束全体がナイフの時のようにぴかっと光り、視界に新たなメッセージが表示される。

【紡ぼう織しよくスキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　はいはいあとでちゃんとチェックするから、と思いながらウインドウを消し、作ったばかりの草ロープをタップ。

【アマネ草の粗そ雑ざつな細ほそ縄なわ　道具／素材　耐たい久きゆう力りよく４・10　重量０・65】

　またしても粗そ雑ざつつきだが、使えればいいのだ。作業台からナイフを一本取り上げ、握にぎり部分に草ロープをしっかりと巻いていく。期待どおり、巻き終わると同時に例の光が閃ひらめき、とくに結んだりはしていないのにロープがナイフと一体化する。タップすると──。

【緑りよく尖せん岩がんの粗そ雑ざつな細ほそ縄なわ巻きナイフ　武器／道具　攻こう撃げき力りよく　斬ざん撃げき７・82／刺し突とつ５・33　耐たい久きゆう力りよく15・82　重量４・18】

「と、こうなるわけだ」

　アスナたちにプロパティ窓を示すと、二人は半分ほど感心したような顔で頷うなずいた。

「なるほど、アップグレードして耐たい久きゆう力りよくが上がったわけね……」

「そのぶん重量もちょっと増えたけどな」

　俺としては拍はく手しゆの一つも期待したいところだったのだが、アスナとアリスは顔を見合わせると、同時に言った。

「めんどくさー！」

「実に面めん倒どうですね！」




　追加の細ほそ縄なわ二本はめんどくさガールズに作ってもらい、二人にも紡ぼう織しよくスキルを習得させてから、俺たちはそれぞれ右手に石ナイフを握にぎり締しめてログハウスのところに戻もどった。

　気付けば、夕焼けの茜あかね色いろが草地の真上まで届いている。あと一時間もしないうちに暗くなってしまうだろう。それまでに全ての修復用素材を集めるのは絶望的だが、せめて丸太の処理だけは終わらせたい。

　これでいけるはずだ、と自分に言い聞かせながら手近な丸太に左手を添そえ、右手の石ナイフをごつごつした樹皮に食い込ませる。思い切りよく動かすと、べりべりっ、という快音とともに樹皮が大きく剝はがれ、地面に落ちて消え──ない。おや、と思う間もなく眼前にウインドウが開く。

【木工スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　予想していたので即そく座ざに消し、とりあえず地面の皮も放っておいて、ナイフを動かし続ける。もしも現実世界で同じ太さの原木を、石器に毛が生えたようなナイフで皮かわ剝むきしようとしたら丸一日かかっても終わらないだろうが、仮想世界では《やり方》さえ正しければ手間そのものは簡略化される……ことが多い。分厚い樹皮は気持ちいいほど簡単に剝はがれていき、わずか一分で黒ずんだ《メグリマツの原木》は、ぴかっと光ってからアイボリーホワイトの丸太材へと変わった。

　艶つやのある内皮には螺ら旋せん状の浅い溝みぞが無数に走っていて、これがメグリマツなる名前の由来だろうかと考えつつ表面をタップ。浮うき上がった窓のアイテム名は、【年経たメグリマツの製材された丸太】に変化している。家の修復ウインドウでは樹種までは指定されていなかったので、これで要求を満たせるはずだ。

「二人とも、やり方は解わかった？」

　振り向いて訊たずねると、アスナとアリスが揃そろって頷うなずいた。

「そんじゃ、片かたっ端ぱしから皮を剝はいでってくれ」

　再度頷うなずき合い、作業を開始する。三人で手分けすれば、百五十本もの丸太も五十分で処理できるはずだ。

　とは言え、それで終わりではない。必要なアイテムは製材された丸太の他に、製材された板が七十五枚、鉄の薄うす板いたが二百枚くらい、鉄の釘くぎがたくさん、更さらに油やらガラスやら……それらの全てを、夜になるまでに集めるのはどう考えても不可能だろう。木の板はまだいいが、鉄の板やら釘くぎやらを一から作るには、多種多様な材料と高度な設備、道具、そして技術が必要なはずだ。

　攻こう略りやくサイトを見たい！　と、ばりんこばりんこ木の皮を剝むきながら俺は胸の内で叫さけんだ。自分の足で駆かけ回まわって情報を集め、仲間たちと知ち恵えを絞しぼり、目的を達成することこそがＲＰＧの醍だい醐ご味みである──と普ふ段だんは考えているが、ログハウスの寿じゆ命みようが半日後に迫せまっている状じよう況きようでは猫ねこの手も借りたい。いや、三人のうち一人は猫ケツトシーなわけであるが。『ケットシーの手も借りたい』というのはＡＬＯのサービス初日から使われまくってきたギャグだと推測されるので、この場で披ひ露ろうするのはやめておいたほうがいいだろう。

　などと益体もないことを考えつつ、俺はひたすら右手を動かし続けた。作業自体は順調だが、不安なのは酷こく使しされまくっている石ナイフの耐たい久きゆう力りよくだ。何せ《粗そ雑ざつな》品なので、わずか十五そこそこの数値がいつゼロになってもおかしくない。手を止めてプロパティを見れば残り数値が一発で解わかるが、解わかったところで長持ちさせる方法はないので、頑がん張ばってくれと念じるだけにして一心不乱に皮を剝はぐ。時折目の前に窓が開き、木工スキルの熟練度が上がったことを知らせてくれるので、それを心の支えに手を動かし続ける。

　見積もりでは五十分だったが、回数を重ねるうちに手慣れていったせいか、四十二分ほどが経過したところで最後の一本まで辿たどり着ついた。アスナとアリスは直前に五十本目を剝むき終え、びりっけつが俺というのがやや納なつ得とくいかないが、ここまで頑がん張ばってくれた石ナイフに感謝しながら、残った皮をひと息に剝はがす。

　原木がフラッシュして丸太材に変わると、俺はすぐさま石ナイフをタップした。開いた窓に記された耐たい久きゆう力りよくの数値は、残り０・46。

「ほう、キリトのもギリギリでしたね」

　横から窓を覗のぞいたアリスが、そう言って自分のナイフの窓を開いてみせた。こちらはなんと、残り０・13だ。

「縄なわを巻いて正解だったね～」

　アリスの隣となりでにっこり笑ったアスナだったが、すぐにその笑え顔がおは消えてしまった。要求された六種類の材料のうち、ようやく一種類を用意できたに過ぎないことを思い出したのだろう。しかも眼前の丸太は自力で伐ばつ採さいしたのではなく、落下する小島がなぎ倒たおしてくれたのだ。足りない十二本と、板を作るための原木を集めるには、斧か何かを作るところから始めなくてはならない。

「……あと十二時間……」

　不安そうに呟つぶやくアスナに、俺はいっそう残ざん酷こくな事実を告げなくてはならなかった。

「……しかも、明日は月曜なんだよ……」

「あっ」

　やはり忘れていたようで、アスナが愕がく然ぜんとしたように両目を見開く。明日が土曜か日曜なら、このまま徹てつ夜やで素材集めを続けることも不可能ではないかもしれないが、学校に行く直前までダイブしっぱなしというのは、俺はともかく《いいお家うちのお嬢じよう様さま》であるアスナにはハードルが高いだろう。せっかく厳しいお母さんと和解できたのに、ここで徹てつ夜やダイブが露ろ見けんしたらどうなることか。

　立たち尽つくすアスナの肩かたにぽんと手を置き、俺は精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込めた声を出した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、俺は親にバレても土下座すれば済むから、今夜中になんとか残りの材料を揃そろえて、ログハウスを救ってみせる。アスナは信じて、待っててくれ」

「無論、私も付き合いますよ。明日は夕方まで予定が入っていませんから」

　アリスも微ほほ笑えみながらそう言い添そえたが、アスナの表情は晴れない。

「…………でも……鉄とかガラスは、簡単には作れないでしょ？　三人で時間ぎりぎりまで頑がん張ばって無理だったら諦あきらめがつくかもしれないけど……わたしだけ先にログアウトして、二人に一番大変なところを押しつけるなんて、そんなの……」

「…………」

　もう一度繰くり返かえそうとした大だい丈じよう夫ぶのひと言を、俺は吞のみ込んだ。

　もし逆の立場なら、ここでログアウトしても気が気でなくて夜通し眠ねむれないだろう。実際、十二時間で全材料を集められる可能性はかなり低いと言わざるを得ない。そんな状じよう況きようにアスナを追い込む……いや追い出すくらいなら、俺だってずっとここにいてほしい。だが。

「ううぅ～～ん……」

　耳から煙けむりが出るほど考かんがえ込みながら、俺は半ば無意識のうちに質問した。

「……お母さん……京きよう子こさんは、どうやってアスナのダイブ状じよう況きようを把は握あくしてるんだ？」

「えっとね、ホームサーバーの管理画面で解わかるようになってるの。もちろん、いまは監かん視しみたいなことはされてないけど、ママは夜よる遅おそくまで仕事するから……何かのはずみで管理画面を見たら、一発でバレちゃうわ」

「うーむ、なるほど。……よし、それは俺がなんとかする」

「え、ええ!?　どうやって!?」

　仰ぎよう天てんするアスナに、にやっと笑いかける。

「まあ、後のお楽しみということで……。──どっちにせよ、晩メシの時は落ちないとだよな？」

「そうね……七時から七時半まで、かな」

「なら、俺もそこに合わせて落ちるよ。あとでメッセージ送る」

「うん……」

　アスナは頷うなずいたものの、まだ憂ゆう慮りよの色が消えない瞳ひとみをログハウスに向け、そのまま黙だまり込んでしまった。

　左側の壁かべが完全に崩くずれ、天てん井じようが大きく凹へこみ、基き礎そが歪ゆがんでしまった我わが家やの姿は、見ているだけで胸が痛む。こうしているいまも、残り三分の一しかない耐たい久きゆう力りよくが刻一刻と減り続けているのだ。

　大だい丈じよう夫ぶだよ、ともう一度声を掛かけようとしたのだが、それより早く。

「早く私のマシンボディも、ご飯を食べられるようになればいいのに」

　アバターのお腹なかを押さえながらアリスがそんなことを言うので、俺とアスナは瞬まばたきを繰くり返かえした。

「え……ご飯って、普ふ通つうのパンとかお米とかハンバーグとかを……ってこと？」

　思わずそう訊たずねると、猫ねこ耳みみ騎き士しは平然と頷うなずく。

「もちろんそうです。神こう代じろ博士とヒガによれば、開発は進めているそうですよ。味覚センサーとやらの調整に、まだ時間がかかるらしいですが」

「へえ……！」

　ようやく笑え顔がおになったアスナが、アリスの右手に手を伸ばしながら叫さけんだ。

「じゃあ、アリスが現実世界でもご飯を食べられるようになったら、ダイシー・カフェでお祝いのパーティーしようよ！　わたし、美味おいしいものたくさん作るから！」

「それは魅み力りよく的な誘さそいですね。ヒガをせっついておきますよ」

　微ほほ笑えみ合う女性たちを見やりながら、内心で「比ひ嘉がさんガンバレ」と念じずにはいられない俺だった。

　気付けば空は濃こい紫むらさき色いろに染まり、星がちらほら光り始めている。時刻は午後六時五十分──いよいよこの謎なぞ世界から初のログアウトをすることになるが、その前に一つ、やっておくことがある。

　俺とアスナ、アリスは、十個の山に分かれている《年経たメグリマツの製材された丸太》を、手分けしてストレージに放ほうり込んでいった。満まん杯ぱいになるとログハウスに駆かけ込み、リビングの壁かべ際ぎわに据すえ付つけられている巨きよ大だいな飾かざり箱ばこ──ホームストレージに直接移動させる。建物本体の寿じゆ命みようが減り続けていてもまだプレイヤーホームであるには違ちがいないので、万が一ログアウト中に俺たち以外のプレイヤーがこの家を見つけても、大事な丸太を盗ぬすむことはおろか屋内に入ることすらできないはずだ。

　百五十本の丸太を全て家の中に収納し、何の役に立つのかは不明だが原木から剝はいだ大量の樹皮もついでに保管すると、草地は綺き麗れいさっぱり片付いた。最後に残った、装備不能になってしまったそれぞれの主武器をストレージに収納し、ログハウスのリビングに駆かけ戻もどる。時刻は午後六時五十五分。

　──次にログインした時は、なんとかして新しい防具……せめて服を作ろう。

　パンツ一枚のアバターを見下ろしながらそう決意し、俺はアスナとアリスを見た。

「じゃあ、三十分後に」

「……うん」

　まだアスナには俺の秘策の内容を説明していないのだが、それでも細剣使いは気き丈じように答えた。アリスも無言で頷うなずいたので、三人同時にリングメニューを出す。左上にあるシステムアイコンを選せん択たくし、出現したサブメニューの中から、ドアマークが描えがかれたログアウトアイコンを押す。

　ちりりん、と開いた確かく認にんウインドウには、安全な空間でログアウトしないと切断中に死亡する可能性があるという警告が記されているが、プレイヤーホームの中以上に安全な場所は存在しないだろう。

　ウインドウ下部の、チェックマークの形をしたイエスボタンを押すと、確かく認にんウインドウ上の文字列が変化した。




【《ユナイタル・リング》から切断します】




「ユナイタル……リング？」

　無意識のうちに呟つぶやいたそれは、俺が初めて目にする、この世界の名前。

　やはり、ここはもうアルヴヘイムではないのだ。まったく新しいシステムに支配された、未知の世界。

　虹にじ色いろのリングが足あし許もとから浮うき上がり、俺のアバターを包み、夕景を色とりどりの流線で覆おおい隠かくした。浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み、重力の方向が変わり──。




　生身の感覚が戻もどってきても、俺はすぐには瞼まぶたを開けなかった。

　背中を押し返すマットレスの弾だん力りよく、頭を包つつみ込む枕まくらの柔やわらかさ、両手に触ふれる敷しきパッドのざらざらする繊せん維い感かん。それら全てが、慣れ親しんだ俺のベッドのものだ。どうやらログアウトボタンは正常に機能したらしい。

　ほっとしながら目を開けようとして、気付く。

　腹のあたりが、何やらずしりと重い。のみならず、体の側面にも圧あつ迫ぱく感かんがある。

　──拘こう束そくされている!?

　俺は慌あわてて頭からアミュスフィアを引き抜き、両目を見開いた。途と端たん、

「あ、起きた！」

　そんな声が降ってくる。

　拘こう束そくされているわけではなかった。俺の腹の上に、何者かが跨またがっているのだ。部屋が薄うす暗ぐらいので顔はよく見えないが、こんな真ま似ねをする人間はこの世に一人しかいない。

「……えーと、直すぐ葉はさん？」

[image: ]

　妹の名前を呼んでから、俺はとりあえず訊たずねた。

「そこで何やってんの？」

「何じゃないよ、もうすぐご飯だから呼びにきてあげたんでしょ！」

　ぷうっとふくれっ面つらをすると、ジャージ姿の直葉は右手を伸ばして俺の前まえ髪がみをぴんぴん引っ張った。

「揺ゆさぶってもぜんぜん起きないから、もうちょっとでアミュスフィア引っぺがすとこだったよ。あれだけ揺ゆらせば、戦せん闘とう中ちゆうでも普ふ通つう気付くでしょー」

「いや、戦せん闘とうしてたわけじゃないよ……。うーん、揺ゆれてる感じなんかまるでしなかったけどなあ。つうか、そんな原始的な方法使わなくても、メッセージ飛ばせば良かっただろ」

　ＡＬＯは外部ネットワークとの接続を許可しているので、ゲーム内でブラウジングしたり、メールやショートメッセージをやり取りすることが可能だ。しかし直葉は、むくれ顔のまま反論してきた。

「送ったよー、二回も！　でも何分待っても反応ないから実力行使しようとしたの！」

「え、マジで？　届いてないぞ」

「狩かりに夢中になってて着信に気付かなかったんじゃないの？　あーあ、あたしもあと一時間早く帰れたら参加できたんだけどなあ。リズさんにスキル上げの穴場スポット教えてもらうはずだったのに……」

「俺も誘さそわれたけど、リズのメールはちゃんと届いたぞ。たぶんシステム障害か何かで……」

　そこまで言いかけてから、ようやく気付く。

　直すぐ葉はのメールが届かなかったのは、障害などではない。その時点ではもうゲームシステムが切きり替かわっていたからだ。慣れ親しんだアルヴヘイム・オンラインから、謎なぞに包まれたサバイバルＲＰＧ、《ユナイタル・リング》へと。どうやらＵＲ──というのが正式な略りやく称しようなのかは定さだかでないが──は、ＡＬＯほど外部接続に寛かん大だいではないらしい。

「……ダイブしなくて正解だったかもだぞ、スグ」

　俺が呟つぶやくように言うと、妹は両目をぱちくりさせた。

「何よそれ、どういう意味？」

「えーと……ひと言じゃ説明できないけど、中で大変なことがあってさ……」

「大変？　サラマンダーに襲おそわれたとか？」

「そんなレベルじゃないよ、実際、俺もまだ何が起きてるのか……」

　さっぱり解わからない、と言おうとして、ふと気付く。アスナとアリスは俺と同じく正常にログアウトできたはずだが、異変が起きた時点でアインクラッド四十五層にいたはずのリズとシリカ、そしてユイは無事だろうか。

　腹筋を使って起き上がると、マウントポジションを取っていた直葉がごろんと転がり、ガードポジション状態へと移行した。

「ぎゃーっ！」

　悲鳴を上げて両りよう脚あしをばたばたさせる妹に構わず、デスクからオーグマーを引っ摑つかんで装着。起動するやいなや、叫さけぶ。

「ユイ、いるか!?」

　しかし反応はない。恐おそらく、まだＡＬＯ……ではなくユナイタル・リングの中にいるのだ。ユイのコアプログラムが存在するＰＣを操作して、強ごう引いんに切断することも不可能ではないが、彼女に何かを強制するような真ま似ねは極力したくない。

「いったい何が……」

　歯は嚙がみしてから、ようやく気付く。

　こうしてログアウトできたということは、ユナイタル・リングはかつてのＳＡＯとは異なり、現実世界から完全に隔かく離りされているわけではない。異常現象が発生したのは確か午後五時前後、そしていまはもう七時前。この二時間のあいだに数多くのＡＬＯプレイヤーがログアウトし、運営に問い合わせたり、ネットで情報交こう換かんをしたりしているはずだ。

　オーグマーが表示する仮想デスクトップに指を走らせ、まずは国内最大手のオンラインゲーム情報サイト《ＭＭＯトゥデイ》にアクセスしようとしたのだが。

　見事な後転でベッドから脱だつ出しゆつした直すぐ葉はが、すぐ横で仁に王おう立だちになり、俺のシャツをぐいっと引っ張った。

「もう、ご飯だって言ってるでしょ！　今日はお母さんがお兄ちゃんの好きなやつ作ってくれたんだよ！」

　そうと聞いては、「俺は後でいい」とは言えない。やむなく、オーグマーを着けたまま立ち上がる。

　部屋から出て、廊ろう下かを歩きながら今度こそブラウザを起動。まずＡＬＯの運営企業ユーミルからのお知らせをチェックしたが来ていない。次にＭＭＯトゥデイにアクセスし、見慣れたトップページを一いち瞥べつした瞬しゆん間かん、俺は奇き妙みような声を出してしまった。

「ぬあ……!?」

　前を歩いていた直葉が、怪け訝げんそうに振り向く。

「どうしたの？」

　しかし口を開くことはおろか、妹を見ることさえできない。全身は石のように固まり、視線はトップニュースの見出しに貼はり付つく。

【百以上のＶＲＭＭＯワールドで大規模障害が発生中】

　ＡＬＯだけではなかったのだ。

　あの異常現象は、恐おそらく、ザ・シード連結体ネクサス全体で発生している。







　　　４




　──珪けい子こ、あんたどうかしてるよ。

　そう言ったのは、先週駅前で偶ぐう然ぜん会った、小学校時代の友達だ。ちょっとお茶でもということになり、互たがいの近きん況きようを伝え合っているうちに、ついＡＬＯの話をしてしまったのだ。

　友達の表情は真しん剣けんそのもので、揶や揄ゆしているわけでも幻げん滅めつしているわけでもなく、本心から気き遣づかってくれているのだと思えた。

　しかしそれでも、綾あや野の珪子／シリカは曖あい昧まいに微笑ほほえむことしかできなかった。自分の気持ちを一いつ生しよう懸けん命めい説明すればするほどに隔へだたりが大きくなってしまうことを、両親やカウンセラー相手に繰くり返かえし思い知らされてきたからだ。

　──あんな事件に巻き込まれて、二年も寝たきりだったのに、まだＶＲゲームをやってるなんてほんと、どうかしてる。

　彼女の言い分は、客観的に見れば正しいのだろう。全てのＳＡＯ生せい還かん者しやは、自分を閉じ込めたＶＲＭＭＯゲームとフルダイブ技術を憎にくみ、金輪際近づかないようにするべきだと多くの人が考えているし、それに文句を言うつもりはない。実際、珪子が通っている帰き還かん者しや学校にも、もう一生ＶＲゲームはしないと宣言している生徒はたくさんいる。

　でも、珪子はそうしたくない。

　ただそれだけのことなのに、どうして放っておいてくれないのか。

　それでもまだ、あたしはフルダイブゲームが好きなの……と呟つぶやいた珪子に、友達はどうしてなのか説明して、と食い下がった。スクールカウンセラーも同じことを言ったし、親にも訊きかれた。

　説明はできない。珪子自身にも、胸むねの奥おくでずっと光を放ち続ける、焦こがれるような気持ちがどこから来るのか解わからないからだ。親不孝な娘むすめを心配してくれる両親には申し訳ないと思うし、ＶＲゲームから強制的に遠ざけようとしないことにも心の底から感謝しているが、だからこそとってつけたような言葉を並べたくはない。

　何かがある。

　突き詰めれば、たぶんそれだけなのだ。

　フルダイブゲーム……ＶＲワールドには、珪子を惹ひき付つけて止やまない何かがある。それが何なのか知りたいと思うが、解わからなくてもいい。ただ、その何かの存在を感じていたい。これからもずっと。たとえ、何が起きようとも。

　そう心に決めてはいたのだが──。




「……さすがにこの展開は予想外だよ、ピナ……」

　シリカがそう囁ささやくと、頭に乗っている水色の小しよう竜りゆうが「きゅるっ」と鳴いた。少し離はなれた場所で枯かれ草くさを縒よっていたリズベットが顔を上げ、「何か言った？」と訊きいてくる。急いでかぶりを振り、答える。

「いえ、なんでもないです」

「そ……」

　普ふ段だんのリズベットなら食い下がってくるところだが、小さく頷うなずいただけで単調な作業に戻もどる。さしもの彼女もかなり疲つかれているのだろう。その隣となりで一心に両手を動かしていた黒くろ髪かみの少女が、にっこり笑って元気づける。

「頑がん張ばりましょう、リズさん！　あとロープを二十二本と枯かれ草くさの束を十六個作って、丈じよう夫ぶな枝を四十五本拾えば、材料集め完かん了りようです！」

「……そ、そーだね……」

　具体的な数字を突き付けられたリズベットは、一いつ瞬しゆん虚うつろな表情を浮うかべた。

　三人が輪になって座すわっているのは、崖がけ下したに見つけた窪くぼみの中。洞どう窟くつというほど深くはないが、奥おく行ゆきが三メートル、天てん井じようの高さも二メートルほどあり、一いち時じ凌しのぎのシェルターとしては充じゆう分ぶんな大きさだ。しかも、奥おくの壁かべのひび割れから、地下水がぽたぽたと染しみ出している。三人の真ん中では、枯かれ枝えだで作った焚たき火びがささやかな炎ほのおを揺ゆらす。

　周辺一帯はからからに乾かわいた荒こう野やで、ここまで移動する間に水源は一つも発見できなかった。地下水は二秒に一滴てきほどのペースで垂れているだけだが、いつ《渇きサーストポイント》が減り始めてもおかしくない状じよう況きようでは贅ぜい沢たくは言っていられない。一刻も早く、この場所に生存の足がかりを築かねば。

　似たような思考経路でやる気を取とり戻もどしたのだろう、リズベットが両手でパチンと自分の頰ほおを叩たたいた。

「うん、どうにかここまで生き延びたんだもんね！　へこたれてないで頑がん張ばろ、シリカ！」

　いきなり名前を呼ばれ、シリカは完成したばかりのロープを掲かかげて言い返した。

「あたしはずっと頑がん張ばってますよ！　これで十四本目ですから！」

「にゃにぃ、負けないぞぉー！」

　リズベットが猛もう烈れつな速さで両手を動かし始めると、黒くろ髪かみの少女──人工知能のユイが、可愛かわいらしい右みぎ拳こぶしを窪くぼみの外の夜空に向けてえいっと突き上げた。

「その意気ですよ、リズさん、シリカさん！」




　ＡＬＯを襲おそった原因不明の大異変──浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドの落下とゲームシステムの改変から、すでに三時間が経過している。現実時間は夜の八時。

　アインクラッドが浮ふ力りよくを失って落下し始めた時、シリカはリズベット、ユイと一いつ緒しよに四十五層の端はしにある渓けい谷こくにいた。そこに出現する、岩石の殻からを背負ったカタツムリ型モンスターが、やたらと硬かたいわりに攻こう撃げき力りよくが低いのでスキル上げにもってこいなのだ。

　順調に武器スキルを上げ、合流する予定のキリトたちを待ちがてら一休みするべく谷を出ようとした時、地面が激しく震ふるえた。慌あわてて翅はねを広げ、飛び立ったシリカたちは、浮ふ遊ゆう城じようが落下し始めていることに気付かずに上層の底に激げき突とつしてしまった。

　ユイの指示に従ってなんとか外周開口部から外に出て、懸けん命めいに城から離はなれようとしたのだが、百メートルも飛ばないうちに背後でアインクラッドが地面に激げき突とつし、ツングースカ事件もかくやという大だい爆ばく発はつを引き起こした。シリカはピナを、リズベットはユイを抱かかえたまま空中を吹ふき飛とばされ、どことも知れぬ不毛の荒こう野やに墜つい落らくしたのだった。

　現在位置がサラマンダー領でもインプ領でもないこと、二人のステータスが完全にリセットされたこと、主武器と防具を除いた全てのアイテムと背中の翅はねが消しよう滅めつしたこと、そしてユイの、ナビゲーション・ピクシーとしての能力が残らず剝はく奪だつされてしまったことなどを確かく認にんするのに、十五分ほどかかった。そこからも色々とあったのだが、三人と一匹ぴきは水とシェルターを求めて荒こう野やを彷徨さまよい、一時間前にこの崖がけ下したの窪くぼみを見つけたのだった。

　すでにシリカとリズベットは一度ずつログアウトし、ついでにトイレと水分補給を済ませて、この新世界がＳＡＯのような脱だつ出しゆつ不能のデスゲームではないことを確かく認にんしている。しかしその時、新たな問題も見つかった。この世界でも、ＡＬＯと同じように、屋外でログアウトすると一定時間アバターが残ってしまうのだ。

　窪くぼみの周辺には、初期モンスターとは思えない強さの巨きよ大だいサソリやら砂色のオオカミやらがうろついていて、万が一抜ぬけ殻がらのアバターが襲おそわれたらあっという間に死んでしまうだろう。この世界での《死》が何を意味するのか解わかるまでは──単に蘇そ生せい地点に戻もどるだけなのか、経験値や所持金の減少、アイテムドロップ等などのデスペナルティがあるのか、あるいは更さらに厳しい罰ばつを科せられるのか──極力ＨＰをゼロにはしたくない。

　ゆえに三人は、ログアウト前に表示される、【安全な空間でログアウトしないと切断中に死亡する可能性があります】という警告文にある《安全な空間》を手に入れることを最初の目標とした。リズベットが偶ぐう然ぜん発見した《初級大工スキル》を起動したところ、製作メニューの建築物カテゴリにたった一つ、《粗そ雑ざつな小屋》なる名前が表示されていたのだ。

「……しっかし、四十八層が開通したらＳＡＯ時代と同じ水車付きの二階建てを買うつもりだったのに、それが《粗そ雑ざつな小屋》かぁ……」

　リズベットがぼやき、窪くぼみの外を見やる。もうすっかり日が暮れたが、荒こう野やには明かり一つ見えない。

「アインクラッドはどうなったのかな……」

　シリカが呟つぶやくと、ユイが作業の手を止め、長い睫まつ毛げを伏ふせながら言った。

「アインクラッドが地面に落下した瞬しゆん間かんには、私はまだ広域マップデータにアクセスできたのですが……一層から二十五層までは完全に破は壊かいされました」

　二十五層という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、シリカは鋭するどく息を吸い込んだ。隣となりのリズベットもぴくりと体を動かす。しかしユイは、静かに説明を続けた。

「全面破は壊かいを免まぬがれた層も、部分的に崩ほう壊かいしてしまったようです。また、アインクラッドの内部にいたＡＬＯプレイヤー約千二百人は、落下と同時にほぼ全員が死亡したことを感知しました」

　ユイの言葉の重さに、シリカはただ目を見開くことしかできない。

　もしかしたらこれは全部サプライズイベントの導入部なのかも、という気持ちもほんの少し残っていたのだが、プレイヤーが千人以上も死んだとなればその可能性は完全に消える。いまはまだ《猶ゆう予よ期間中》なので、死亡者も過か酷こくなペナルティはなしで蘇そ生せいできたと推測されるのだが、それでもイベントの演出として許される範はん囲いを明らかに逸いつ脱だつしている。

　再び草を縒より始めるユイに、リズベットが遠えん慮りよがちに問いかけた。

「それで、ユイちゃん……その、ユイちゃんの色んな能力が消えちゃったのは、あたしたちが飛べなくなったのと同時なのよね？」

「はい、そうです」

　白ワンピース姿の少女はこくりと頷うなずく。

「あの瞬しゆん間かん、正確には九月二十七日十七時五分ですが、同時にいくつもの現象が発生しました。まず、五分前から空に表示されていたヘキサゴナルパターンが消え、ＵＩを含ふくむ全システムが変へん更こうされ、私のシステム・アクセス権限が剝はく奪だつされ、アバターもピクシー型から人間型へと変へん更こうされました。いまの私は、システム上はお二人と同じプレイヤーで、特別なことは何もできません……」

　悄しよう然ぜんと項うな垂だれるユイの右みぎ肩かたを、シリカはいっぱいに伸ばした左手でそっと包んだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ユイちゃん。きっと元に戻もどる方法が見つかるよ」

「……はい、ご心配かけてしまってすみません」

　ぺこりと頭を下げたＡＩの少女は、ほんの少し口ごもってから、意外なことを言った。

「実は……私、この状じよう況きようが少しだけ嬉うれしくもあるのです」

「う、嬉うれしい？　どうして？」

「いまの私はアイテムを持てるし、武器や防具を装備できるし、ＨＰバーがあります。ＨＰがゼロになれば、私はお二人と同じように死ぬでしょう。その後どうなるのかはまだ不明ですが、私は初めてＶＲＭＭＯゲームのプレイヤーと……お二人やパパやママと同じポジションを得ました。ＨＰが減るのは怖こわいですが、その恐きよう怖ふは私にとってはとても新しん鮮せんで、興味深い感覚なのです」

　ユイの言葉は、シリカには少しだけ難解だったが、同時にとてもよく理解できるような気もした。

　ユイはいままでずっと──ＳＡＯでも、ＡＬＯでも、オーディナル・スケール事件の時も、アンダーワールドでの異界戦争の時も、ある意味では傍ぼう観かん者しやでいるしかなかったのだ。しかしこの、謎なぞ多き《ユナイタル・リング》世界では違ちがう。人間サイズ──と言っても身長は小こ柄がらなシリカより更さらに低いが──のアバターにはＨＰ、ＭＰ、ＴＰ、ＳＰと四本ものステータスバーが与あたえられ、喉のどが渇かわけばＴＰが、お腹なかが空けばＳＰが、怪け我がをすればＨＰが減る。いまやユイは傍ぼう観かん者しやではなく、この世界の主人公の一人なのだ。

「……だったら早く、ユイちゃんにもいい武器と防具を見つけないとね！」

　作り終えたばかりのロープを剣のように掲かかげながら、リズベットが言った。

　シリカたちはいまも、ＡＬＯで装備していた武器と防具をそのまま身につけている。だからこそ荒こう野やで襲おそってきたサソリやらヒヨケムシやらを撃げき退たいできたのだが、ユイが装備しているのは薄うす手でのワンピース一枚きりで、防ぼう御ぎよ力りよくはないも同然だろう。加えて、ユイが推測したとおりいまが猶ゆう予よ期間中なら、それが終わると同時にシリカとリズベットの武具類は重量オーバーで装備できなくなってしまう可能性が高い。早めに三人分の武器防具を用意する必要があるのは確か、なのだが。

「その前に、まずはお家うちを確保しないとですよ！」

　シリカが釘くぎを刺すと、リズベットはふふんと不敵に笑った。

「あたしはこれで二十本作り終えたわよーだ」

「えっ……いつの間に追い抜いたんですか」

　さすが生産職、と思いながらシリカも懸けん命めいに両手を動かした。枯かれ草くさを端はしから端はしまで縒よると全体がかすかにフラッシュし、しっかりしたロープへと変わる。ユイもほぼ同時に作業を終え、これで小屋の作成に必要なアイテムのうち、《イヅラ草の粗そ雑ざつな細ほそ縄なわ》六十本はクリアできたはずだ。

　作ったばかりのロープをタップし、プロパティ窓を開いてみると、アイテム名と耐たい久きゆう度どメーターの下に簡単な説明文がある。

【荒あれ地ちに生えるイヅラ草を縒よって作った粗そ雑ざつな細ほそ縄なわ。丈じよう夫ぶだが湿しつ気けに弱い。バシン族ぞくは煮に込こんで食べることもあるという】

「……これって、他の草でロープを作ると、性能も変わるってことなんですかね……」

　シリカが呟つぶやくと、窓を覗のぞき込んだリズベットがむーんと唸うなった。

「まあ、そう……なんだろうね。うへー、面めん倒どうくさいゲームだなぁ……あと絶対食べたくないなぁ……」

「どっちも同感ですね」

　そのやり取りに、ユイがくすくす笑う。文中の《バシン族ぞく》なる単語が少々気になったが、ウインドウと同時に脳のう裏りから消し去り、目下の大事に集中する。

「えっと、これであとは、枯かれ草くさの束が十六個と……」

「丈じよう夫ぶな枝が四十五本。また素材集めに行かないとね」

　リズベットが、憂ゆう鬱うつそうな顔で窪くぼみの外を見やる。

　普ふ通つう、ＶＲＭＭＯＲＰＧは、屋外なら夜でも本当の真まっ暗くら闇やみにはならない。ＳＡＯもＡＬＯも最低限の環かん境きよう光こうが常にフィールドを照らしてくれて、地形ぐらいは充じゆう分ぶんに見分けられたのだが、この世界の夜は現実世界並みに暗い。明かりなしで外に出たら、あちこちにある崖がけから転がり落ちても不思議ではない。

　不意にリズベットが右手を伸ばし、耳慣れたスペルワードを唱えた。

「エック・スカーパ・リューザ」

　ＡＬＯでは多くのプレイヤーが暗記している、初歩的な明かりの呪じゆ文もんだ。しかしもちろん、手の先に光球が生まれるどころか、ファンブルの黒こく煙えんすら立ち上らない。ため息をついたリズベットが、振り返って肩かたをすくめる。

「この世界も、魔ま法ほうはあるのよね？」

「ＭＰバーがあるってことは、たぶん……。でも、どうやって使うのか見当もつきませんよね……」

　シリカも両手を持ち上げたが、すぐにぱたんと膝ひざに落とした。

　プレイヤーが魔ま法ほうを使えるＶＲＭＭＯＲＰＧは多いが、発動方法はほぼ三種類に大別される。ＡＬＯのように言葉で呪じゆ文もんを唱えるか、手や杖つえを使ってジェスチャー入力を行うか、あるいはより簡便に魔ま道どう書しよやホロウインドウから選せん択たくするか、だ。呪じゆ文もんやジェスチャーを当てずっぽうで入力するのは不可能に近いし、魔ま道どう書しよなどそもそも持っていない。

「恐おそらく、魔ま法ほうスキルを教えてくれるＮＰＣやそれに類する存在がいるのだと思います。見つけるまでは、魔ま法ほうはお預けですね」

　ユイの言葉に、シリカたちはこっくり頷うなずいた。

　魔ま法ほうが使えないなら外が明るくなるのを待ちたいところだが、この世界がＡＬＯと同じ一日十六時間制でも朝まであと六時間はあるし、二十四時間制なら十時間も待たなくてはならない。その前に猶ゆう予よ期間が終しゆう了りようしてしまう可能性は決して低くないので、いまは危険を冒おかして窪くぼみから出て、残りの素材を集めなくては。

　シリカは右手を伸ばし、ささやかな焚たき火びから長めの枝を一本引き抜いた。先せん端たんに頼たよりない炎ほのおを揺ゆらす枝を、左手でタップ。

【燃えている細い枝　武器／素材　攻こう撃げき力りよく　打だ撃げき０・43／炎えん熱ねつ０・37　耐たい久きゆう力りよく１・44　重量０・69】

　耐たい久きゆう力りよくの数値を注視していると、二秒に０・01ずつ減少していく。燃もえ尽つきるまで五分もかからない計算だ。せめてその倍は長持ちしてくれないと明かりとしては使いづらいし、光量も甚はなはだ頼たよりない。

「うーん……松明たいまつって、ただの枝とはどう違ちがうんですっけ」

　シリカの質問に、リズベットは首を傾かしげるだけだが、ユイがすらすらと答えてくれた。

「松明たいまつは、棒の先に助じよ燃ねん剤ざいを染しみ込ませた布を巻いたものですね」

「じょねんざい……？」

「油や樹じゆ脂しのことです。漢字で《松明たいまつ》と書くのは、日本では松まつ脂やにを使うことが多かったからだそうです」

　その説明を聞いたリズベットが、啞あ然ぜんとした顔で訊たずねる。

「ユイちゃん、それ、いま検けん索さくしたの？」

「いえ、現在の私は、外部ネットには接続できませんから……。主しゆ記き憶おく領域に保存されていた情報です」

「ふわー……」

　感かん嘆たんの声を漏もらすと、リズベットはユイに近付き、小さな頭を両手でわしゃわしゃ撫なでた。

「やっぱりユイちゃんは凄すごいよ！　ナビとかできなくても、とっても頼たよりになるもん。だからもっと、偉えらそうにしていいんだよ！」

「え、えへへ……」

　いささか複雑そうに微笑ほほえんでから、ユイは首を傾かしげた。

「……でも、松明たいまつの由来が解わかっても、この状じよう況きようではあまり役に立ちませんね……ここには松まつ脂やにも布もありませんから……」

「そんなことないよ！」

　言い切ると、リズベットはしゃがみ込み、ロープ作りの最中に散らばった枯かれ草くさを拾い集めた。それを、まだくべていない枝の先せん端たんにきっちり巻きつけていく。終わると、枝がぴかっとフラッシュ。プロパティ窓を見たリズベットが、よっしゃと右手を握にぎる。

「ほら、枯かれ草くさも助じよ燃ねん剤ざいになるんだよ！　アイテム名は《粗そ雑ざつな松明たいまつ》だけど、ただの枝よりは長持ちするでしょ」

「おおー、リズさんにしてはなかなかやりますね！」

　二回だけ拍はく手しゆしてから、シリカも同じ手順で松明たいまつを作った。焚たき火びにかざして点火してみると、先刻の枝よりかなり明るい。

「これなら、残りの材料集めもはかどりそうですね！」

「でっしょー。よーし、枯かれ草くさと枝、ぱぱっと集めちゃおう！」

　自分の松明たいまつを威い勢せいよく掲かかげ、窪くぼみの外に向かって二歩進んでから、リズベットはくるりと振り向いた。

「ちょっとシリカ、さっきの『リズさんにしては』ってどういう意味よ」

「反応おっそ！」

　シリカが叫さけぶと、ユイがあはははと楽しそうに笑い、頭上のピナが「きゅい！」と鳴いた。




　窪くぼみの周辺の荒こう野やには、緑の植物こそ生えていないが、縁ふちがギザギザに尖とがった枯かれ草くさ──例のイヅラ草だ──や、骨のような色の枯かれ木きが点在していて、素材集めはそれほど難しくない。とは言え、刃は物ものはシリカが装備するダガーしかないので枯かれ草くさの刈かり取とりはシリカが担当し、リズベットは愛用のメイスで枯かれ木きの枝を叩たたき折る作業に専念している。ユイは松明たいまつ持ちを買って出てくれたが、早く彼女にも武器を用意してあげるべきだろう。ＡＩの彼女がプレイヤーのように戦えるのかは──その時が来れば解わかることだ。

　即そく席せきの松明たいまつを掲かかげるユイと並んで歩き、イヅラ草を見つけると、根元を左手でまとめて摑つかむ。右手のダガーで一株丸ごとざっくり切断し、そのままストレージに放ほうり込む。

　シリカが使っているダガー《イーススレッダ》は、ヨツンヘイムで手に入れた業わざ物もので、本来なら氷属性の追加ダメージやステータス、抵てい抗こう値ちアップ等などの特とく殊しゆ効果が山盛り与あたえられている。しかしプロパティを見たところ、現在では斬ざん撃げき属性の物理攻こう撃げき力りよくがあるだけで、他のスペックは全て消えてしまったようだ。それでも攻こう撃げき力りよくの数値は木の棒とは比べものにならないほど高いので、いまはこのダガーに頼たよるしかないのだが、ユイの推測では猶ゆう予よ期間が終わったら──あるいは一度でも装備フィギュアから外したら、レベル１のシリカでは重すぎて持てなくなってしまうはずだという。

　同じことはリズベットのメイスにも言えるわけで、ユイだけでなく二人もいまのうちに代だい替たいの武器を入手しておきたいところだが、不毛の大地が広がるだけの荒こう野やでは商店など見つかるはずがないし、仮に見つかったとしても銅貨一枚持っていない。このままだと、数時間後には草の服を着て木の棍こん棒ぼうを持った原始スタイルに甘あまんじる羽目になりそうだ。

　──その時は、せめて先にリズさんに着てもらって、一分ぐらい笑いまくろう。

　などと非道なことを考えながら、何株目かのイヅラ草を刈かり取とった時だった。

　頭に乗ったままのピナが、「くるるぅ……」と低く喉のどを鳴らした。

　警告音。付き合いの長いシリカには、「遠くから何かが複数近づいてくるけど、敵かどうかは解わからない」というニュアンスまで読み取れる。咄とつ嗟さに頭の三角耳を動かすと、夜風に足音らしきものが混じっている──ような気がする。

「ユイちゃん、松明たいまつを消して！」

　小声で指示すると、ユイは松明たいまつの炎ほのおを素す早ばやく地面の砂に突っ込んだ。辺りが一気に暗くなるが、まだ完全な闇やみではない。見回すと、五、六メートル離はなれた場所で、リズベットが枯かれ木きの枝を叩たたいている。

「リズさん、何か来ます！」

　本職は鍛か冶じ屋やだが、凄すご腕うでのメイサーでもあるリズベットの反応は早かった。松明たいまつを地面に叩たたき付つけて消し、足音を殺して駆かけ寄よってくる。

「オオカミ？　サソリ？」

　リズベットの囁ささやき声ごえに、シリカはさっとかぶりを振った。

「ピナが正体不明って言ってるから、そのどっちでもないと思います。未知の何かです」

「闇やみ雲くもに迎むかえ撃うたないほうがよさそうね」

　そう呟つぶやいた鍛か冶じ屋やは、近くにある大きめの岩を指さした。頷うなずいてそこまで移動し、身を寄せ合って岩いわ陰かげに隠かくれる。こうなると、夜の暗さが有あり難がたい。視覚でターゲットしてくるタイプのモンスターなら、簡単には三人を見つけられないはずだ。

　再び耳を澄すませる。猫妖精族ケツトシーの聴ちよう覚かくボーナスがこの世界でも有効なのかどうかは解わからないが、さっきよりは明めい瞭りように足音が聞こえる。マップの北東側──つまりアインクラッドの落下地点の反対側から近づいてくるようだ。

　ふとシリカは、ごくかすかな振しん動どうを感じた。体を密着させているユイが、華きや奢しやな体を震ふるわせているのだ。

　──ＡＩでもこういう時は怖こわいんだ……。

　と反射的に考えてしまったことを、シリカは恥はじた。ユイはＡＩであっても、楽しむことや喜ぶこと、そして愛することができるのだから、当然その反対の感情だって持っているはずだ。生まれて初めてＨＰバーを付ふ与よされたばかりなのに、こんな真まっ暗くら闇やみの中で、正体不明の何かがひたひたと近付いてくる状じよう況きようが怖こわくないはずがない。

　しかもユイは、シリカたちのスキル上げを手伝っていてくれたせいで、アインクラッド墜つい落らくの時にキリトやアスナと引き離はなされてしまった。誰だれよりも愛する二人と会いたくてたまらないだろうに、シリカとリズベットを助けるためにログアウトせず、いままで同行してくれているのだ。

　ならばユイは、自分たちが守らなくてはならない。

　そう決意しながら、シリカは左手でユイの肩かたを引き寄せ、囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あたしとリズさん、これでもけっこう強いんだから」

[image: ]

「そーだよ、何が来たってこれでぱかーんとストライクだからね！」

　リズベットも小声でそう言うと、メイスを両手でバットのように構える。

「リズさん、ストライクは……」

　バッターが打ち取られるやつです、という突っ込みを完かん遂すいすることはできなかった。意外なほど近くで、野太い声が聞こえたからだ。

　モンスターの唸うなり声ごえではなく、人間の話し声。

　しかし、どれほど耳を澄すませても、言葉の内容を理解することはできない。音量の問題ではない。声は明らかに日本語ではなかった──それどころかシリカが知っているどんな言語でもなかったからだ。

「ℵℵℵℵℵ、ℵℵℵℵ」

　異様に歪ゆがんだ、言葉というより呪じゆ文もんのようにも聞こえる奇き怪かいな声が、岩の向こう側で響ひびいた。すぐに、別の声が応じる。

「ℵℵ、ℵℵℵℵℵ」

　シリカは息を殺し、いっそう強くユイの体を抱だいた。リズベットもメイスを構え直す。

　ざく、ざくと砂地を踏ふむ、複数の足音。シリカたちの右側から近付き、岩のすぐ裏手を通り──左側へと遠ざかっていく。

　しかしまだ気を抜くには早い。もしこれがイベント戦せん闘とうの類なら、遠ざかったと見せかけて急に戻もどってくるとか、反対側から飛び出してくるとかは定番の演出だ。声の主がプレイヤーではなくモンスターやＮＰＣだった場合、ゲームシステムはシリカたちの存在をとっくに把は握あくしているのだから。

　左ではなく右側にも、そして頭上にも警けい戒かいしながら、シリカは遠ざかる足音を聞き続けた。充じゆう分ぶんに離はなれたと確信できたところで、ようやく岩いわ肌はだから背中を離はなし、慎しん重ちように覗のぞき見る。

　荒あれ地ちを歩いていくのは、三人の人間だった。

　プレイヤーではない、ように見える。三人とも男で、布と革かわでできた簡便な防具を身につけ、左手に大型の松明たいまつを、右手には槍やりや斧を携たずさえている。大きく露ろ出しゆつした肌はだは、灰色がかった褐かつ色しよく。細い三つ編みの髪かみが、頭頂部から腰こし近くまで垂れる。

　三人は、時折周囲を見回しながらも、まっすぐに歩いていく。彼らが目指しているのは、荒こう野やを東西に横切っている高い崖がけ。そうと察した瞬しゆん間かん、シリカはしまったと歯は嚙がみした。

　崖がけの根元の一箇所が、ぼんやりと明るくなっている。シリカたちが消さずに出てきた焚たき火びの光だ。

　窪くぼみを出る時、ほんの一いつ瞬しゆん、消したほうがいいだろうかと考えはしたのだ。しかし枯かれ枝えだに着火するのに、色々な種類の石をひたすら打ち合わせて大変な思いをしたので、もういちどあの作業を繰くり返かえすのは嫌いやだと思ってしまった。男たちは、遠くから焚たき火びの明かりを見つけて近寄ってきたに違ちがいない。

　彼らに焚たき火びを消されるのは構わない。しかし窪くぼみの中には、シリカたちが一いつ生しよう懸けん命めい作ったイヅラ草のロープが六十本も積み上げてある。あれを破は壊かいされたり、持っていかれたりしたら、猶ゆう予よ期間終しゆう了りよう前にシェルターを作れる可能性が大おお幅はばに減る。

「ロープが……」

　同じことを考えたのだろう、リズベットが囁ささやいた。

　安全を重視して、このまま隠かくれているべきか。ロープを守るために、男たちを追いかけるか。突き付けられた二択に、シリカは迷った。

　こんな時、彼なら──《黒の剣士》ならどうするだろう。

　アイテムを諦あきらめ、隠かくれてやり過ごす？　いや、そうはしないだろう。こちらから先制攻こう撃げきはしないまでもコンタクトを試み、守るべきものは守ろうとする……そしてその状じよう況きようそのものを楽しもうとするだろう。

　アインクラッドが落下し、ステータスがリセットされ、システムまで変わってしまったが、この《ユナイタル・リング》がゲームであることだけは疑いようもない事実だ。ログアウトもできるし、アミュスフィアを使っている以上、ＨＰがゼロになっても本当に死ぬわけじゃない。レベルは１になってしまったが、愛用の装備も、短たん剣けんスキルも残っている。なら、動くべきだ。

「……ユイちゃんはここにいて」

　三秒ほどで覚かく悟ごを決めると、シリカはそう囁ささやいた。

「でも……」

　と言いかけたユイの体をぎゅっと抱だき締しめ、すぐに離はなす。リズベットとアイコンタクトし、頷うなずき合う。

　ユイを岩いわ肌はだに押しつけ、隠かくれ場ば所しよから飛び出すと、シリカは疾しつ駆くした。すぐにリズベットも追いついてくる。自分たちの松明たいまつは消してしまったが、男たちが持つ松明たいまつの光を目指して一直線に走る。

　シリカの背せ丈たけほどの岩を回り込むと、三人の姿が見えた。もう窪くぼみの入り口に到とう達たつしていて、武器を構えつつ中を覗のぞき込んでいる。

　距きよ離りが十メートルを切った瞬しゆん間かん、男たちは弾はじかれたように体を起こした。

「ℵℵℵℵℵℵ!!」

　槍やり使つかいが鋭するどく叫さけびながら振り向き、斧おの使つかい二人がその左右に飛び出す。装備や装そう飾しよく品ひんの感じからして、槍やり使つかいが三人のリーダーらしい。全員、顔に猛たけ々だけしいペイントを施ほどこしているが、敵意溢あふれる表情をしていることだけは解わかる。

　シリカは、男たちから五メートルほど距きよ離りを取って立ち止まると、無む我が夢む中ちゆうで叫さけんだ。

「た……戦うつもりはありません！」

　右手のダガーを、腰こしの後ろの鞘さやに戻もどす。隣となりのリズベットも、メイスを真下に向けてから呼びかける。

「あたしたちは、そのロープを持っていかないでほしいだけなの！」

　しかし、男たちの表情は変わらない。一人がじりっと前に出て、再び叫さけぶ。

「ℵℵℵℵ!!」

　言語というより、半ば電子的ノイズのように聞こえるその言葉の意味はまったく解わからない。恐おそらく、こちらの言葉も通じていないのだろう。ということは、やはりプレイヤーではなくＮＰＣらしい。

「ℵℵ……」

　斧おの使つかいの片方が何やら唸うなると、長身の槍やり使つかいが頷うなずいた。金属の穂ほ先さきが鋭するどく輝かがやく槍やりを構え直し、じりじり距きよ離りを詰つめてくる。このままでは戦せん闘とうになる──。

　シリカがそう覚かく悟ごした、その時だった。

「もう少しだけ会話を続けてください！」

　背後でそんな声が聞こえ、シリカは息を吞のんだ。ユイが岩いわ陰かげから出て、追いかけてきたのだ。

　もしここで男たちと戦せん闘とうになり、ＨＰがゼロになっても、シリカとリズベットはどこか他の場所で蘇そ生せいするか、最悪の場合でもゲームから切断されるだけだろう。しかしユイもそうなるとは限らない。ＡＬＯのナビゲーション・ピクシーだった彼女がこの世界でプレイヤーになってしまった理由が、もし何らかのシステムトラブルの結果なら、死んだ時に何が起きても不思議はないのだ。キリトのＰＣに存在するはずのコアプログラムに損害が及およぶことだって……もしかしたら。

　ユイを守るためなら、先制攻こう撃げきも仕方がない。

　そう考えたシリカは、再びダガーの柄つかを握にぎろうとした。しかし一いつ瞬しゆん早く、ユイが再び声を上げた。

「あの人たちが喋しやべっているのはザ・シード規格標準ＪＡ言語セットのバリエーション、つまり日本語です！　何重にもフィルターがかかっているだけなんです、もう少しサンプルがあればデコードできます！」

　その言葉は、シリカにはいささか難解だった。しかしどうにか、灰色の肌はだの男たちが喋しやべっているのは本当は日本語で、そう聞こえていないだけなのだ、ということは解わかった。

　反射的に両手を前に出し、叫さけぶ。

「待って！　こっちに戦う気はないの！」

　シリカの意思が伝わったのか、頭に乗ったままのピナも「きゅいいー！」と鳴く。

　槍やり使つかいは、シリカの頭上にさっと視線を走らせ、叫さけび返した。

「ℵℵℵ、ℵℵ!」

　左右に立つ斧おの使つかいが「ℵℵℵ！」「ℵℵ！」と応じる。ペイント顔に貼はり付つく敵意は消えない。鋭えい利りな槍やりの切っ先が、じり、じりと近づいてくる。あと一メートルほどで、敵の間合いに捉とらえられてしまう。

「……シリカ、いざとなったらユイちゃんを抱かかえて逃げるよ」

　リズベットが隣となりで囁ささやき、シリカもこくりと頷うなずいた。ロープ六十本を失ってしまうのは残念だが、ユイの安全には代えられない。

　三秒数えてから、足あし許もとの砂を蹴けり上げて、その隙すきに逃げよう。そう考えたシリカは、右足に力を込めた。一、二……。

「ℵℵℵℵ、ℵℵℵℵℵℵ!!」

　という声を出したのは、三人の男たちではなかった。背後のユイだ。ノイズのような歪ゆがみ具ぐ合あいは、男たちの言葉に瓜うり二ふたつ。

　槍やり使つかいがびくっと上体を仰のけ反ぞらせ、瞬まばたきを繰くり返かえした。敵意百パーセントだった表情を半分ほど途と惑まどいに変え、仲間たちと顔を見合わせる。

「……ℵℵℵℵℵ？」

　質問であろうということ以外何も解わからない槍やり使つかいの言葉に、ユイが何かを答えた。短いやり取りが何度か続き、驚おどろいたことに、男たちはそれぞれの武器を下ろすと安あん堵どの笑えみらしきものを浮うかべた。

　すたすたと近付いてきたユイが、シリカたちの前に出て振り向く。

「シリカさんリズさん、もう大だい丈じよう夫ぶです。この人たちは、北にある台地に住んでいるバシン族ぞくの戦士で、アインクラッドが墜つい落らくするのを見て、何が起きたのか調べにきたんです。私たちのことを悪あく魔まが変身しているんじゃないかと疑っていたんですが、道に迷っただけだと話したら納なつ得とくしてくれました」

「……あくま……」

　シリカが呟つぶやくと、リズも大きくかぶりを振る。

「何よそれ、失礼ねぇ。こんなカワイイ悪あく魔まがいてたまるもんですかっての」

「ガメツイとこはそれっぽいですけどね」

「何か言った？」

「言ってません」

　そんな掛かけ合あいをしているあいだに、槍やり使つかいが窪くぼみに踏ふみ込み、床ゆかに積んであったイヅラ草のロープを指さした。シリカたちを見て、「ℵℵℵℵ、ℵℵ？」と何かを訊たずねてくる。

「これを作ったのはお前たちか、と訊きいています」

　ユイが通訳してくれたので、シリカがこくこく頷うなずくと、槍やり使つかいは更さらに言葉を重ねた。

「正式な食べ方を知っているのか、と訊きいています」

「…………」

　リズベットと顔を見合わせてから、二人同時にぷるぷるかぶりを振る。

「ℵℵℵℵℵ」

「教えてやるからついてこい、と言っています」

「……………………」

　断る、という選せん択たく肢しはもはやなさそうだった。槍やり使つかいはシリカたちを手招きすると、仲間と一いつ緒しよにもと来たほうへ戻もどっていく。

「……乗りかかったら皿まで、ね」

「それ、なんか混じってますよ」

　リズベットの怪あやしい慣用句に突っ込んでから、シリカは窪くぼみに駆かけ戻もどり、六十本のロープをまとめて抱かかえ上げた。素材集めは中断せざるを得ないが、この後の展開によってはシェルター自体が不要になるかもしれない。

　これ以上面めん倒どうなことになりませんように、と祈いのりながら、シリカたちはバシン族ぞくの戦士たちを追って北東へと歩き始めた。







　　　５




　母さんが作ってくれた夕食は、きのことチキンがたっぷり入ったブラウンシチューだった。ＳＡＯから解放され、家に帰ってきた時に何を食べたいか訊きかれてそう答えて以来、俺の大好物ということになっているのだ。

　もちろん本当に好きだし、たまには自作に挑ちよう戦せんすることもある。しかし好きになった理由がアインクラッドでの大切な思い出に結びついていることと、オリジナルは鶏とり肉にくではなくウサギ肉であることは、さすがに母さんにも直すぐ葉はにもまだ話せていない。

　考えてみれば、いまの俺の好物──テリマヨハンバーガーや塩ラーメン、それに蜂はち蜜みつパイは、全て仮想世界の記き憶おくに由来している。とすると、いつか過去の記き憶おくが薄うすれればそれらを食べたくなることもなくなるのかもしれないが、いまのところそんな気配はない。

　食事前に一本だけメールを送ってからは、オーグマーを外したまま食事を終え──母さんはＩＴ系雑誌の編集長をしているくせに食しよく卓たくでの行ぎよう儀ぎにうるさいのだ──、食器を片付けると、リビングの時計が午後七時二十二分を指した。アスナたちとの約束まで、あと三分しかない。ソファーで食後のコーヒーを飲んでいる母さんに「ごちそうさま！」と声を掛かけ、二階に戻もどる。後ろを歩いていた直葉が、「あたしお風ふ呂ろ入るね～」などとのんきなことを言いながら自分の部屋に行こうとするので、ジャージの襟えり首くびをむんずと摑つかむ。

「ぐえっ……な、何すんのよ！」

「大事な話があるんだ。アミュスフィアを持って、いますぐ俺の部屋に来てくれ」

「は……はあ？」

　怪け訝げんさ百パーセントの顔になるのも無理はないが、俺は妹の両りよう肩かたを摑つかんでくるりと反転させると「大至急！」と背中を押した。ぶつぶつ言いながらも自室に入った直すぐ葉はが、右手にアミュスフィア、左手に携けい帯たい端たん末まつを持って出てくるや、超高速で手招きする。

　部屋に引っ張り込み、ドアを閉めるや、俺は限界の早口で問とい質ただした。

「スグ、お前いま、蘇そ生せいポイントってどこになってる!?」

「へ……？　お兄ちゃんの家だけど……新生アインクラッド二十二層の」

「よし、最後のログアウト場所もそこだよな？」

「そうだよ。……もう、さっきからいったいどうしたってのよ」

「説明は中でする。急いでダイブの準備してくれ」

「ダイブって……ここでぇ!?」

　両目を真ん丸くすると、直葉は超高速で俺の部屋を見回した。

「って言っても、お兄ちゃんの部屋、クッションもないじゃん。床ゆかに寝ろっての？」

「ベッド半分こすればいいだろ、ほら、早く早く！」

　再び肩かたを押し、ベッドに座すわらせる。俺の顔を見上げて、何やら口をぱくぱくさせている妹の手からアミュスフィアを取り上げ、頭にすぽっと被かぶせる。

「わっ、ちょ、ちょっと……」

　その時、直葉が左手に持っている携けい帯たい端たん末まつがちりーんと鳴った。反射的に画面を見た直葉が、太めの眉まゆをきゅっとひそめる。

「あ、長なが田たくんからだ……うわ、メールと電話がすんごい着信してる！」

「ほっとけ、用件は解わかってる」

　俺の無む慈じ悲ひな言葉に、直葉が再び啞あ然ぜんと口を開けた。

「え……ええ～？」

「いまはもっと大事なことがあるんだよ、ほら、早く奥おく行けよ」

「んも～～……」

　口を尖とがらせながらも、直葉は端たん末まつをヘッドボードに置き、ベッドの奥おく側がわに横たわった。俺も隣となりに寝ね転ころがり、アミュスフィアを被かぶる。バイザーを下ろし、起動を待ちながら、インナーモニター左下の時計を見る。七時二十四分四十七秒。

　よく考えれば厳密にタイミングを合わせる必要はないのだが、それでも俺は大きく息を吸い、言った。

「ファイブカウントでダイブするぞ、四、三、二、一……」

　二人同時に叫さけぶ。

「リンク・スタート！」




　落下感が収まり、靴くつ底ぞこが硬かたい床ゆかに触ふれるのを感じてから瞼まぶたを開くと、ログハウスのリビングルームにはもう白い騎き士し服ふくのウンディーネと黄金の鎧よろいのケットシーの姿があった。室内は薄うす暗ぐらく、壁かべの裂さけ目めに差し込まれた即そく席せきの松明たいまつが弱々しい光を放っている。

　俺を見て何かを言おうとしたアスナとアリスの視線が、右側に移動する。二秒ほど遅おくれてダイブしてきた四人目を見るや、声を揃そろえて叫さけぶ。

「リーファちゃん！」

「リーファ！」

　駆かけ寄よったアスナたちは、両側から風妖精族シルフの魔法剣士の腕うでをしっかりと抱だいた。

「よかった……無事だったんだね！」

「心配しましたよ！」

　その言葉を聞いた直すぐ葉は／リーファは、当然ながら何がなんだか解わからないという顔で、二人を交こう互ごに見た。

「あ、アスナさん、アリスさん……無事って、どういう……？　なんでこんなに暗くしてるんですか？」

　続いて俺を見て、かくんと顎あごを落とす。

「お、お兄ちゃん……その格好なんなの!?」

「この件はしばらく忘れてくれ」

　パンイチの我わがアバターを一いち瞥べつしてから、再び妹に目を向ける。緑基調のライトアーマーと左ひだり腰こしの長ちよう刀とうは、彼女愛用の戦せん闘とう装備だ。特に重そうにしている様子もない。つまり、まだ装備重量の猶ゆう予よ期間は続いている。リーファも耳が人間のそれに変わっているが、本人も気付かない程度の変化だ。

　ほっと胸をなで下ろし、訊たずねる。

「スグ……じゃなくてリーファ、ＡＬＯのログインシークエンスで、何か変わったことなかったか？」

「え？　──ああ、そう言えば、落下中にあれって思ったんだけど……いつもは出てこない、なんだか不思議な模様の輪っかをくぐったよ。なんだろ、アレ」

「……やっぱりな……」

　ゆっくり頷うなずく。同じものを、俺もかつて見ているのだ。この影妖精族スプリガンのアバターを、銃じゆうの世界《ガンゲイル・オンライン》にコンバートさせた時に。

「それは《コンバート・リング》だよ。お前のアバターは、ログインする時に問答無用でこの世界に強制コンバートされたんだ」

「は……はぁ!?　コンバートって……だってここ、いつものお兄ちゃ、じゃなくてキリト君とアスナさんのお家うちでしょ……」

　そう言いながら、リーファは暗いリビングルームを見回した。

　そして、両手を口に押し当て、掠かすれ声ごえを漏もらした。

「……な、何これ……。アスナさん、何があったの!?」

　驚おどろくのも無理はない。広いリビングルームからは、アスナが精せい魂こん込めてレイアウトした家具や装そう飾しよく品ひんといった、全てのインテリア・オブジェクトが消しよう滅めつしているのだ。

　それだけではない。かつて大きな暖だん炉ろがあった奥おくの壁かべは無残に崩ほう壊かいして外が見えているし、床ゆかも中央部分が大きく凹へこみ、天てん井じようはあちこちに穴が開いている。現状を何度も見ている俺も、まだずきっと胸が痛む。

　リーファの左ひだり腕うでを摑つかんでいたアスナは、その手を背中に移動させ、声で言った。

「リーファちゃん、ここはもうアルヴヘイムじゃないの。わたしたちは、このログハウスごと……いいえ、新生アインクラッドごと、この世界に転移してしまったの」




　以前は大きくてふかふかなソファーがあった場所で車座になり、俺たちはリーファに現段階で解わかっていることを説明した。

　膝ひざを抱かかえて聞いていたリーファは、金色のポニーテールを揺ゆらしていちど頷うなずくと、横目で俺を見た。

「なるほど……。キリト君がそんな格好をしてる理由、やっと解わかったよ」

「理解してくれて重ちよう畳じよう。アスナとアリスも、防具は残ってるけど武器は装備できなくなっちゃったからな……現状、リーファのその剣だけが頼たよりなんだよ」

「……つまり、用心棒代わりにあたしを連れてきたってワケ？」

「いやまあ、それだけじゃないけどさ」

　慌あわてる俺を軽く睨にらんでから、リーファは崩くずれた壁かべの向こうに広がる夜の森を見やった。

「このへん、どんなモンスターが出るの？」

「いまのところ、まだ怪かい物ぶつは見ていませんが……」

　と答えたのはアリスだ。剣のない剣けん帯たいを、どこか心こころ許もとなそうに左手で探さぐりながら続ける。

「先ほど、焚たき付つけを探すために森に入った時、複数の遠とお吠ぼえを聞きました。森の中に何かが棲せい息そくしていることは間ま違ちがいないでしょう」

「うー……レベル１ってことは、魔ま法ほうも使えないんですよね……」

「ええ、アルヴヘイムで用いられる神聖語……ではなかった、呪じゆ文もんは反応しませんね。ユイがいれば、色々教えてくれると思うのですが。──キリト、あちらでユイとは話せなかったのですか？」

　この暗さでもサファイアのように青く光るアリスの瞳ひとみを見返し、俺は頷うなずいた。

「ああ、呼びかけても反応がなかった。たぶん、まだこの世界のどこかでリズやシリカと一いつ緒しよにいるんだ」

「ふむ……どうにかして合流したいところですね。彼女たちもアインクラッドの中にいたのなら、そう離はなれてはいないと思うのですが……」

「それ、それなんだけど！」

　リーファがずいっと身を乗り出す。

「アインクラッドが落っこちたのは解わかったけど、そのあとはどうなっちゃったわけ？　キリト君、最後まで見てなかったの？」

「このログハウスを軟なん着ちやく陸りくさせるのに精せい一いつ杯ぱいで、とてもそんな余よ裕ゆうなかったんだよ……」

「それにね、リーファちゃん」

　アスナが空中に両手を掲かかげ、ジェスチャーつきで説明する。

「分ぶん離りした岩がちょうど風に乗る感じになって、わたしたちこんなふうに、かなり斜ななめの……たぶん三十度くらいの角度でここまで落ちてきたの。アインクラッドが高度十キロを飛んでたとすると、落下地点から十七キロくらい離はなれちゃった計算ね。途と中ちゆうには岩山っぽい地形もあったし、わたしたちにはアインクラッドが墜つい落らくした音も聞こえなかったのよ」

「十七キロですか……。翅はねがあればひとっ飛びですけどね……」

　リーファが背中をもぞもぞさせるが、もちろん妖よう精せいの翅し翼よくは現れない。スピードホリックの二つ名を献けんぜられている彼女にとっては、ステータスリセットと同じかそれ以上にショックの大きい変化だろう。

　しかしさすがは我わが妹と言うべきか、リーファは気き丈じような笑えみを浮うかべ、ぐっと頷うなずいてみせた。

「ひとまず状じよう況きようは解わかりました。アスナさんたちの当面の目標は、このお家うちを直すことなんですよね？　だったらもちろん、あたしも手伝いますよ！　ここはもう、あたしにとっても我わが家やですから！」

「……ありがとう、リーファちゃん」

　両目を瞬しばたたかせたアスナは、リーファとしっかり両手を握にぎり合わせてから、半はん壊かいしたリビングルームを見回した。

「耐たい久きゆう度どの減り方から計算すると、家が壊こわれるまであと十時間と少し……それまでに、まだたくさんの材料を集めないといけないの。必要なのは……」

　アスナは床ゆかをタップし、家のプロパティ窓を出すと、修復のために必要なアイテムの一覧をリーファに示した。二人が話はなし込んでいるあいだに、俺はリングメニューを出すと、スキルアイコンを選せん択たくした。

　開いた窓には、習得済みのスキル名が列記されている。最上段にはＡＬＯから持もち越こした片手剣スキルの名前があるが、肝かん心じんの剣が装備できなければ役に立たない。

　その下には、この世界に来てから習得した生産系、補助系スキルが並ぶ。石工スキル、木工スキル、紡ぼう織しよくスキル、そして強健スキル。熟練度はどれもゼロに等しいものの、いまはこれらが生命線だ。

　石工スキルをタップすると、現在の熟練度で作成可能なアイテムの一覧が新たなウインドウで表示される。石のナイフや石の斧、石の槍やりなどの原始的な武器の中に《石の剣》もあり、いざとなればこれに頼たよらなくてはならないだろうが、この格好で石武器を装備した瞬しゆん間かんに直すぐ葉はが転げ回って大だい爆ばく笑しようする様子がありありと想像できるので、できれば最初から金属武器が欲ほしいところだ。

　石武器たちの名前の横にはトンカチのマークがついていて、これはなんぞやとつついてみると、ちりりんと音がなってＴｉｐｓの小窓が開く。

【このアイコンが表示されているアイテムは、実際に手や道具で作成する必要があります】

　──ふむふむ、ならそうじゃないアイテムもあるのかな、と一覧をスクロールする。武器の次には石の皿やら石のハンマー、砥と石いしといった道具類が並び、その次が石のブロック、石の土台のような建築資材類。このあたりのアイテムは、全て手作業マークつきだ。

　そして一番下に《石の小屋》や《石のかまど》、《石の製せい鉄てつ炉ろ》などの名前があり、これらには二枚の四角形が重なった形のマークが表示されている。マークをタップすると、再び鈴すずの音が響ひびく。

【このアイコンが表示されているアイテムは、スキルウインドウから作成することができます。その際、必要な素材アイテムはストレージに収納しておく必要があります】

「なるほどね……」

　呟つぶやきながら石の小屋をタップすると、必要資材一覧が出現し、その下に【作製】のボタンがある。勢い余って押してみたが、当然ながら【素材アイテムが足りません】と言われてしまう。

「ほう、製せい鉄てつ炉ろがあるではないですか」

　いつの間にか隣となりにいたアリスが、ウインドウを覗のぞき込みながら言った。

「これがあれば、ログハウスの修理に必要な鉄の板やら鉄の釘くぎも作れるのではないですか？　それに、我々の武器も」

「うーん、まあ、そうなんだろうけどね……」

　首しゆ肯こうと否定の中間くらいの角度で首を動かす。

「でも、もちろん鉄を作るには鉄鉱石が必要なわけで、この手のゲームだとそう簡単には手に入らないんだよな。間ま違ちがってもそのへんの野原ににょっきり生えてることはないと思うよ、たぶん」

「なら、どこで採取できるのです？」

「王道パターンだと、山か洞どう窟くつだな。でもこの辺りに山はなさそうだし……」

「となると、洞どう窟くつですか」

　猫ねこ耳みみ騎き士しが、少々嫌いやそうな顔になる。

　ＡＬＯで一いつ緒しよに冒ぼう険けんするようになって初めて知ったのだが、アンダーワールドで出で遭あった頃ころから完全無欠と思えたアリスにも、苦手なものはあるようだ。その一つが天然洞どう窟くつで、人工のダンジョンはまったく平気なくせに、いわゆる鍾しよう乳にゆう洞どうや浸しん食しよく洞どうにはあまり行きたがらない。消去されたはずの幼年期の記き憶おくに由来するのではないかと推測しつつも、問とい質ただすほどのことではないと思っているうちに今日まで来てしまった。

「まあ、洞どう窟くつもそうそう見つからないと思うけどね……。まずは、木で作れる素材から片付けちゃおうぜ。頼たのもしい木こりも来てくれたことだし」

　俺の台詞せりふを耳ざとく聞き付けたリーファが、くるっと振り向く。

「ちょっとキリト君、その木こりってあたしのこと!?　あたし、この剣しか持ってないんですけど！」

「上等上等。俺なんかなあ、アンダーワールドで、千年かけても切きり倒たおせないと言われてた超でっかい樹きを、片手剣一本でだなぁ……」

「はいはい、やりますってば」

　俺の自じ慢まん話ばなしを遮さえぎったリーファが、ふと真しん剣けんな表情になる。

「……でもさっきの話だと、あたしがこの剣を使えるのって、猶ゆう予よ期間……だっけ？　それが終わるまでなんだよね。実際、あと何時間くらいあるの？」

「いやー、そればっかりはこの大おお騒さわぎを仕し掛かけた首しゆ謀ぼう者しやに訊きいてみないと……」

　解わからない、と言おうとした俺の脇わき腹ばらを、アリスがどすっとつついた。

「ぐえっ……な、何すんの」

「そうだキリト、これを見てください」

　抗こう議ぎを無視して、アリスはリングメニューを開いた。言われるまま注視するが、紫むらさき色いろに光る八つのアイコンは、俺が開いているものと何ら違ちがうようには見えない。

「……どこを見ればいいんだ？」

「八つあるアイコンの色です。右回りに、少しずつ色合いが変わっている気がしませんか？」

「あっ……ほんとだ！」

　と叫さけんだのはアスナだ。自分でもメニューを開くと、深く頷うなずく。

「確かに、真上のアイコンは赤みがかってるけど、時計回りにだんだん青っぽくなって、八つ目のアイコンは青あお紫むらさき色いろって感じ。でも……これがどうかしたの、アリス？」

「この場所に落ちた直後に開いた時は、ほぼ全てのアイコンが青っぽかったと記き憶おくしています。ゼフィリアの花の色だ、と思ったので覚えているのです。しかしいまは、五つ目あたりまで色が変わってきている……。あるいはこれが、猶ゆう予よ期間の残り時間を示しているのではないでしょうか？」

「おお……なるほどな……」

　俺も眼前に表示されている全てのウインドウを消し、リングメニューを凝ぎよう視しした。アリスの言うとおり、これがタイマーも兼かねているのだとすると──およそ二時間半で五つのアイコンが変色したことになる。一つ三十分。

「……残りのアイコンが三つってことは、全部色が変わるまであと一時間半か……」

「えっ……それしかないの!?」

　リーファが、壁かべ掛かけ時ど計けいでも探すように室内を見回す。もちろんそんなものはないが、あったとしても状じよう況きようは変わらない。リングメニューを消したアリスが、緊きん迫ぱくした声を出す。

「……急ぎましょう。リーファの剣が使えるうちに、少なくとも木の伐ばつ採さいは終わらせないと」

　今度はリーファも文句は言わなかった。左手で長ちよう刀とうの鞘さやを握にぎり、真しん剣けんな顔で応じる。

「うん、解わかった。あたしがどんどん木を切きり倒たおすから、みんなは皮かわ剝むきをお願い」

「任せて。よろしくね、リーファちゃん」

　アスナの言葉を合図に、俺たちは開けっ放しのドアから外に飛び出した。

　しかし、半はん壊かいしたポーチの上で立ち止まってしまう。夜の森の、全てを吞のみ込むような暗さに圧あつ倒とうされたのだ。屋外だというのに、数メートル先も見通せない。

「……これは、明かりが必要だな……」

　思わずそう呟つぶやくと、ほんの少し周囲が明るくなった。システムが気を利きかせたわけではなく、アリスが室内を照らしていた即そく席せき松明たいまつを持って出てきたのだ。

「そう言えばキミ、その火種はどうやって？」

　今いま更さらな質問を口にすると、アリスはベルトポーチから卵大の石を二つ取り出してみせた。

「私はキリトたちより少し早く戻もどったので、河原で火打ち石を探しておいたのです。暗くなれば必要になると思って」

「お、おお……」

　さすが、本物の異世界人は違ちがう！　と思ったが口には出さず、質問を重ねる。

「それ、どうやって使うわけ？」

「アンダーワールドよりよほど簡単ですよ。枯かれ草くさを丸めて火ほ口くちを作り、近くで火花を出せば十回ほどで点火できますから、あとは枝に燃え移らせるだけです」

「ふーむ……」

　俺は魔ま法ほうのほうがいいな！　と思ったが今度も慎つつしみ深ぶかく沈ちん黙もくを守る。魔ま法ほうがなかったＳＡＯでは主にランタンを使っていたが、いまにして思えばあれもタップするだけで点火できたので魔ま法ほうのようなものだ。このユナイタル・リング世界は、とことん俺たちを甘あまやかしてくれないらしい。

「じゃあ、俺も枝を探してくるから……」

　その火を分けて、とまでは言わせず、アリスは身軽に地面へ降りると、少し歩いて身を屈かがめた。そこにはいつの間にか大量の枯かれ枝えだが集めてあり、右手の松明たいまつを近付けると、やがてパチパチ威い勢せいのいい音を立てて燃え始める。

「うわぁ、すごい！　火のエフェクト、むちゃくちゃリアルだね！」

　リーファが歓かん声せいを上げるのも無理はない。赤々と躍おどる炎ほのおや飛び散る火の粉の精細さは、現実世界の焚たき火びと見分けられないほどだ。森の木々を初めて見た時も思ったことだが、この世界のグラフィック精度は、ＡＬＯ……いやＳＡＯと比べても遥はるかに高い。フラットパネルディスプレイに喩たとえれば、ＨＤ画質が４Ｋ画質になったくらいのインパクトがある。

　しかしそれは、先刻ログアウトした時に収集してきた情報とは相あい容いれない事実だ。

　なぜなら、このユナイタル・リングに強制コンバートされたのは、俺たちＡＬＯプレイヤーだけではないのだ。ザ・シード連結体ネクサスを構成する、主だったＶＲＭＭＯゲームの大部分──百を超こえる仮想世界から、恐おそらく数十万人規模のプレイヤーが転移してきている。それだけの数を受け入れるキャパシティがあるのに、これほどの解像度で世界を構築することが、果たして二〇二六年現在の技術で可能だろうか……？

「キリト君、いつまでぼーっとしてんの！」

　裸はだかの背中をすぱーんと叩たたかれ、俺は飛び上がった。

「いだっ！」

「時間ないって言ったのキリト君でしょ、さっさと作業始めるよ！」

「お、おう」

　リーファの言うとおり、いまは考察より手を動かすべき時だ。アリスが作ってくれた焚たき火びはいよいよ激しく燃えさかり、草地の周囲の森をも赤々と照らし出している。これなら松明たいまつを持たなくても充じゆう分ぶんに作業可能だ。

「よし、やろう……」

　と言いかけた時にはもう、リーファは長ちよう刀とうを抜き、手近なメグリマツの大木に向けて最初の一撃を振り下ろしていた。スカァーン！　と爽そう快かいな音が響ひびく中、右みぎ拳こぶしを中ちゆう途と半はん端ぱな高さに持ち上げたまま固まる俺に、アスナとアリスが微び妙みような視線を向けてくる。

　家を救ったら、すぐさま新装備を手に入れてやる。たとえ徹てつ夜やで登校することになろうとも。

　改めてそう決意する俺だった。




　リーファの長ちよう刀とうは、さすが古代級エンシエント武具・ウエポンの業わざ物ものというだけあって、伐ばつ採さい専せん用ようの斧ではないのにメグリマツの巨きよ木ぼくを面おも白しろいように刻んでいった。一本切きり倒たおすのに三十秒も掛かからないので、皮かわ剝むき班が三人いても、運うん搬ぱんに少し手間取っただけで追いつかれてしまう。

　アスナ、アリスと息を合わせて原木を処理すること十五分、空き地に再び螺ら旋せん模様の丸太が積み上がった。十本の山が三つ、これだけあればログハウスの修理に必要な《製材された木板》を七十五枚作ってもお釣つりがくるだろう。

　両りよう腰こしに手を当てながらそこまで考え、ふと気付く。

「……板って、どうやって作るんだ……？」

　現実世界のホームセンターに行けば板材などいくらでも売っているが、それをどうやって作っているのか、俺はよく知らない。普ふ通つうに考えれば、丸太を薄うすくスライスしていくのだろうが……この太さの丸太だと、大型の製材機械が必要なのではないか。

　という俺の推測を、隣となりに立ったアスナが裏付けた。

「ここにはもちろん大型のバンドソーなんかないから、これを板にするにはせめてオガが必要よね……」

「お、オガって？」

「大きい鋸のこぎりと書いて大お鋸がよ。明めい治じ時じ代だいくらいまで使われてた、でっかい鋸のこぎりのこと」

「あ、あー……日本史の教科書で見たことがあるようなないような……」

　バンドソーのほうもまったく聞き覚えがないが、製材機械の名前だろうと見当をつけ、話を進める。

「うーん、鋸のこぎりか……。鉄と鍛か冶じスキルがあれば作れるのかもしれないけど、どっちもまだまだ時間かかりそうだからなぁ。──あれ、でも、鋸のこぎりって古こ墳ふん時じ代だいとかからあったわけじゃないよな？　昔の人って、どうやって板を作ってたんだ？」

「えーと確か……」

　さしものアスナも一いつ瞬しゆん記き憶おくを探さぐるような表情をしたが、それでもちゃんと必要な情報が引き出されてくるのだからやはり脳の性能が違ちがう。

「丸太を縦に切れる鋸のこぎり……さっきの大お鋸がのことだけど、それが大陸から伝来したのが室むろ町まち時じ代だいだったはずだから、それ以前はくさびを丸太に打ち込んで平らに割って、手て斧おのとか鉋かんなで表面を仕上げてたのよ。くさびで割る工程は半分木もく目め任まかせというか運任せみたいな感じで、失敗率も高かったから、その頃ころは大きな板ってものすごい贅ぜい沢たく品ひんだったらしいよ」

「ふうぅーむ、くさびでね……」

　呟つぶやきながら、積み上げられた丸太を見やる。

　樹皮を剝はぎながら検分してみたのだが、どうやらメグリマツはドリルのように回転しながら育つのが名前の由来らしく、表面のみならず内部の繊せん維いも螺ら旋せん状じようにねじれている。このゲームが木もく目めの方向までパラメトライズしているなら、メグリマツにくさびを打ち込んでもまっすぐには割れない可能性が高い。それ以前にくさびも、この空き地に鉄器文明が花開くまでは作れないわけだが。

「むむむむ……木の板って、人類の叡えい知ちの結けつ晶しようだったんだなぁ……」

　俺の感かん銘めいに、アスナも深く頷うなずいた。

「そうだけど、それだけじゃないよ。でっかい一枚板なんて丸太の真ん中からしか取れないんだから、何十年も生きてきた木の命や歴史そのものなのよ。そう考えると、木から板を作るのが難しいのも当たり前って気がするよね」

「確かに。とは言え、なんとかこいつを板にしないと、ログハウスの修理が……」

　丸太の切り口を軽く叩たたきながら、そこまで言いかけた時だった。

　アリスと一いつ緒しよに作業していたリーファが戻もどってきて、勢いよく俺の背中を叩たたいた。

「いって！」

「ちょっとキリト君、あたしの技わざとこの《リーザヴィンド》を甘あまく見みないでよね」

「うう……どうしてみんな俺の背中を平手打ちするんだ……」

「あっはは、その格好見てるとやりたくなるんだよねー。アスナさんも一発どう？」

「変な勧すすめ方するなよ！」

　俺が慌あわてて飛とび退すさると、アスナが少々残念そうな顔をしたように見えたが恐おそらく気のせいであろう。女性陣に背中を見せないよう気をつけながら、リーファに問いかける。

「それより、お前の技わざがどうしたんだよ？」

「はいはい、そこどいて」

　手て振ぶりで俺たちを後退させると、リーファは丸太の山の前に立った。白銀の長ちよう刀とうを両手持ちして、オーソドックスな中段に構える。

「お、おいスグ、お前まさかその剣で丸太を……」

　ついリアルネームで呼びかけると、シルフの魔法剣士は正面を向いたまま言った。

「三十本も切きり倒たおせば、だいたい感じは摑つかめるよ。まあ、見てて」

　そう言われれば、黙だまって見ているしかない。リーザヴィンドの刀身が、焚たき火びの光を吸い込んで赤々と煌きらめく。

　リーファの長ちよう刀とうは、カテゴリ的にはバスタード・ソードに含ふくまれ、片手持ちの時は片手剣用ソードスキルを、両手持ちすれば一部の両手剣用ソードスキルを発動できる。もちろんその利便性に釣つり合あうデメリットもあり、片手剣としては重くて使いづらいし、両手剣としては軽くて威い力りよくが物足りないのだが、剣けん道どう部ぶ員いんの彼女にはちょうどいい長さと重さらしい。

　俺とアスナ、アリスが見守る中、リーファは不可視の糸に引かれるような滑なめらかさで長ちよう刀とうを振り上げた。わずかな溜ための動作が、緑色の燐りん光こう──ソードスキルの前プ駆レエフェクトを呼び起こす。武器スキルが残っていた時点で確信はしていたのだが、やはりこの世界にも旧ＳＡＯで生まれた数あま多たの剣けん技ぎが引き継つがれているのだ。

「……ハァッ！」

　鋭するどい気勢とともに、リーファが剣を振った。闇やみ夜よに二条の軌き跡せきが閃ひらめく。両手剣二連撃ソードスキル、《カタラクト》。

　本来は上じよう段だん斬ぎりをガン、ガン！　と連続して繰くり出す技わざだが、リーファのそれは途と轍てつもなく速く、まるで二撃を一呼吸で放ったかのようだった。斬ざん撃げきは、山の一番上にある丸太の切り口に吸い込まれ、緑色の閃せん光こうはそのまま後ろ端まで突き抜け、消えた。

　一秒ほどの間を置いて、丸太が音もなく左右に分かれ、地じ響ひびきを立てて地面に転がった。その中央に、二連撃によって生み出された細長い板が一枚残され、やがてそれも右側に倒たおれ──る寸前、飛び出した俺がはっしと摑つかんだ。

　板の厚さは二センチほど。表面は丁てい寧ねいに鉋かんなをかけたかの如ごとく滑なめらかで、斜ななめの木もく目めが鮮あざやかに浮うき出ている。そこを左手でタップし、プロパティ窓を出す。アイテム名は、【年経たメグリマツの製材された板】。

「どう、キリト君。お家うちの修理に使えそう？」

　長ちよう刀とうを下ろしたリーファがそう聞いてくるので、俺はぐっと右手の親指を突き出した。

「バッチリだ。でも……」

　できたての板をストレージに入れてから、地面に転がる、縦半分に切断された丸太を見下ろす。

「……このやり方だと、丸太一本から板一枚しか取れないな……。どうにかして丸太を支える仕し掛かけを作らないと……」

「え、そんなの手でいいでしょ」

　とあっさり言い切ったリーファは、半割り丸太の片方を指差し、続けた。

「それ、山の上に戻もどして、縦向きに支えてて」

「…………」

　少々嫌いやな予感はしたものの、言われるまま両手で丸太を抱かかえ上げ、元の場所に戻もどす。切り口が垂直になるように調整し、真ん中あたりを両手で支える。

「そのまま、しっかり固定しててね。いくよ……」

　再び長ちよう刀とうを振りかぶったリーファが、無造作にソードスキルを発動させた。両手剣の基本単たん発ぱつ技わざ《カスケード》。切り口の二センチ左に命中した刃やいばから緑色の閃せん光こうが走り、俺の手の下を通とおり抜ける。

「ひえっ！」

　と思わず悲鳴を上げてしまったが、軽いショックを感じただけでダメージは受けていない。手を離はなそうとすると、再びリーファの指示が飛ぶ。

「そのまま持ってて！」

　直後、今度はクールタイムが終わったばかりの《カタラクト》を発動。次は《カスケード》。また《カタラクト》。

　計六回の斬ざん撃げきが加えられた直後、恐おそらくオブジェクトの耐たい久きゆう限界を超こえたのだろう、丸太の端はしっこがガラスのように砕くだけて消えた。俺の手の下に残ったのは、サイズこそ多少ばらついているが──丸太が半円形なのでこれは仕方がない──見事な平行線で切断された六枚の板。最初の一枚を加えれば、半割りの丸太から七枚もの板が取れた計算だ。

「見事な腕うで前まえです、リーファ！」

　後方で見守っていたアリスが、軽かろやかな拍はく手しゆを響ひびかせた。

「私もルーリッドで隠いん棲せいしていた頃ころは、木こりの手伝いでたつきを立てていましたが、そこまで器用に板を削そぎ取とることはできませんでしたよ」

「てゅへへ、それほどでも」

　奇き妙みような照れ笑いを漏もらしたリーファに、アスナも賛辞を送る。

「本当に凄すごいよ、制せい御ぎよしにくい両手剣ソードスキルをそこまで正確に当てるのは、キリトくんにも無理なんじゃないかしら」

　なにおう、と思うがいまは我わが神かみ業わざを披ひ露ろうするすべがない。無言で六枚の板をストレージに入れ、山の反対側に回り込んで、もう半分の丸太も持ち上げてしっかり支える。

「その勢いで、残りの丸太も頼たのむぞ妹よ」

　俺の言葉に、リーファは上じよう機き嫌げんで「任せて！」と叫さけび、再び剣を構えた。

　十本の丸太をスライスし終えると、時刻は午後八時を回った。装備重量猶ゆう予よ期間が終しゆう了りようするまで、あと一時間弱。

　リーファが丸太割りをほとんどミスらなかったおかげで百三十枚もの板材が手に入ったが、家の修理に必要な素材六種類のうち、確保できたのはまだ二種類だけだ。しかも残り四種類は入手難易度が高い、というより手に入れる方法も解わからない。

「いよいよ鉄をなんとかしないとね」

　少し勢いが弱まってきた焚たき火びの炎ほのおを見み詰つめながら、隣となりでアスナが呟つぶやいた。俺も腕うで組ぐみをして頷うなずく。

「ああ……。製せい鉄てつ炉ろは河原から石を拾ってくれば作れるはずだけど、問題はそこに入れる鉱石だな。さっき言ったように洞どう窟くつの中とかで見つかると思うんだけど、当然モンスターが出るだろうしなあ……しかも外より強めのやつが……」

「うん……わたしたちも、剣さえ使えれば……」

　アスナが悔くやしそうに自分の右手を見る。気持ちは俺も同じ、いやこちらは防具すら装備できないのだから悔くやしさ五割増しだ。四時間もの猶ゆう予よ期間を与あたえてくれたのは大いに結構なことだが、強制コンバートの瞬しゆん間かんに装備していないと駄だ目め、その後に装備を外しても駄だ目めとは余りに厳しすぎる。街や家の中では武器を外すことも珍めずらしくないし、この異変に巻き込まれた数十万人の中には俺やアスナと同様に、タンクビルドでなくとも武器を持てなくなってしまったプレイヤーが相当数いるのではないだろうか。

　いまごろＭＭＯトゥデイの掲けい示じ板ばんや各種ＳＮＳは、事件に関する話題で埋うめ尽つくされているはずだ。ログアウトして思う存分情報収集したいところだが、まずはログハウスの補修材集めを急がねばならない。頼たのみの綱つなのリーファも、もうすぐ愛剣リーザヴィンドを使えなくなってしまうのだ。

「それにしても……」

　不意にアスナが声を潜ひそめて言った。

「……キリトくん、どうしてうちの兄があんな回線持ってること知ってたの？」

「い、いや、それはですね……」

　先ほどログアウトした時にオーグマーからメールを送った相手は、アスナのお兄さんである結ゆう城き浩こう一いち郎ろうだった。彼が自宅に、ホームサーバーを介かいさない独立回線をこっそり設置していることを知っていたので、それをアスナに使わせてくれるよう頼たのんだのだ。しかしそのあたりの経けい緯いを詳くわしく語るには時間がないので、最小限の説明に留とどめる。

「……この前、浩一郎くんに新生アインクラッドを案内するって約束してさ、その時に独立回線の話を聞いたんだよ」

　途と端たん、アスナがふひゅっと奇き妙みような音を漏もらす。

「な、何？」

「うーん……キリトくんが兄のことを《浩一郎くん》って呼ぶの、いつまで経たっても慣れないわね……」

「彼がそう呼んでくれって言うから……。──ともかくこれで、アスナも怒おこられる心配なしに深夜までダイブできるってわけだ」

「ちょっと罪悪感はあるけど、ママもこのお家うちは気に入ってるみたいだから、いつかちゃんと話して謝あやまるよ……」

　小さくため息をついてから、アスナは気分を切きり替かえるように深呼吸した。

「さ、それじゃ、鉄鉱石探しの旅に……」

　しかし、その言葉は中断を余よ儀ぎなくされた。森の奥おくから再び獣けものの吠ほえ声ごえが聞こえてきたのだ。しかも今度は遠とお吠ぼえではなく、明めい瞭りような敵意を滲にじませた唸うなり。加えて、ばきばきと灌かん木ぼくが折れるような音も。

「キリト！」「お兄ちゃん！」

　少し離はなれた場所にいたアリスとリーファが駆かけ寄よってくる。四人とも素す早ばやく武器を構えるが、まともな剣を持っているのはリーファだけで、先住民三人は無骨な石器ナイフなのが切ない。しかしこれでもないよりはマシなはずだ……と自分に言い聞かせ、草くさ縄なわを巻き付けたグリップを握にぎり締しめる。

　再び、さっきより近い場所で何かが唸うなった。ゴルルルル……という野太い響ひびきは大型バイクのアイドリング音を連想させるが、この世界にそんなものが存在するはずがない。暗い森の奥おくに目を凝こらしても、焚たき火びの炎ほのおが明るすぎるせいか、立ち並ぶ木々の向こう側はまったく見通せない。

　焚たき火びを消すべきか……しかし、敵が動物タイプなら炎ほのおを怖こわがる可能性もある。火種が火打ち石では、いったん消したら戦せん闘とう中ちゆうに再着火はできないものと思ったほうがいい。

　そんな俺の逡しゆん巡じゆんを見み抜ぬいたように、三度目の唸うなり声ごえが短く響ひびいた。ぱき、ぱきと枝を踏ふむ音が、草地の北から西へとゆっくり移動していく。声の主はもう、木立のすぐ向こう側まで近づいている。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　あまり大だい丈じよう夫ぶそうではない掠かすれ声ごえで、俺は言った。

「あれがモンスターだとしても、いわゆる序じよ盤ばんの雑魚ざこ敵てきのはずだ。石ナイフでも充じゆう分ぶん倒たおせる」

「……つまり、ＳＡＯの青イノシシ相当ってこと？」

　アスナの言葉にこくこく頷うなずく。

「そうそう、たぶんイノシシよりもっと格下の、オオカミとかキツネとかヌートリアとか……」

「キリト、ヌートリアとは何ですか？」

　というアリスの質問に、俺は「カピバラみたいな奴やつ」と答えようとしたが、いやカピバラも解わからないよなと思い直し、アンダーワールドにいた耳の長い大ネズミは何て名前だったかな……と考えた。しかし答えに辿たどり着つくより早く、ひときわ荒っぽい咆ほう哮こうが焚たき火びの反対側から轟とどろいた。

「グルロロロオオオオッ！」

　直後、バキバキバキッと騒そう々ぞうしい音を立てて灌かん木ぼくの固まりが丸ごとなぎ倒たおされ、その奥おくから巨きよ大だいな影かげが草地に飛とび込んできた。地じ響ひびきを立ててこちらに突とつ進しんし、焚たき火びの手前でいきなり立ち上がる。

　でかい。頭までの高さは二メートルを軽く超こえる。四し肢しは太く、頭は丸く、爪つめも牙きばも異様に長くて鋭するどい。黒こつ褐かつ色しよくの長い毛皮をまとったそいつは、どう見てもオオカミでもキツネでも、ましてやヌートリアでもなく──。

「くっ、くっ、クマ────っ！」

　左手で巨きよ体たいを指差しながら叫さけんだリーファが、その手を俺に向けた。

「お兄ちゃん、あれのどこが雑魚ざこ敵てきなのよ！」

「あれー、おっかしいな……」

　首を捻ひねってから、やっと気付く。

　新生アインクラッドからログハウスごと分ぶん離りした俺たちは、空気抵てい抗こうともしかしたら浮ふ遊ゆう城じようの回転力のせいで十七キロも離はなれた場所に落下してしまった。現実世界なら川かわ越ごえ市しから和わ光こう市し程度の距きよ離りだが、ＲＰＧで十七キロというのは相当に遠いし、そもそもアインクラッドの墜つい落らく位置がこのゲームのスタート地点だとは限らない。周囲のフィールドに中級以上のモンスターが出現してもまったくおかしくないのだ。

「ゴルルル……」

　俺の推測を裏付けるように、クマは二本足で直立したまま低く唸うなった。焚たき火びの明かりが、首の下にくっきりと浮うかぶ稲いな妻ずまのようなギザギザ模様を照らし出す。さしずめ、ツキノワグマならぬカミナリグマというところか。正式なモンスター名を知りたいが、どう見てもこちらをターゲットしているにもかかわらず、まだクマの頭上にカーソルは表示されない。

　戦うか、逃げるか。

　赤く光るクマの双そう眸ぼうを見上げながら、俺は懸けん命めいに考えた。全員レベル１の俺たちに対して、もしもクマがレベル10あたりだったら勝ち目はない。しかし逃げると言っても選せん択たく肢しはログハウスの中か南西の河原だけで、家は壁かべに大穴が開いているし、川にも他のモンスターがうろついているかもしれない。加えてこの暗さの中を明かりなしで走ったら、十秒経たたないうちに何かにつまずいて転ぶだろう。

　その時。

　バゴッと大きな音を立てて、焚たき火びの中の薪まきが崩くずれ、盛せい大だいに火の粉が散った。それを合図にしたように、クマが前まえ脚あしを地面に下ろし、鋭するどい爪つめで何度か土を引っ搔かいてから、猛もう然ぜんとこちらへ突とつ進しんしてきた。

「キリト君、戦うよ！」

　叫さけんだリーファが、リーザヴィンドを構え直す。もう迷っている暇ひまはない。「正面任せた！」と叫さけび返し、俺もナイフを構えつつクマの右に跳とぶ。同時にアスナも左にジャンプし、アリスはリーファのヘルプに付く。

「ゴアアッ！」

　走りながらひと声吼ほえたクマが、焚たき火びの炎ほのおを恐おそれる様子もなく跳とび越こえ、リーファの目の前に着地した。再び後うしろ脚あしで立ち上がり、両りよう腕うでを高々と振りかぶる。リーファも決して小こ柄がらではないのだが、黒こつ褐かつ色しよくの毛皮が闇やみに溶とけ込むせいか、クマのほうが三倍も大きく見える。

　しかし風妖精族シルフの剣士は臆おくさなかった。

「ハアッ！」

　掛かけ声ごえとともに突とつ進しんし、クマのがら空きの左ひだり脇わきめがけて長ちよう刀とうを一いつ閃せん。深しん紅くのダメージエフェクトが飛び散り、ここでようやくクマの頭上に赤いカーソルとＨＰバーが表示された。

　初めて見るこの世界のカーソルは、回転する輪リングを鋭するどい紡錘スピンドルが貫つらぬく形をしている。目を凝こらすと、リングはＨＰバーとモンスター名が上下に並んだものだ。アルファベットではなくカタカナで表示されているクマの名前は……【トゲバリホラアナグマ】。

　瞬しゆん時じにそこまで見て取った俺の視界を、四本の鉤かぎ爪づめが斜ななめに切きり裂さいた。唸うなりを上げて振り下ろされたクマの右手は、しかし空を切る。リーファは翅はねが消えてしまったハンディキャップをまったく感じさせない敏びん捷しようさで飛とび退のき、爪つめ攻こう撃げきを回かい避ひするや、再び剣を繰くり出す。今度もクリーンヒット……だがクマのＨＰバーは、まだ一割ほどしか減っていない。

　長ちよう刀とうリーザヴィンドは古代級エンシエント武具・ウエポンの中でも上位クラスの業わざ物ものであり、この世界にスペックを引き継ついでいるなら、たとえ装備者がレベル１でも初期モンスターごとき一撃で屠ほふれるはずだ。なのにこうまでダメージが徹とおらないからには、やはりあのクマは相当にランクが高い。

「グルオオオオッ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうを迸ほとばしらせたクマが、リーファの退路を断たたんとするように大きく両手を広げた。捕つかまえてから嚙かみ付つきにいくつもりらしい。これではリーファもうかつには近付けない。

　しかしここで、いつの間にかクマの背後に回り込んでいたアスナが、果か敢かんに突とつ進しんした。

「やああっ！」

　鋭するどい気合いに、ドスッと鈍にぶい音が重なる。アスナの右手に握にぎられた石ナイフが毛皮に深々と埋うまり、瞬しゆん時じに引き抜かれて赤い光点を散らす。

　ダメージは微び々びたるものだが、クマの注意を引きつける効果はあった。アスナを追って振り向こうとするが、その場での旋せん回かいは苦手らしく、足取りはドタドタと重い。

　クマの注意が逸それたと感じた途と端たん、俺はアリスとアイコンタクトし、同時に地面を蹴けった。

　二人無言で、獣けものの脇わき腹ばらと背中にナイフを突き立てる。「グオオッ！」と吼ほえたクマが激しく仰のけ反ぞる。

　俺とアリスが飛とび退のくや否いなや、リーファが片手剣用ソードスキル《バーチカル・アーク》を発動させた。クマの巨きよ大だいな背中に、青い閃せん光こうがＶの字を刻きざみ込む。今度こそ、ＨＰバーが目に見えて減少する。残り七割。

　──行ける。

　ナイフ持ち三人が攪かく乱らんし、隙すきを作ったところにリーファが大おお技わざを撃うち込んでいけば、あと四、いや三撃で倒たおせる。そう確信した俺は、いまのを繰くり返かえそうと皆みなに指示するべく息を吸い込んだ。だが。

「ゴガオォッ!!」

　ひときわ猛たけ々だけしく吼ほえたクマが、四足歩行に戻もどると森のほうへ大きくジャンプした。まさかもう逃げるのか、と一いつ瞬しゆん思ったがそうではなかった。四よつん這ばいなら素す早ばやく振り向けるらしく、土つち煙けむりを立てて反転すると再び立ち上がる。両りよう腕うでを広げ、頭を天に向けて、巨きよ軀くを限界まで仰のけ反ぞらせる──。

　胸にくっきりと浮うかぶ白い稲いな妻ずま模様が、別種の生き物であるかのように震ふるえた。

　何か来る。

　背中がぞわりと冷たくなるのを感じながら、俺は叫さけぼうとした。

「回かい避ひ……」

　だが遅おそかった。稲いな妻ずま模様を作る純白の剛ごう毛もうが、ヤマアラシの如ごとくまっすぐ逆立つや、空気を鳴らして撃うち出されたのだ。その数かず数十……いや数百本か。

「キリト！」

　叫さけんだアリスが、俺の目の前に飛とび込むや両りよう腕うでをクロスさせた。直後、針の嵐あらしが俺たちを吞のみ込んだ。カカカカカン！　と金きん属ぞく鎧よろいが針を弾はじく音。革かわや布を貫つらぬく鈍にぶい音。そして俺の右みぎ肩かたと左足に、痛み──ではないがそれに限りなく近い、強きよう烈れつな熱感と冷感を混合した感覚が生まれた。
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　視界左上のＨＰバーが、一気に七割以上も減少して濃こいオレンジ色になる。他の三人のＨＰも半減する。視線を右みぎ肩かたに移すと、乳白色だがわずかに金属光こう沢たくのある、長さ十五センチ太さ二ミリほどの針が深々と突き刺さっている。

　こんなのをたった二本喰くらっただけでＨＰが七割減るのかよ！　と思うが、俺は防具なしのレベル１で、相手は推定レベル10以上なのだから即そく死ししなかっただけでも幸運だと思うべきだろう。少なくともアリスが庇かばってくれなければ確実に死んでいた。

　トゲバリホラアナグマなる正式名の意味するところを見せつけた敵は、前まえ脚あしを地面に下ろし、勝利を確信したかのように低く唸うなった。毛の針はかなり広こう範はん囲いに飛んだようで、リーファとアスナの防具にも十本以上が突き刺さっている。同じ攻こう撃げきをもういちど喰くらえば全ぜん滅めつしてしまう。

「いったん下がろう！」

　俺がそう指示すると、アスナが石ナイフをクマに向けたまま叫さけんだ。

「どこに逃げるの!?」

「家の中しかない！」

「でも、壁かべに穴が！」

　確かに、ログハウスは左側が激しく損傷し、壁かべに大穴が開いている。あそこからクマが入ってきたら──

「その時はその時だ！」

　という俺の答えに、アスナのみならずアリスとリーファも「だと思った」的な顔をしたが、すぐに三人とも頷うなずいた。

　クマは再び、じりじりと距きよ離りを詰つめてくる。赤く光る両目には、獲え物ものが背中を向けたら即そく座ざに飛びかかってやるぞという殺気が漲みなぎっているように思える。

　俺は手て振ぶりで三人を下がらせつつ、自分もゆっくり右後方へと移動した。目指すは、板作りで使わなかった丸太の山の裏側。隙すきを見せないよう慎しん重ちように後退し、丸太がクマの視線を遮さえぎった瞬しゆん間かん、叫さけぶ。

「走れ！」

　俺たちがログハウスの玄げん関かん目指してダッシュすると同時に、後方でクマも吼ほえた。

「ガオルルッ!!」

　巨きよ体たいが地面を蹴ける振しん動どう。続いて、雷らい鳴めいのような大だい音おん響きよう。

　素す早ばやく振り向くと、丸太山に頭から突っ込んだクマが、崩くずれてきた丸太の下した敷じきになる様子が見えた。そのまま圧死してくれないものか、と思ったがそんな都合のいい展開にはならず、クマはのし掛かかる丸太を軽々と跳はね飛とばして突とつ進しんを再開する。ＨＰバーはわずかながら減ったようだが、まだまだ半減にも至らない。

「キリトくん、早く！」

　アスナの声に前を向くと、女性陣はもう玄げん関かんポーチに到とう達たつしている。俺も懸けん命めいにダッシュし、崩くずれた階段を跳とび越こえてログハウスの中へ。ドアノブを後ろ手に摑つかんで叩たたき付つけるように閉めた、その二秒後。

　ドカアァァン！　という衝しよう撃げき音おんが分厚い扉とびらを撓たわませ、ログハウス全体をびりびり震ふるわせた。穴の開いた屋根やひび割れた梁はりから木もく片へんがぱらぱらと降ってくる。

「ド、ドアを押さえるんだ！」

　俺が叫さけぶまでもなく、アスナたちも扉とびらに両手を押し当てた。直後、再びの衝しよう撃げき。さっき以上に扉とびらが歪ゆがみ、戸と枠わくから外れるかと思ったが、今度もどうにか持ちこたえる。

　二度の体当たりで諦あきらめたのか、クマが遠ざかる気配がした。そのまま森へ帰ってくれ……と念じたが、足音はゆっくり右へ動いていく。

　俺もつま先立ちで移動し、ガラスが割れたままの窓からそっと外を覗のぞいた。途と端たん、それを待っていたかのように──。

「ガフウッ！」

　吼ほえ猛たけったクマが、こちらめがけて突とつ進しん。慌あわてて顔を引っ込めたが、構わず壁かべに頭ず突つきをかましてくる。ドアよりは遥はるかに頑がん丈じようなはずの丸太材がみしみしと悲鳴を上げ、リビング全体に木き屑くずが降り注ぐ。

　近くの壁かべをタップしたアスナが、プロパティ窓を一いち瞥べつするや悲鳴のような声を出した。

「キリトくん、家の耐たい久きゆう力りよくが減ってる！」

「く……」

　思わず歯は嚙がみするが、あれほどの巨きよ体たいに三度も体当たりされたのだから何の不思議もない。このまま立てこもっていたら、いずれログハウスを丸ごと破は壊かいされてしまう。

　何か──何かあの猛もう獣じゆうを撃げき退たいする方法はないか。

　俺は必死に室内を見回した。食料庫に乾かん燥そうトウガラシの瓶びんでもあればクマの鼻先に投げてやるのだが、この世界に転移した時に室内のオブジェクトは家具も食料も綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつしてしまった。唯ゆい一いつ見み逃のがされたのはホームストレージの収納箱だが、それも中身は空っぽ…………

　ではない。

　瞬しゆん間かん、一つのアイデアが閃ひらめく。収納箱を見て、天てん井じように開いた大穴を見上げ、もういちど箱を見る。ぎりぎりか……しかし、この世界のトレード申し込みの射程距きよ離りが、ＳＡＯやＡＬＯと共通ならば届くはずだ。

「アリス、そこで膝ひざ立だちになってくれ！」

　俺の指示を聞いた猫ねこ耳みみ騎き士しは、何のこっちゃという顔をした。直後、四度目の衝しよう撃げきが家を揺ゆらす。もう一刻の猶ゆう予よもない。

　厳しい顔で頷うなずいたアリスが、俺の指定した位置に両りよう膝ひざを突いた。

「失礼！」

　と叫さけび、右みぎ肩かたのアーマーに素す足あしを乗せる。アリスが「はあ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げるが、構わず踏ふみ台だいにしてジャンプし、思いきり手を伸ばす。

　リセットされたステータスでも、指先が辛かろうじて梁はりに届いた。じたばたしながらよじ登り、新たな指示を飛ばす。

「アスナ、ホームストレージから丸太を全部出して、リーファにトレードしてくれ！」

　長年コンビを組んできただけあって俺の無理難題に慣れているのだろう、アスナは理由を問うことなく即そく座ざに収納箱をタップした。出てきたウインドウを操作した途と端たん、不可視の超重力に耐たえかねたかの如ごとく床ゆかに手を突いてしまう。しかし必死の表情でリングメニューを呼び出し、二メートルほど離はなれた場所で待機するリーファにトレードを申し込む。

　荷重の原因が移動した途と端たん、今度はリーファががくっと膝ひざを落とした。「重ぉ～～～」と唸うなる彼女に次の指示を飛ばそうとしたが、その必要はなかった。リーファはすでに出していたメニューを操作し、アリスにトレード窓を飛ばす。モノを受け取ったアリスが、真上にいる俺に向けて最後のトレードを申しん請せいする。

　かなり距きよ離りはあったが、視界に小さなウインドウが表示された。ここからが、何年もＶＲＭＭＯ世界で過ごしてきた者の技わざと知ち恵えの見せ所だ。

　トレード窓の射程距きよ離りは約二・五メートル。しかしいったん受け取れば、受じゆ諾だくなり拒きよ否ひなりするまでにあと一メートルほど動くことができる。俺は、【Ａｌｉｃｅから取引を申しん請せいされました。受じゆ諾だくしますか？】と書いてある小窓を表示させたまま、梁はりの上で立ち上がった。

　頭上の屋根には、人間が軽々と通とおり抜けられそうな大穴が開いている。その縁ふちを摑つかみ、懸けん垂すいの要領で体を持ち上げる。体が一メートル動いてしまう寸前、片手を離はなして小窓の受じゆ諾だくボタンを押す。すぐに手を戻もどし、フルパワーで全身を穴の外へ押し出す。

　屋根板に膝ひざを突くのと、

【年経たメグリマツの製材された丸太１５０個を受け取りました】

　というウインドウが表示され、全身に強きよう烈れつな重量がのし掛かかってくるのはほぼ同時だった。斜しや面めんで四よつん這ばいになり、転がり落ちそうになるのを懸けん命めいに堪こらえる。

　屋根に現れた俺に気付いたのだろう、軒のき下したでクマが野太く唸うなった。焚たき火びはもう燃もえ尽つきる寸前だが、助走距きよ離りを取るために後ずさっていく黒い巨きよ体たいがかろうじて視し認にんできる。位置は、俺の一メートルほど右側。

　技わざと知ち恵えの出番はもうない。あと必要なのは根こん性じようだけだ。

「ぬうおおおおお！」

　クマに負けないほどの大声で叫さけぶと、俺は折り曲げていた両りよう腕うでを伸ばした。【強きよう健けんスキルの熟練度が３に上じよう昇しようしました】というシステムメッセージを無視し、あらん限りの精神力を振り絞しぼって体を右にずらす。二十センチ……五十センチ……七十センチ……一メートル。

「ガゴオオオオッ!!」

　もはやクマとも思えない声で吠ほえ猛たけると、トゲバリホラアナグマが五度目の突とつ進しんを開始した。急な切きり妻づま屋根の上にいる俺は、次にあの衝しよう撃げきが襲おそってきたら下に転がり落ちてしまうだろうが、恐きよう怖ふを押しのけてリングメニューを操作する。ストレージ欄らんに表示された丸太の立体アイコンをタップ、オブジェクト化を選び、ＯＫボタンに人差し指を突き刺す。

　眼前に、太さ四十センチはある丸太が何本も実体化し、屋根に落ちて斜しや面めんをごろごろと転がった。丸太の出現は止まらず、俺の視界は完全に塞ふさがれてしまう。しかし、最初の丸太が地面に激げき突とつする衝しよう撃げき音おんはクリアに聞こえた。そして、下した敷じきになったクマの悲鳴も。

　メグリマツの丸太はあとからあとから尽つきることなく現れ、勢いよく屋根を転がり、虚こ空くうに飛び出していく。それもそのはず、この家のホームストレージには、実に百五十本もの丸太がストックされていたのだ。どんな力ちから自じ慢まんの大男でも、それを全て自分のストレージに入れたら歩くことはおろか立つことさえできないだろう。しかしトレード窓の射程距きよ離りを利用すれば、複数のプレイヤーを介かいして移動させることはできる。

　鈍にぶい落下音は途と切ぎれることなく続き、いつしかクマの悲鳴は聞こえなくなった。さほど広くない草地は転がり落ちた丸太で埋うめ尽つくされてしまっただろうが、それを回収する手間ごとき、ログハウスを失う悲しみに比べれば、百五十本が千本だろうと……いや一万本だろうと耐たえられる。

　そんなことを考えながら、ようやく最後の一本となった丸太が転がっていくのを見守っていると。

　いきなり耳に馴な染じみのない、重じゆう厚こうだがどこか寂さびしげな音色のファンファーレが響ひびき、俺の体を青い光のリングが包んだ。高速で回転するそれが頭上に抜け、消えると、眼前に新たなメッセージ窓。

【Ｋｉｒｉｔｏのレベルが13に上じよう昇しようしました】

　──１からいきなり13!?　どうしてそんなに!?　丸太をいっぱい転がしたから!?

　一いつ瞬しゆんそんなことを考え、すぐに気付く。大量の経験値が入った理由は、もちろん丸太転がしではなく、その丸太の下した敷じきになったトゲバリホラアナグマが死んだからだ。痛い目に遭あって逃げてくれればと思っていたのだが、百五十本もの丸太の大だい瀑ばく布ふはクマの残りＨＰを全て削けずり切ってしまったらしい。

　しかしそれならなぜ、レベルアップメッセージの前にアイテム獲かく得とくメッセージが出なかったのだろう。野生動物型モンスターでも、倒たおせば金はともかく素材アイテムぐらいはドロップするはずなのに。

　首を傾かしげつつ、屋根を慎しん重ちように這はい進すすんで、草地を覗のぞく。

　アイテムがドロップしなかった理由はすぐに解わかった。無む秩ちつ序じよに積み重なる丸太の海の中央に、大きく四肢を広げたクマの骸むくろが見えたのだ。この世界では、モンスターはＨＰがゼロになってもＳＡＯのように四散せず、死体が残るらしい。つまりドロップアイテムを手に入れたければ、あれをどうにかする必要があるというわけだ。

　ならばすぐには消えないだろうと考え、屋根の穴まで這はい戻もどる。ここで落ちたら締しまらないことこの上ないので、足から慎しん重ちように下ろしていき、梁はりを経由して室内に戻もどる。途と端たん、

「やったね、キリトくん！」

　という歓かん声せいとともに、アスナが砲ほう弾だんのようにすっ飛んできて俺の首に抱だきついた。細い背中をぽんぽん叩たたきながら、アスナが頑がん張ばったおかげだよと言おうとして、すぐ近くに立つアリスとリーファのニュアンス豊かな視線に気付く。口から出る寸前で微び修しゆう正せいを加え、

「み、みんなが頑がん張ばったおかげだよ」

　と言うと、そうでしょうとばかりにアリスが澄すまし顔がおで頷うなずいた。




　クマ襲しゆう来らいという、この世界に転移してきて最大の──いや最大はアインクラッドからの墜つい落らくだろうから二番目の危機をどうにか乗り切った俺たちは、手分けして全ての丸太を再びホームストレージに戻もどした。あとには、巨きよ大だいなクマの死体だけが残る。

「……で、コレ、どうするわけ……？」

　リーファが微び妙みような表情で誰だれにともなく問うと、アスナとアリスが無言で俺を見た。アリスはアンダーワールドで、狩かった獣けものを処理した経験があるのでは……と思ったがここは自分で何とかするべく、石ナイフを握にぎる。

　いくらユナイタル・リングのグラフィックが高精度でも、まさか死体の中身を全て再現しているわけではあるまい。ならば獲え物ものの解体も、恐おそらくワンアクションかツーアクションで完結するはずだ。そうであってくれ……と祈いのりながら、クマの顎あご下したにナイフを突き立てる。胸から腹へひと息に切きり裂さいていくと、巨きよ大だいな死体が眩まばゆくフラッシュし、そのまま消え、同じ場所にどさどさっと大量のオブジェクトが落下する。

【解体スキルを獲かく得とくしました。熟練度が１に上じよう昇しようしました】

　というメッセージはある程度予想していたのですぐに消し、地面に積み重なるアイテム群を眺ながめる。ふさふさした毛布のようなものはクマの毛皮、ピンク色の巨きよ大だいな塊かたまりはクマ肉だろうが、他にも細々としたアイテムが散らばっている。

「ストレージに直接入るんじゃないのね……」

　と呟つぶやいたアスナが、地面から何かを拾い上げた。長さ十センチ近い、大きく湾わん曲きよくした爪つめだ。それを見たアリスが、難しい表情で応じる。

「しかしこれだと、ルート権はどのように管理されるのでしょう？」

「誰だれでも拾える……んだろうな」

　そう答えてから、俺も唸うなった。

「うーん、でもクマ皮とかクマ肉ならともかく、大規模なレイド戦でレアな武器だのアイテムだのがドロップした時はえらいことになりそうだな。事前に獲かく得とくルールを決めるにしても、それを無視することもシステム上は可能なわけだし……」

　一同ふむむと考え込んでしまうが、そんな問題に直面するのは相当先のことだろう。アスナがクマの爪つめをひょいっと俺に放り、空いた両手を軽く打ち合わせた。

「まあ、いまはわたしたちしかいないもんね。クマさんの素材はストレージに入れておいて、補修アイテム集めに戻もどりましょ」

「そうだな」

　頷うなずき、リングメニューを出す。変色していないアイコンは、いよいよ残り一つ。猶ゆう予よ期間が終わるまであと三十分だ。それを見たリーファが、深刻な顔になる。

「そうは言ってもキリト君、次はいよいよ鉄を集めないとなんでしょ？　探す場所のあてはあるわけ？」

「まあ……なくもない」

「え、ほんと？　どこ？」

　三人にまじまじと見つめられた俺は、アスナから受け取ったクマの爪つめを二本の指で摘つまみ、くるりと回転させた。

「こいつのお家うち」
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「なんか……アレに似てるわね。シロダツ」

　というリズベットの言葉に、シリカは右手に木のスプーンを持ったまま瞬まばたきを繰くり返かえした。

「し……しろだつ？　って何ですか？」

「あれ、シリカんちじゃそう言わない？　えーっとほら、なんかグニグニ、ジャクジャクした食べ物……」

「グニグニ、ジャクジャク……」

　怪あやしげな擬ぎ態たい語ごを繰くり返かえしてみても、当然ながらリズベットが何を表現しようとしているのかは解わからない。

　シリカが左手に持っている椀わんには、スパイシーな香かおりのスープがなみなみと注がれている。具はほんのわずかな細こま切ぎれ肉にくと、ある種のパスタのように捻ねじれた紐ひも状じようのもの。紐ひもの正体は解わかっている──シリカとリズベットが苦労して作った《イヅラ草の粗そ雑ざつな細ほそ縄なわ》だ。

　リズベットが咀そ嚼しやくし終えるのを見届けてから、シリカも細ほそ縄なわをスプーンですくった。長さ七センチほどに切きり揃そろえられているが、両りよう端はしがでろーんと垂れ下がる様は食欲をそそるとは言いがたい。何度か躊ちゆう躇ちよしてから、えいやと口に放ほうり込む。

　嚙かみ締しめると、まずグニッという弾だん力りよくが歯を押し返し、次いでジャクッという繊せん維い感かんとともに切断された。確かにこれはグニグニジャクジャクだ。味はあまりない──強しいて言えばたっぷり吸い込んだスープの味だが、食感は案外違い和わ感かんがない。と言うより、現実世界でもよく似たものを食べたことがあるような気がする。

　咀そ嚼しやくしながら記き憶おくを探さぐっていると、不意に遠い過去の味覚が甦よみがえった。

「あっ……これ、ニイモジですよ！　昔、佐さ賀がのお祖父じいちゃんとこで食べたことあります！」

　シリカがそう言うと、今度はリズベットが胡う乱ろんな顔をする。

「ニイモジぃ～？　シロダツでしょー？」

「あたしそんな食べ物知りませんよ。ニイモジですって絶対」

　二人でぬぬぬと睨にらみ合あっていると、向かい側で上品に口を動かしていたユイがくすっと笑えみを漏もらした。

「リズさん、シリカさん、お二人とも同じ食材に言げん及きゆうしていますよ。シロダツもニイモジも、ズイキの方言です」

「ずいき……？」

「サトイモ属の植物の茎くきのことです。生のまま煮にたり、乾かん燥そうさせたものを戻もどして調理します。私はもちろん食べたことはありませんから、このイヅラ草と実際にどれくらい似ているのかは判断できませんが」

「へええ、サトイモの茎くきかぁ……」

　スプーンに横たわるイヅラ草の煮に物ものをしげしげと眺ながめながら、リズベットが言った。

「……確かザ・シードシード系ゲームゲーの食べ物って、現実の食べ物から味とか食感とかをサンプリングしてるのよね。だったらイヅラ草のサンプリング元は、シロダツなのかもねー」

「ニイモジですけどね」

　すかさず口を挟はさんでから、シリカは再びイヅラ草を頰ほお張ばり、嚙かみ切きった半分を指で摘つまんで膝ひざの上のピナに近づけた。小しよう竜りゆうはふんふん匂においを嗅かいでから、ぱくっと頰ほお張ばる。どうやら嫌きらいな味ではないようだ。

　三人と一匹ぴきが座すわっているのは、差さし渡わたし十メートルほどもありそうな円形テントの片かた隅すみ。と言っても入り口からは遠く、床ゆかにはふかふかした毛皮のラグが敷しかれているのでいちおう上座なのかもしれない。

　モンゴルの遊牧民が使うゲルを彷ほう彿ふつとさせるテントの中央には巨きよ大だいな囲炉裏ハースが掘ほられ、これまた巨きよ大だいな鉄てつ鍋なべが火に掛かけられている。その周囲にはバシン族ぞくの大人と子供が輪になって座すわり、賑にぎやかに食事をしている。鍋なべの中身は、シリカたちが食べているスープと同じ。崖がけ下したの穴から運んできた《イヅラ草の細ほそ縄なわ》六十本を宿代として提供したところ、大喜びした彼らが食事に誘さそってくれたのだ。どうやらバシン族ぞくにとってはかなりのご馳ち走そうらしい。

　まあ、食べ慣れれば美味おいしいのかも……と思いながらシリカが椀わんを空からにすると、荒あれ地ちで会った槍やり使つかい──いまは槍やりを持っていないが──の男が近づいてきて、陽気な声を出した。

「ℵℵℵℵℵ」

　言葉は相変わらず聞き取れないが、すぐにユイが通訳してくれる。

「お代わりはどうだ、と言っています」

「え…………」

　思わず隣となりを見ると、リズベットが「断るのも失礼じゃない？」と囁ささやくので、なるほどと思い椀わんを差し出す。

　受け取った槍やり使つかいは、愉ゆ快かいそうに笑ってから「ℵℵℵℵ、ℵℵℵℵℵ」と言い残し、囲い炉ろ裏りのほうへ歩いていった。

「ユイちゃん、あの人、何て言ったの？」

「ええと……」

　なぜか一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せてから、ＡＩの少女は小声で答えた。

「フェル族ぞくの娘むすめにしては大食いだな、だそうです」

「お、大食いって……勧すすめておいてその言い方……」

　隣となりでリズベットが「ぬひひひ」と笑うので軽く肘ひじ打うちしておいて、気になった単語に関して訊たずねる。

「えと……フェル族ぞくってなに？」

「さあ……私の内部記き憶おくには存在しない単語です。恐おそらく《バシン族ぞく》同様、この世界に住む民族の名前だと思うのですが……」

　それを聞いたリズベットが、椀わんに残ったスープをひと息に流ながし込み、もぎゅもぎゅごくんと消しよう滅めつさせてから言った。

「つまりこの《ユナイタル・リング》って世界には、バシン族ぞく以外にもいろんな民族のＮＰＣが暮らしてるってことよね。だったら、もっと文明の進んだ……アインクラッドの《はじまりの街》みたいな大きい都市もあるんじゃないの？」

「あー、確かにそうかも……」

　頷うなずきながら、シリカはテントの屋根を見上げた。素そ朴ぼくな模様を染そめ抜いた厚布でできていて、囲い炉ろ裏りの真上にはなぜか星形をしている煙けむり抜ぬきの穴があり、漆しつ黒こくの夜空がわずかに覗のぞく。

　シリカたちが連れて来られたバシン族ぞくの居住地は、この大テント一張りと小型テントが七つ八つあるだけで、規模としては村にも満たない。居住地の外れにはたくさんの山や羊ぎ（のような動物）が囲いに入れられていたので、定住しているのではなく遊牧民のような暮らしをしているのかもしれないが、どうあれシリカたちが必要としている《装備》と《情報》はここでは手に入りそうもない。

　もちろんいまはまだＡＬＯから持ち込んだ武器防具が使えるのだが、ユイの推測によれば、重量オーバーを無視できる猶ゆう予よ期間はリングメニューのアイコンの色が全て変わる頃ころ、つまりあと三十分足らずで終わってしまうらしい。それ以降は使い慣れたライトアーマーとダガーをストレージに仕し舞まい、もっと軽量な装備にチェンジしなくてはならないが、このままではしばらくインナーウェアだけで堪たえ忍しのぶことになりそうだ。バシン族ぞくの女性たちもかなり涼すずしそうな格好をしているので、悪目立ちすることはなさそうだが。

「……けど、どこかに大きい街があるとしても、そこまでの道中にもモンスターは出るでしょうしね……」

　シリカが呟つぶやくと、リズベットも難しい顔で頷うなずいた。

「そりゃそーよね。まったく、猶ゆう予よ期間が四時間って短すぎよね……。これじゃログアウトのためのシェルターを作るのが手て一いつ杯ぱいで、新しい装備なんてぜんぜん無理でしょ」

「せっかくリズさんが持もち越こした鍛か冶じスキルも宝の持もち腐ぐされですよね」

「悪かったわね、メイススキルより鍛か冶じスキル上げてて」

　拗すねたように口を尖とがらせるリズベットの右の二にの腕うでを、指先でふにふに摘つまむ。

「いえいえ、頼たよりにしてますよー」

「ちょい！　揉もむな揉もむな！」

　そんなやり取りをしていると、バシン族ぞくの槍やり使つかいが湯気を立てる椀わんを持って戻もどってきた。礼を言って受け取り、たっぷり入っているニイモジ──ではなく煮にイヅラにさっそくスプーンを突っ込む。

　槍やり使つかいは、少し遅おくれて食べ終えたリズベットとユイにもお代わりするかと訊たずねたようだが、二人は丁てい重ちように断った。頷うなずいて去ろうとする男に、ユイが何やら話しかける。

「ℵℵℵ、ℵℵℵℵℵℵ、ℵℵℵℵ？」

「ℵℵℵℵℵ、ℵℵℵℵℵℵℵℵ」

　相変わらずノイズにしか聞こえない会話はしばらく続き、槍やり使つかいは両手を広げるジェスチャーをしてから囲い炉ろ裏りのほうに戻もどっていった。

「ユイちゃん、何話してたの？」

　リズベットが訊たずねると、少女は自分が着ている白ワンピースを見下ろしながら答えた。

「余っている防具があったら、私たちに譲ゆずってくれないかお願いしてみたのです」

「お……おお、ナイス交こう渉しよう力りよく……」

「いえ、この野営地に不要な物は一つもないと言われてしまったのですが……でも、取引には応じるそうです」

「取引……って言っても……」

　シリカも自分の体を見下ろす。

　この世界に転移した時にストレージは空っぽになってしまったので、いまのシリカの財産は防具ワンセットと愛剣《イーススレッダ》だけだ。たとえもうすぐ装備できなくなってしまうとしても、これらを差し出すわけにはいかない。膝ひざの上で煮にイヅラをもぐもぐしているピナに至っては論外である。事情はリズベットも同じはず。

　しかしユイはさっとかぶりを振り、予想外の言葉を口にした。

「いえ、彼らが求めているのはシリカさんたちの装備ではなく、労働力……というか戦せん闘とう力りよくのようです」

「せ、戦せん闘とう力りよく……？」

「ええ。槍やり使つかいさん……《タジル》さんというお名前のようですが、あの方のお話によると、南に落下したアインクラッドの他にももう一つ、野営地の北東に落ちていく小さな星を見たそうです。そちらにも悪あく魔まが乗っていなかったか確かめなければならないので、調べにいく時に力を貸してくれるなら、私たちにも武器と防具をくれると言っていました」

「小さな星……？」

　呟つぶやくと、シリカは天てん井じようの煙けむり抜ぬき穴を見上げた。小さな夜空に星はほとんど見えない。恐おそらくバシン族ぞくたちが見たのはいわゆる流れ星ではなく、落下するアインクラッドから分ぶん離りしたフロアの欠片かけらなのではないか。

　その推測を口にすると、リズベットが疑わしそうに言った。

「うーん、でも、あたしたちここまで相当歩いてきたでしょ？　アインクラッドの欠片かけらが、そんな遠くまで落っこちるもんかしらね？」

「断だん片ぺんの形状によっては、有り得る……と思います」

　そう答えたのはユイだった。ワンピースの裾すそから少しだけ覗のぞく膝ひざ小こ僧ぞうの上で両手をきゅっと握にぎり締しめ、言葉を続ける。

「もともとザ・シード系ＶＲＭＭＯは、物理演算フイジツクスエンジンにおける空気抵てい抗こう値ちを現実世界より大きく設定してあるのです。高所落下時の心理的ショックによってアミュスフィアの安全機構が働いてしまうのを防ぐためだと思いますが……そのせいで、かなり大きなオブジェクトでも、風に乗るような形になると予想外に遠くまで滑かつ空くうすることがあります。ただ偶ぐう然ぜんそうなることは稀まれで、プレイヤーによる調整が必要になると思いますが……」

「ふむむ……」

　少々難しめな説明をなんとか咀そ嚼しやくすると、シリカは視線をユイからリズベットに移した。

「リズさん、もしその欠片かけらに街の一部が載のってたら、装備とか消しよう耗もうアイテムとかをゲットできる可能性はありますよね」

「まあ、可能性が絶対にないとは言わないけど……あたしは山とか野原とかだと思うなぁー」

「だとしても、このへんじゃ採取できないレア素材が見つかるかもしれないじゃないですか。たとえ空から振ぶりでも、調査を手伝うだけで装備をくれるって言うんですから、乗らない手はないですよ！」

「あんた、相変わらずおトクな話が好きねぇ」

　呆あきれ顔がおでそう言ったものの、リズベットも最終的にはこっくりと頷うなずいた。

「ま、他に選せん択たく肢しもないか。──ユイちゃん、えっと……タジルさんだっけ？　あの人に伝えてくれるかな。調査に協力する件、ＯＫだって」

「はい！」

　ユイが立ち上がり、囲い炉ろ裏りの傍そばまで歩いていって槍やり使つかいに話しかける。再び言葉が交かわされ、槍やり使つかいがシリカたちを見て、にやりと笑いながら右手に持っていた杯さかずきを掲かかげた。取引成立、とシリカが安あん堵どの息を吐はきかけた、その時。

「ℵℵℵ！」

　荒あら々あらしい叫さけび声ごえが響ひびくや、テント入り口の垂れ布が乱暴に押しのけられた。のっそりと入ってきたのは、いままで見たバシン族ぞくの誰だれよりも背が高く、逞たくましい──女戦士。

　胸と腰こし周まわりに革かわ鎧よろいを着けているだけで、背せ丈たけだけでなく露ろ出しゆつ度ども他の女性よりかなり高い。その肌はだに精せい緻ちかつ勇ゆう猛もうなペイントを施ほどこした女戦士は、囲い炉ろ裏りの前まで大おお股またに歩み寄ると、ハスキーだがよく響ひびく声を槍やり使つかいにぶつけた。しばしやり取りが続いたが、どうも女戦士のほうが地位は上のようだ。ときおりシリカたちに向けてくる視線には、明らかな敵意ともしかしたら侮ぶ蔑べつの色が混じっている。

　やがて槍やり使つかいが肩かたをすくめながら頷うなずき、近くにいたユイが駆かけ戻もどってくると、シリカたちに言った。

「あの女の人は《イゼルマ》さんといって、この野営地のリーダーさんだそうです。イゼルマさんは、偵てい察さつに加わるなら実力を見せろ……と言っています」

「じ、実力って……」

　立ち上がってみたもののどうしていいか解わからないシリカの隣となりで、リズベットが囁ささやく。

「まさかのイベント戦せん闘とうかしらね。そうだったらシリカ、任せたわよ」

「え、ええ!?　あたしが!?」

「だってこっちは武器スキルじゃなくて鍛か冶じスキル持もち越こしだもん」

「そんなこと言ったって、あたしもまだレベル１なんですよ！」

　小声で抗こう弁べんするが、リズベットは微ほほ笑えみながらシリカの肩かたをぽんぽん叩たたくのみ。

　こんなことなら、サソリやヒヨケムシ相手にいくらかレベルを上げておけば良かった……と思うが後の祭りだ。それにアインクラッドが落下してから槍やり使つかいたちと遭そう遇ぐうするまでの数時間は、生き延びることだけに精せい一いつ杯ぱいでとても定てい点てん狩がりなどできる状じよう況きようではなかった。

　──ＨＰが三、いや二割減ったら速そつ攻こうで降参しよう。

　そう心に決めると、シリカは左手で抱だいていたピナをユイに差し出した。小しよう竜りゆうはぱたぱた羽ばたいて少女の頭に落ち着き、「きゅるっ！」とひと声鳴く。ユイも「頑がん張ばってください！」と両りよう拳こぶしを握にぎり、リズベットは無言でサムズアップしてくる。

　二人と一匹ぴきに見守られながら、シリカはテントの中央に向かった。

　食事をしていたバシン族ぞくたちは壁かべ際ぎわに退き、囲い炉ろ裏りのそばには女戦士イゼルマだけが残っている。近付いていくと、相手の大きさが実感できる。身長だけなら土妖精族ノームの斧おの戦せん士しエギルより高いのではないか。

　いまさらのように話し合いで済ませたくなるが、相変わらず言葉は通じないし、猶ゆう予よ期間も恐おそらくあと十分足らずで終わってしまう。重量オーバーで動けなくなったら、イゼルマに勝利するなど夢のまた夢だ。

　囲い炉ろ裏りを挟はさんで立ち止まったシリカを、女戦士はじろりと見下ろした。懸けん命めいに見返していると、ふと相手が武器を何も持っていないことに気付く。まさか素す手でで……と思ったその時、イゼルマがおもむろに腰こしを屈かがめ、囲い炉ろ裏りの隅すみに積んである未使用の薪まきを一本拾い上げた。

　棒で戦おうというのか。ならばこちらもそうするべきか。

　途と惑まどうシリカをじろりと睨にらみ、イゼルマが口を開いた。

「ℵℵℵℵℵ、ℵℵℵℵℵℵℵ」

　すかさず、後方からユイの通訳が届く。

「シリカさん、いまから薪まきを投げるから、空中にあるうちに真っ二つにしてみせろ、と言っています！」

「へっ……そ、それだけでいいの？」

　反射的にそう口走ったシリカの言葉もイゼルマには通じないはずだが、表情でなにがしかを察したようだった。いっそう険しい顔になり、「ℵℵ！」と叫さけぶや薪まきを高々と放り投げる。

　やれるものならやってみろ、と言われたことは通訳なしでも解わかった。

　右手が半ば自動的に閃ひらめき、左ひだり腰こしからイーススレッダを抜いた。放物線の頂点に達した薪まきが、くるくる回転しながら落ちてくる。

　正確に真ん中を狙ねらって下から斬きり上げれば、それだけでも両断できるだろう。しかしシリカは愛剣を右みぎ脇わきに引きつけ、手首を小さく返した。キュイイン、という音とともに刀身が赤々と輝かがやく。イゼルマが鋭するどく息を吸い込みながら一歩下がる。

　システムアシストによって加速されたシリカの右手が、機き関かん銃じゆうのように連続して撃うち出された。短たん剣けん用よう四連撃ソードスキル、《ファッドエッジ》。

　技わざ名めいのｆａｄは「気まぐれ」という意味らしい。その名のとおり照準はやや正確さに欠けるのだが、シリカは長年の修練で狙ねらいを自力補正するテクニックを身につけている。スピードと威い力りよくは申し分なく、しかも剣はヨツンヘイム産の古代級エンシエント武具・ウエポン。ズカカカッ！　と爽そう快かいな衝しよう撃げき音おんがテントの壁かべを揺ゆらし、落下しつつあった薪まきが一いつ瞬しゆん停止した。

　雷らい光こうの如ごとく鞘さやに戻もどったイーススレッダが、ちんと口金を鳴らすと同時に。

　薪まきが空中で音もなく五つに分ぶん離りし、囲い炉ろ裏りの灰に次々と落下した。

　ぽかんと口を開けたイゼルマが何かを言うより早く、テントの壁かべ際ぎわから盛せい大だいな歓かん声せいが沸わき起おこり、子供たちが駆かけよってきた。「ℵℵ！」「ℵℵ！」と口々に喚わめく子供たちの顔を見ながら、早くバシン語が話せるようになりたいと思うシリカだった。
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　九月二十七日、午後九時五分。

　ついに、リングメニューの全てのアイコンが赤あか紫むらさき色いろに染まる瞬しゆん間かんが──すなわち猶ゆう予よ期間の終わりが訪おとずれた。俺とアスナ、アリス、リーファはその時を、ログハウスのリビングルームで迎むかえた。

　メニュー左上の、歯車マークのシステムアイコンに少しだけ残っていたブルーが、徐じよ々じよに、しかし確実に塗ぬり替かえられていき──そして消え去った。その刹せつ那な、すでに予想していた現象と、まったく想像もしていなかった現象がいくつか連続的に発生した。

　俺が最初に気付いたのは、窓から差し込む光だった。朝日ではない。異様なまでに鮮あざやかな、赤みがかった紫むらさき色いろ。割れたままの窓に駆かけ寄より、見上げると、夜空に光のカーテンが幾いく重えにも揺ゆらめいている。オーロラだ。

　次いで、声が聞こえた。幼い少女のあどけなさと、長じた女性の思し慮りよ深ぶかさが同居した不思議な……しかしどこかで聞いたことがあるようにも思える声。




『種は芽め吹ぶき、枝葉を広げ、環わとなって門を作る。望み果つる大地に招かれた者たちよ、一つの命を守まもり抜きなさい。数あま多たの苦難を堪たえ忍しのび、幾いく許だの窮きゆう境きようを生き延び、極光の指し示す地へと至った最初の者に、全てを与あたえましょう』




　遥はるか高みから降り注ぐ声が途と切ぎれると同時に、夜空を彩いろどっていたオーロラも消え去った。

　──招かれた者たち？　全てを与あたえる……？

　窓まど際ぎわに立たち尽つくしたまま、俺は告げられた言葉の意味するところを推おし量はかろうとした。しかし突とつ然ぜん背後で悲鳴が聞こえ、慌あわてて振り向く。

「どうし……」

　た、の音をため息に変えてから、俺は改めて呟つぶやいた。

「……だから脱ぬいどけって言ったのに……」

　リビングルームの中央では、三人の女性プレイヤーが揃そろって床ゆかに両手を突いている。みんな懸けん命めいに体を起こそうとしているが、這はいつくばってしまわないよう頑がん張ばるだけで精せい一いつ杯ぱいらしい。四時間の装備猶ゆう予よ期間が終しゆう了りようし、ハイレベル防具の重みで重量オーバーになってしまったのだ。ことに、一人だけ金きん属ぞく鎧よろい装備のアリスは限界間近のようだが、必死の表情で顔を持ち上げると俺に向けて命じた。

「キリト、ちょっと外に出ていなさい！」

　そう言われることを予期していたので「はーい」と素す直なおに頷うなずき、いまにも戸と枠わくから外れそうなドアを慎しん重ちように開けて玄げん関かんポーチに移動する。

　トゲバリホラアナグマの体当たりを受けて、ログハウスはいっそう激しく損傷してしまった。ほぼ無傷だった前面外がい壁へきも二箇所でクレーターのように凹へこみ、基き礎そもかなり傾かたむいている。計算では耐たい久きゆう力りよくが尽つきるのは明日の朝六時頃ごろのはずだったが、先ほど確かく認にんしたら二時間ほど速まるようだ。つまり、デッドラインまであと七時間。

　だが、前向きな材料もある。家の補修に必要な素材アイテムのうち、最も入手に苦労すると思われた鉄鉱石が、ホラアナグマの巣穴で相当量見つかったのだ。どうやらあのクマは、鉄分を摂せつ取しゆすることで胸の毛皮に金属質の針を蓄たくわえるらしい。

　即そく席せきの石いし斧おので掘ほれる限りの鉱石を掘ほってきたが、これで必要量を満たせるかどうかは溶とかしてみないと解わからない。つまり次のミッションは、いよいよ鉄器文明の第一歩──製せい鉄てつ炉ろの作製だ。

「……その前に、そろそろ服が欲ほしいな……」

　呟つぶやき、相変わらずパンツ一枚のアバターを見下ろす。この格好で夜の森をうろつくのは実に心細い経験だったが、リーファが剣を使えるうちにクマの巣穴を見つけなければならなかったのだ。実際、探たん索さく中ちゆうに一度だけだがオオコウモリ型モンスターと戦せん闘とうになったので、我わが賢けん妹まいがいなければ鉄の在あり処かまで辿たどり着つくことはできなかっただろう。一気にレベル13まで上がりはしたものの、やはりＲＰＧはしっかり装備してナンボの世界だ。

　製せい鉄てつ炉ろ最優先、そのついでに防具──せめて服。

　そう心に決めた時、家の中から俺を呼ぶ声が聞こえた。

「お兄ちゃん、もういいよー」

　いいと言っても、重量オーバー問題をどう解決したのか。訝いぶかしく思いながら、そっとドアを開ける。

　松明たいまつに照らされるリビングルームには、女性陣が横並びで立っていた。驚おどろいたことに、全員同じデザインのワンピースのような服を着ている。
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「ええっ……そ、それどしたの!?」

　右手の人差し指を左右に往復させながら訊たずねると、アスナが誇ほこらしさ七割、申し訳なさ三割ほどの表情で答えた。

「アマネ草の繊せん維いで布を作って、それから服を作ったのよ」

「い、いつの間にそんな……」

　啞あ然ぜんとする俺に、今度はアリスがニッコリ微ほほ笑えみかけてくる。

「アルヴヘイムから持ち込んだ装備がいずれ使えなくなることは、キリトが身を以もつて示してくれましたからね。その時に備えて準備していたのです」

「ち、ちなみにそれ、俺のぶんは……」

　ないのですか、と問う前に、リーファが両手をぱんと合わせた。

「ごめんキリト君、《アマネ草の粗あら布ぬの》があたしたちの服だけでなくなっちゃったんだ。また作るから、もうちょっと我が慢まんしてて！」

「…………ハイ」

　何なら自分で作ればいいわけだし、と自分に言い聞かせ、ここは納なつ得とくしておく。いまは他に話すべきことが山ほどある。

「……それで、さっきの……」

「ちょい待ち、お兄ちゃん、その前に何か言うことないの？」

　割わり込んだリーファがそんな台詞せりふを述べながらくるりんと回転してみせるので、俺は鼻からふすっと息を漏もらした。

「あ、ハイ、三人とも大変よくお似合いで……」

「キリトくん、このゲームって撮さつ影えい機能ないの？」

　などとアスナまで言い出すところを見ると、三人ともその場しのぎの粗あら布ぬのワンピースが案外気に入っているらしい。あるいはそれは、出で遭あって以来初めてお揃そろいの格好をしているからだろうか。

　そう考えると、嬉うれしそうな三人の姿を撮さつ影えいしてやりたくなるが、残念ながら──。

「ＵＩには撮さつ影えいボタンとかはなさそうだな……。ＳＡＯみたいに撮さつ影えいアイテムがあるのかもしれないけど、当分手に入らないだろうな」

　俺の答えに最も残念そうな顔をしたのは、意外にもアリスだった。しかしすぐに表情を引き締しめ、窓の外を見やる。

「……先ほどの声……何やら妙みようなことを言っていましたね。全てを与あたえる、とか何とか」

「あー、言ってた言ってた！」

　リーファが叫さけび、アスナも頷うなずく。

「全てって、実質何にも言ってないのと同じだよね……。わたしたちに何かをさせたいんだってことはどうにか解わかったけど……」

「何やら、最高司祭様を思い出させる口ざまでしたね」

　アリスの感想に、俺ははたと手を打った。どこかで聞いたような、と感じたのは、アンダーワールドの人界を支配していた半神半人、最高司祭アドミニストレータの思わせぶりな言いようと似ていたからかもしれない。アスナとリーファも、アンダーワールドの歴史や出来事にはかなり詳くわしいので途と惑まどう様子はない。何せ二人は、むこうでは創世神ステイシアと地神テラリアなのだ。

　だがもちろん、実際に先刻の声がアドミニストレータのものであるはずがない。かの支配者は、セントラル・カセドラルの最上階で間ま違ちがいなく入にゆう寂じやくし、そのフラクトライトは消しよう滅めつした。俺の最高の相棒だった親友の命と引き換かえに──。

　不意に鋭するどい痛みが胸を貫つらぬき、俺はしばし息を詰つめた。深呼吸して疼うずきを記き憶おくの水底に沈しずめ、心配そうにこちらを見ているアスナたちに微ほほ笑えみかける。

「……まあ、さっきの声のことは後回しにして、いまは家の修理を急ごう。俺は河原に行って石を集めてくるから、アスナたちは丸太から薪まきを……」

　しかし、最後まで言うことはできなかった。外的要因ではない。いきなり強きよう烈れつなまでの喉のどの渇かわきに襲おそわれ、声を出せなくなってしまったのだ。

　ＨＰバー、ＭＰバーの下を見ると、青いＴＰサースト・ポイントバーがいつの間にか半分を割わり込み、その下の黄色いＳＰスターブ・ポイントバーも二割ほど減っている。猶ゆう予よ期間が免めん除じよしてくれていたのは装備重量上限だけではない。飢うえと渇かわきも止まっていたのだが、謎なぞの声とともにその加護も消えた……いよいよここから本物のサバイバルゲームが始まるというわけだ。

「の……喉のど渇かわいた……」

　という掠かすれ声ごえに視線を戻もどすと、リーファたちも喉のど元もとを押さえたり、空から咳ぜきをしたりしている。現実世界の肉体が水分不足になるには早すぎるので、この渇かわきはゲームシステムが発生させている仮想の感覚だ。つまり無理やり我が慢まんしても生身の体に悪あく影えい響きようはないが、ＴＰバーがゼロになれば次はＨＰバーが減り始める。この世界で死なないために、急いで水分を補給しなくてはならない。

「前ぜん言げん撤てつ回かい、みんなで川に行こう」

　俺の提案に、三人が揃そろって頷うなずいた。俺とアスナ、アリスは愛用の石ナイフ、リーファは鉱石採さい掘くつの時に使った石いし斧おのを装備し直し、家から出る。

　俺が左手に持った松明たいまつを頼たよりに南西の道を急ぎ、河原へ。涼すずしげにさざめくせせらぎの音を聞いただけで、喉のどの渇かわきが倍加する。何か素材を見つけてコップを作るつもりだったのだが、とても我が慢まんできない。

　川べりにひざまずき、松明たいまつを石の間に固定してから、両手を水に突っ込む。手が切れる……というほどではないが充じゆう分ぶんに冷たい水をすくい取り、口くち許もとへ。ごくごく喉のどを鳴らして飲むと、痺しびれるような陶とう酔すい感かんが後頭部のあたりに広がり、ＴＰバーが回復し始める。アスナたちも無言で俺の左右にしゃがみ込み、水を口に運んだ。俺も二杯はい、三杯ばいと立て続けに飲み干し、やっと人ひと心ごこ地ちがつく。

　ＴＰバーが右みぎ端はしまでフル回復した瞬しゆん間かん、俺は視界端はしの時刻表示を確かく認にんした。午後九時十五分。ここからしばらくは喉のどの渇かわきを我が慢まんして、ＴＰが危険なほど減るまで何時間かかるのか確かく認にんしなくてはならない。

　水分補給を終えたアスナたちと一いつ緒しよに立ち上がり、四人とも子供のように胸むな元もとを濡ぬらしていることに気付いて照れ笑いを浮うかべる。

「……コップが欲ほしいところですね」

　アリスが言うと、アスナが河原を見回した。

「さすがにコップは草じゃ作れないわよね。木を彫ほって作るのかな……」

「それよりは、土器を焼くほうが簡単そうだなぁ」

　と言ってから気付く。

「いや、喉のどが渇かわくたびにいちいちこの川まで来るのは面めん倒どうだな。水をいっぱい溜ためられる容器と、携けい帯たい用の水すい筒とうを作らないと……」

「いっそ、井い戸どを掘ほったらどうなのです？」

　アリスの指し摘てきに、なるほどと頷うなずく。アンダーワールドの人界も上水道が整備されていたのは央都セントリアくらいで、ルーリッドやザッカリアのような地方の村や町では井い戸どと水がめを利用していた。しかしそれが可能なのはあの世界が単なるポリゴンの集合体ではなかったからで、普ふ通つうのＶＲゲームでは地形の改変……大きな山を作ったり深い穴を掘ほったりということはできないようになっている。

「うーん、井い戸どはおいおい試ためしてみるとして、いまは製せい鉄てつ炉ろのほうを……」

　優先しよう、と言おうとした俺の腹から、ぐううぅぅ～～という陽気な音が響ひびいた。同時に強い空腹感が襲おそってきて、視界左上を見ると今度はＳＰバーが半分近くまで減っている。

　自分のお腹なかも鳴るのではと考えたのだろう、アスナたちがさっと腹部を押さえた。現実世界ならある程度は効果的なアクションかもしれないが、仮想世界では残念ながら──。

「わーわーわー！」

　とリーファがいきなり大声を上げ、俺はびくっと体を強こわ張ばらせた。何ごとかと思ったが、どうやらハラヘリ音を誤ご魔ま化かすためだったらしい。賢けん妹まい改め愚ぐ妹まいのあほらしい行動に、兄としてひとこと言わずにはいられない。

「あのなあ、腹が鳴るくらいいいだろ……そもそもアバターなんだからさぁ」

「そんなかっこしてる原始人に言われたくないですぅー！」

「お、俺だって好きで裸はだかでいるわけじゃないぞ。リーファたちが俺のぶんも作ってくれないから……」

　そこまで言いかけたところで、再び謎なぞの音が聞こえ、俺は口を閉じた。今度は自分の腹からではなく外部から……具体的には、川の中ほどでばしゃっと大きな水音が響ひびいたのだ。

「……いまのなに？」

　アスナの言葉に、アリスも表情を引き締しめる。

「魚でも跳はねたのでしょうか」

「えっ、お魚？　だったら捕つかまえようよ！」

　食い気丸出しで水辺に近づこうとするリーファの襟えり首くびを、俺はぐいっと引っ張った。

「あのなあ、まだ魚だって決まったわけじゃないぞ。ワニかもしれないだろ」

「あはは、針葉樹の森にワニなんかいないよー」

「お前、そんな現実世界の常識がゲーム世界に通用するとでも……」

　ばしゃばしゃっ。

　と前回より近い場所で、新たな水音。何かが近づいてきている。

「水から離はなれろ！」

　最小限の音量でアスナたちに指示し、リーファの襟えりを摑つかんだまま後退。近くに立ててあった松明たいまつを左手で、右手で石ナイフを握にぎる。

「キリト、こちらにも火を！」

　その声に左を見ると、アリスが河原で拾ったらしい枝を突き出していた。先せん端たんに枯かれ草くさを巻き付けた松明たいまつには光量も耐たい久きゆう力りよくも劣おとるだろうが、いまは少しでも明かりが欲ほしい。左手の松明たいまつを近付け、枯かれ枝えだに点火する。

　一・五倍ほどになった光が、黒々とした水面を照らし出した。川が湾わん曲きよくしているせいか複雑な波が立っていて、水中までは見通せない。数秒間待ったが、新たな水音は聞こえない。

　──本当に魚だったのかな……。

　と緊きん張ちようを解きかけた瞬しゆん間かん、ほんの三メートルほど先の水面がざばっと割れた。現れたのは、まるでカモやアヒルのような、丸い頭と扁へん平ぺいなくちばし。しかし横よこ幅はばが三十センチ、長さはその倍もある。

「……か、カモノハシ……？」

　隣となりでリーファが囁ささやいた、その声が聞こえたかのように黄色いくちばしがパカッと開いた。

「クワッ」

　という鳴き声はアヒルにそっくりだが、緊きん張ちようを解く理由にはならない。なぜならくちばしの中には、細く鋭するどい牙きばが無数に並んでいるからだ。

「クワ、クワッ」

　ユーモラスな濁だみ声ごえでもう一度鳴くと、巨きよ大だいなくちばしはすうっと岸辺に近づいてきた。手て振ぶりでアスナたちを更さらに下がらせる。クマの時と同様、カーソルはまだ見えない。どうやらこのゲームは、自分かパーティーメンバーが実際に攻こう撃げきするかされるまで、カーソルが出現しない仕組みらしい。つまり相手が敵意を持ってこちらをターゲッティングしているのか、それとも無害な動物がエサ欲ほしさに近付いてきているのかを、システムを利用して判別することはできないわけだ。

　くちばしは、水みず際ぎわの少し手前で再び止まった。距きよ離りを取りつつ松明たいまつを突き出すが、こいつも炎ほのおを恐おそれる様子はない。丸い頭の両りよう脇わきについている丸い目は真っ黒で、オレンジ色の光を小さく反射している。

　突とつ然ぜん、ざばっと水を割って、くちばしの持ち主が体を持ち上げた。ずんぐりとした胴どう体たいに、がっしりした手足が生えている。やはりカモノハシかと思ったが、体は毛皮ではなく緑色の鱗うろこに覆おおわれているようだ。

　しばらく四よつん這ばいになっていたカモノハシが、いきなり上体を起こした。立ち上がると、頭の高さは俺の胸ほどもある。よくよく見れば前まえ脚あしより後うしろ脚あしのほうが大きく、たくましい。尻尾しつぽは長く、それでバランスを取って直立する様子は──。

「……恐きよう竜りゆうじゃん！」

　思わず叫さけんだ俺に向けて、カモノハシ改めカモノリュウ（仮）カツコカリがくちばしを開いた。

「クエエッ！」

　声は相変わらずアヒルそっくりだが、ずらりと並ぶ牙きばは明らかに肉にく食しよく獣じゆうのそれで、嚙かまれたら痛いでは済まない。あと一歩近づいてきたら迷わず攻こう撃げきしないとこちらが危険だ、と俺が腹を括くくった、その時。

　左側から何やら赤っぽい塊かたまりが飛んできて、いっぱいに開かれたままのくちばしにすぽっと収まった。

「グワッ！」

　鳴いたカモノリュウが、頭を下に向けて盛さかんにくちばしを動かす。すぐに吞のみ込んでしまうと、再びくちばしを開く。

　視線を動かすと、アスナが新たな塊かたまりを投げるところだった。ソフトボールほどもありそうなそれが、トゲバリホラアナグマの肉であることに俺はようやく気付いた。

　カモノリュウは二個目の肉もぺろりと食べ終えると、砂すな浜はまをアスナのほうへ移動した。短い両りよう腕うでをばたばた動かし、「クワッ、クワッ！」とせわしなく鳴く。それがおねだりの声であることはもはや明らかだが、このまま肉を与あたえ続けてもカモノリュウが満足するかどうかは解わからない。何せ相手は、クマよりは小さくとも大型犬の二倍くらいのサイズなのだ。

「あの、アスナ……」

　次の肉は少し遠いところに投げて、カモノリュウがそれを食べている間に逃げる作戦を俺は提案しようとした。しかしアスナはさっと右手を上げ、囁ささやく。

「この子の前に輪っかのメーターが見えてるの。いま、六割くらいまで上がってる」

「め、メーター……？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやき、悟さとる。それは恐おそらく飼い慣らしテイミングメーターだ。

　いや、でも、飼い慣らしてしまったらそれはそれで厄やつ介かいなことに……とはもう言えなかった。アスナはストレージから三つ目のクマ肉を取り出したが、今度は投げずに右手に持ったまま、ゆっくり近付いていく。カモノリュウは短く鳴き、一いつ瞬しゆん後ずさったが、食欲が勝ったのか踏ふみ留とどまって頭を突き出す。くちばしの先のほうにある鼻の穴でアスナの右手をふんふん嗅かいでから、肉を咥くわえ、咀そ嚼しやく。

　そこでアスナがちらりと俺を見て、切せつ羽ぱ詰つまったような声を出した。

「メーター、いっぱいになったけど何も起きない……どうすればいいの？」

「どうすればって……」

　アスナが始めたんじゃん！　と思いはしたがここまで来たら俺もテイミングを成功させてみたい。懸けん命めいに考えていると、右側でアリスが囁ささやく。

「野生の飛ひ竜りゆうを捕とらえる時は、肉を与あたえておとなしくさせてから手た綱づなを付けるのです」

「手た綱づな……そ、そうか」

　急いでリングメニューを出し、ストレージを開く。リングの中央に何やら奇き妙みようなものが見えた気がしたが、いまは無視してストレージを操作し、作り溜ためておいたアマネ草の細ほそ縄なわを取り出してアスナに投げる。

「アスナ、それをそいつの首に結ぶんだ！」

　俺の指示を聞いて、さしもの細剣使い──いまは石ナイフ使いだが──も怖おじ気けづくような顔をした。しかし恐おそらく、テイムを試行できるのはメーターが表示されているアスナだけだ。ロープを右手に持ち、ゆっくりカモノリュウに近付いていく。夢中でクマ肉を咀そ嚼しやくしているその首にロープの端はしを回し、結ぼうとする。

「め、メーターがぷるぷるしてるよ～」

　か細い声を漏もらすアスナに、リーファがエールを送る。

「頑がん張ばって、アスナさん！」

「がんばる～～」

　と応じるアスナだが、手て許もとが狂くるったか、ロープの先が指先から滑すべり落おちてしまう。両手の協調動作が必要な紐ひも結むすびは、仮想世界で最も難しい作業の一つなのだ。そうこうしているうちにカモノリュウが肉を食べ終え、自分の首に巻き付く縄なわに気付いたのか、「クワッ！」と大きな声を出す。

　だがほぼ同時に、アスナもロープを結び終えた。途と端たん、カモノリュウの全身が、素材アイテムを加工した時のようにぴかっと光る。丸い頭の上に、リング状のＨＰバーと鋭するどい紡ぼう錘すいが組み合わされた立体カーソルが出現する。色は──緑。

「クワワワ──ッ！」

　高らかに鳴いたカモノリュウが、くちばしの先をアスナの顔に擦なすりつけた。どうやら初のテイムは成功したらしい。

「アスナさん、やったぁ！」

　歓かん声せいを上げたリーファがカモノリュウの首に抱だきつき、三角形の鱗うろこをかりかり引っ搔かいた。テイムドモンスターは気持ち良さそうにクェクェと喉のどを鳴らす。正式な固有名は何であろうかとカーソルに目を凝こらすと、ＨＰバーの下の文字列は【ナガハシオオアガマ】となっている。

　──アガマとは何ぞや？

　ユイに呼びかけようとしてから、愛まな娘むすめとは離はなればなれになったままであることを思い出す。ならばとブラウザを起動しかけて、これも不可能だと気付く。まあ、次にログアウトした時に向こうで検けん索さくすればいい……覚えていられたら。

　ともあれ戦わずに済んだのは喜ばしい。テイムスキルなしのアスナにテイムできたのだからあまり強力なモンスターではないのだろうが、家の修理が終わるまでは回かい避ひできる戦せん闘とうは全て回かい避ひしたい。

「よし、それじゃ石を運ぼう」

　本来のミッションを開始するべく河原に戻もどろうとした俺に、

「その前に、食事にしましょう」

　アリスがそう声を掛かけてきた。途と端たん、俺の腹がぐうぅぅ～～と返事をした。その音は、カモノリュウ改めナガハシオオアガマの鳴き声に少し似ていた。




　炙あぶりクマ肉オンリーという偏かたよったメニューで空腹感とＳＰバーを回復させてから──クマとの戦いで減ったＨＰも回復したのは嬉うれしい想定外だった──、俺たちは河原の石を拾い集めた。他に必要な素材は粘ねん土どと枯かれ草くさ。草はともかく粘ねん土どはどこで手に入るのか悩なやんだが、川べりの土手に点在している白っぽい土をえぐり取ってタップしたら【粗あらい灰色粘ねん土ど】と書かれた窓が出たのでこれで良しとする。

　素材を集め終え、ログハウスに戻もどると、俺はさっそくリングメニューを開いた。

　そしてようやく、八つのアイコンからなるリングの内側が、いつの間にか空くう隙げきではなくなっていることに改あらためて気付いた。




「な……何だこりゃ？」

　眉まゆを寄せ、それ──【００００：０１：０３：２４】という数字を凝ぎよう視しする。右みぎ端はしが一秒に一ずつ増加していくので、日：時：分：秒のタイムカウントだと推測できるが、いったい何の時間を数えているのか。

「あ、それ、わたしたちも服を作ってる時に気付いたんだけど……」

　隣となりに立ったアスナが、自分のメニューを出す。そこでも秒に至るまでまったく同じカウントが進行している。

「ええと……一時間三分前ってことは……」

　俺は現在時刻からカウントが始まった瞬しゆん間かんを逆算しようとしたが、必要なかった。背後から、アリスが確信に満ちた口調で断言したのだ。

「その時間計上が始まったのは九時五分……全てを与あたえる、という声が聞こえた瞬しゆん間かんです」

「あ、ああ……そうか。いや、でも、どうしてこんなカウントが必要なんだ？　あれから何時間経たったかなんて、少し考えれば解わかることだし……」

「どうせなら現在時刻でも表示してくれたほうが嬉うれしいよねー」

　リーファの言葉に、俺たちはこくこく顔を動かす。しかしこのユナイタル・リングを作り、数十万人ものプレイヤーを強制コンバートさせたのが何者なのかさえ解わからない段階では、ＵＩに隠かくされた意図など推測しようもない。

「まあ……いまは作業を優先しよう」

　割り切れなさを脇わきに押しのけ、スキルアイコンを叩たたく。石工スキルの製作可能アイテム一覧から《石の製せい鉄てつ炉ろ》を選せん択たく。

　すると、俺の視界に妙みようなものが現れた。薄うす紫むらさき色いろに透すき通とおる、巨きよ大だいなオブジェクト。ゴースト表示された製せい鉄てつ炉ろだ。手前に新たなＴｉｐｓ窓が浮うかぶ。

【建築モード時のゴースト位置調整には手を使用します。ピンチインで近付き、ピンチアウトで遠ざかり、強く握にぎると建築が実行されます。建築モードのキャンセルは不可能です】

「ピンチイン……？」

　瞬まばたきしながら右手をすぼめると、ゴーストがひゅっと近付く。広げると遠ざかる。左右に振ると、地面にぴったりと沿いながら移動する。

「……これ、アスナたちにも見えるの？」

　訊たずねると、三人は揃そろって頷うなずいた。となると、建築キャンセルが不可能な理由は、ゴーストを使った悪戯いたずらや嫌いやがらせを防ぐためだろうか。ぶんぶん振り回して遊びたくなるが、また背中をひっぱたかれてしまう予感がしたので我が慢まんしておく。

　ログハウスが存在する空き地はそこそこの面積があるが、計画的に建築していかないとすぐ手て狭ぜまになってしまうだろう。アスナと相談し、家から離はなれた西側に設置することにして、慎しん重ちように微調整してから右手を握にぎり締しめる。

　どすすん！　と地面が震ふるえ、虚こ空くうから大型オブジェクトが落下してきてゴーストにぴったり重なった。建築モードが解除され、石工スキル熟練度が上じよう昇しようする。出現したのは、白っぽい石を灰色の粘ねん土どで固めた暖だん炉ろのようなオブジェクトだった。煙えん突とつの高さは約二メートル、手前にオーブンのような半円形の燃ねん焼しよう室しつが突き出ている。どうやって使えばいいのか、見ただけでは解わからない。

　アスナの隣となりにいたオオアガマが真っ先に近付いていき、炉ろに首を突っ込んでふんふん匂においを嗅かいでから「クワワッ」と鳴いた。

「……そういえばあいつ、何て名前にするんだ？」

　ご主人様に訊たずねると、難しい顔で唸うなる。

「うぅーん……わたし、ネーミングって苦手なのよね……」

「アバター名も本名だしなぁ」

　途と端たん、拳こぶしで軽く右みぎ肩かたを叩たたかれる。

「キリトくんもほとんど本名でしょ！　まあ……そのうち考えるわよ」

　肩かたをすくめると、アスナはちゃっちゃか鉤かぎ爪つめを鳴らしながら戻もどってきたオオアガマの下あごを搔かいてやった。アスナの性格からして、頭にぱっと浮うかんだ適当な名前をつけるのではなく、色々調べて意味のある名付けをしたがるだろう。そのためには現実世界に戻もどる必要があるが、お兄さんの秘密回線を借りてまでダイブしているのだから、家の修理が終わるまではもうログアウトするつもりはなさそうだ。

「キリト君、早く使ってみようよ！」

　製せい鉄てつ炉ろの隣となりでリーファが手招きするので、俺は「へーい」と答えて歩み寄った。

　色々試し行こう錯さく誤ごすることを覚かく悟ごしていたのだが、実際は炉ろの使用方法に迷うことはなかった。タップしたら専用の操作窓が出現し、そこに素材アイテムをドロップ、またはストレージから直接移動するだけでいいらしいのだ。

　とりあえず、クマの巣穴から取ってきた鉄鉱石を何個かセットし、Ｔｉｐｓに従って燃ねん焼しよう室しつに薪まきを詰め込む。アリスから借りた火打ち石で点火すると、すぐに赤々と燃え始める。

　製せい鉄てつ炉ろはいわゆるロケットストーブ的な構造になっているようで、燃ねん焼しよう室しつの入り口から激しく空気を吸い込み、ゴオオッという音とともに煙えん突とつの上部から炎ほのおが噴ふき上がった。ここからミニゲーム的な要素があり、炉ろの内部が適切な温度を保てるよう、薪まきを適てき宜ぎ追加しなくてはならない。

　煙えん突とつから立ち上る炎ほのおを見上げながら薪まきをくべ続けていると、湯口から真っ赤に溶とけた金属が流れてきて、炉ろの根元にある長方形の鋳い型がたに溜たまった。いっぱいになると例の如ごとくフラッシュして消しよう滅めつし、再び溶よう鉄てつが溜たまる。作業中に【精せい錬れんスキルを獲かく得とくしました】というメッセージが出たが、なんだかどんどん生産キャラの道に突き進んでいる気がしてならない。

　三分ほどで自動的に炎ほのおが消えたので、もう一度製せい鉄てつ炉ろの操作ウインドウを開くと、完成品の欄らんに《粗そ雑ざつな銑せん鉄てつのインゴット》が四つ出現していた。タップして一つだけオブジェクト化し、指先で触さわってもう冷めていることを確かく認にんしてから高々と掲かかげる。

「鉄の時代が来たぞー！」

　感動のあまり思わずそう宣言してしまったが、女性三人は大して感かん銘めいを受けた様子もなく、ぱちぱちと二、三回拍はく手しゆしてくれただけだった。オオアガマが近付いてきてインゴットの匂においを嗅かぐと、バカにしたように「クエッ」と鳴いた。




　全ての鉄鉱石を溶とかすのに、三十分強の時間と百数十本の薪まきが必要だった。薪まきはメグリマツの丸太が大量に余る計算なので問題ないが、ＳＡＯやＡＬＯのスピーディーな生産工程に慣らされた身にこの待ち時間はかなり辛つらい。アスナたちは追加の粘ねん土どを取りに再び川に行ってしまったので一人で薪まきをくべ続け、やっと作業が終わった時は感動よりも疲ひ労ろう感かんのほうが大きかった。

　ともあれ、これで次の段階に進める。家の修理に必要なのは《鉄の薄うす板いた》と《鉄の釘くぎ》で、これを作るには《鉄かな床とこ》と《鍛か冶じ用ようハンマー》が必要らしい。

　まさか鉄かな床とこを作るのに鉄かな床とこが要いるんじゃなかろうな……と一いつ瞬しゆん焦あせったが、Ｔｉｐｓによれば《鋳ちゆう造ぞう台だい》なる設備でいけるようだ。石工スキルで作れるが、要求素材は石と粘ねん土ど、木材と砂。結局俺も川に出向き、ストレージを石やら砂やらで満まん杯ぱいにする羽目になった。やっていることはほぼ幼よう稚ち園えん児じだ。

　建築モードで鋳ちゆう造ぞう台だいのゴーストを出し、製せい鉄てつ炉ろの左側に設置する。操作窓で生産アイテムを鉄かな床とこにセット、インゴットと薪まきをセットして点火。溶とけた鉄が砂型に溜たまっていき、冷えると《粗そ雑ざつな鉄かな床とこ》が完成した。おまけで鋳ちゆう造ぞうスキルも獲かく得とくしたが、正直このへんは《鉄工スキル》あたりにまとめろよ！　と思わなくもない。

　残るステップは鍛か冶じ用ようハンマーだけだ。これも鋳ちゆう造ぞう台だいで作れるようなので、早さつ速そく……と思ったのだが。

「キリトくん、ちょっと休きゆう憩けいして、《素す焼やき窯がま》っていうの作ってくれない？」

　一いつ緒しよに川から戻もどってきたアスナがそんなことを言うので、俺は二秒ほど考えてから訊きき返した。

「……休きゆう憩けいとはいったい」

「鉄関係の作業を休きゆう憩けいして、焼き物関係の作業をするって意味よ」

　アスナは平然とそう答え、にっこり笑う。さすが、英語の勉強の休きゆう憩けいに数学の勉強をする人は違ちがうぜ……と感じ入りつつ、再び石工スキルを開く。

　素す焼やき窯がまにも大量の素材が必要だったが、それらはアスナたちが川から運んでくれていた。もう一度石やら粘ねん土どやらをストレージにぶち込み、建築モードに。アスナの希望でログハウスに近い場所に設置し、そのまま見守る。

　窯かまは巨きよ大だいな犬小屋のような格好をしていて、前面に扉とびら、下部に燃ねん焼しよう室しつがある。扉とびらを開けると中には石でできた棚たながあり、アスナたちはそこにこねた粘ねん土どで作ったらしい皿や碗わん、コップを並べていった。燃ねん焼しよう室しつに薪まきを詰め込み、アスナが点火。

「陶とう工こうスキルの熟練度上がったよ」

　嬉うれしそうな声を出すアスナに、君も着々と生産キャラ化しているね……と心の声を投なげ掛かけ、俺は我わが鉄器文明の地へと戻もどった。四本のバーを確かく認にんすると、ＨＰとＭＰは満タンのままだが、ＴＰバーが四割、ＳＰバーが二割減少している。川で水をたらふく飲んだのが確か九時十五分、いまが十一時十五分だから、ＴＰが四割減るのに百二十分かかったことになる。つまり三十分で一割減るわけだ。

　俺がプレイしたことのあるサバイバルＲＰＧと比べるとかなり緩ゆるやかな減り方だが、恐おそらくこれはプレイヤーの活動状態や環かん境きようによって変わるのではないか。ひたすら重労働を続ければ、あるいは灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくにいればもっと速く減るだろうし、ステータスやスキル、装備によっても変わってくる気がする。

「うーむむ……」

　唸うなりながら、俺はリングメニューを開いた。アイコン環かんの中央では、謎なぞのタイムカウントが【００００：０２：１０：４５】まで増加している。謎なぞの声が聞こえてから二時間と少し……それが解わかっても、「もう二時間か」程度の感想しか浮うかんでこない。肩かたをすくめ、真上のステータスアイコンを開く。

　このユナイタル・リングという奇き妙みようなゲームには、どうやらＳＴＲやＩＮＴといった数値的ステータスは存在しない。代わりに設定されているのが、いわゆるＰｅｒｋパーク……数字ではなく、より具体的な内容の能力強化アビリテイだ。スキルを《鍛きたえ上げた技能》と定義するなら、アビリティは《与あたえられた才能》か。もっと単純に、スキルは生産系、アビリティは戦せん闘とう系けいと位置づけることもできそうだが。

　ステータスウインドウの下部にはアビリティ詳しよう細さい画面に遷せん移いするためのボタンがあり、それを押すと新たなウインドウが開く。画面中央には、四つのアイコンが十字を作っている。上が《剛ごう力りき》、右が《頑がん強きよう》、下が《才知》、左が《俊しゆん敏びん》、更さらにそれぞれのアイコンからラインが二本ずつ延び、新たなアイコンに繫つながる。たとえば《剛ごう力りき》からは《骨ほね砕くだき》と《堅けん守しゆ》が、《頑がん強きよう》からは《忍にん耐たい》と《耐たい毒どく》が派生していて、一つ取ればその先のアビリティをツリー状に習得していけるようだ。しかも一つのアビリティに十段階ものランクがある。

　俺は超強敵のトゲバリホラアナグマを屋根からの丸太落としという裏うら技わざで退治し、レベルが13まで上がったので、アビリティ上じよう昇しようポイントが12も溜たまっている。温存しているあいだに死んで、デスペナルティでポイント剝はく奪だつ……というようなことになったら目も当てられない。いまのうちに使い切っておくべきなのだろうが、ウインドウに振り直しリスペツクボタンは見当たらないので、どうツリーを育てていけばいいのかまったくもって悩なやましい。

　ＳＴＲとＡＧＩしか選せん択たく肢しがなかったＳＡＯは楽だったなあ……と考えながら、素す焼やき窯がまに薪まきをくべているアスナたちを見やる。

　当分はこの四人パーティーでやっていくことになりそうなので、それぞれの役割ロールを考えた上でアビリティを選ぶべきだろう。ＡＬＯでのビルドをそのまま引き継つぐなら、俺が物理攻こう撃げきメインのアタッカー、アリスが防ぼう御ぎよ重視のタンク、リーファがマルチな魔法剣士、そしてアスナがいざとなれば剣も使えるヒーラーということになる。ならば俺は《剛ごう力りき》ツリーをメインに取得すべき……なのだろうが、サバイバルゲームらしく生き残ることを重視するなら《頑がん強きよう》ツリーも魅み力りよく的だし、ＭＰを死にステータスにしないために簡単な魔法くらいは使えるようになるべきかもしれない。

　それに、アスナたちがＡＬＯとは違ちがう役割を選びたがるという可能性もある。女子とうまくやっていくには何でもちゃんと相談すること……という秘ひ訣けつをこの頃ごろようやく学びつつあるので、独断でほいほいアビリティを取るのはやめておくことにして、ウインドウを閉じる。作ったばかりの鉄かな床とこを見下ろし、はたと考え込む。

「えーっと、次は何をするんだっけ……」

　自分が日ひ頃ごろ、いかにユイに頼たよりっきりかということを思い知らされつつ記き憶おくを辿たどり、ようやく鍛か冶じハンマーを作ろうとしていたのだと気付く。

　再び鋳ちゆう造ぞう台だいに向かい、生産アイテムをセット。インゴットを溶とかして《粗そ雑ざつな鉄の鎚つち頭がしら》を作製し、木の棒と組み合わせて《粗そ雑ざつな鍛か冶じ用ようの金かな鎚づち》に変える。これでやっと準備完かん了りようだ。

　鉄かな床とこの前に移動し、インゴットをセットする。ＳＡＯでは叩たたく前に炉ろで真っ赤に熱する必要があったが、ユナイタル・リングでは冷めたままでいいらしい。鉄かな床とこの製作メニューから《鉄の薄うす板いた》を選び、ハンマーで一撃。

　カァーン！　という甲かん高だかい音が響ひびき、【鍛か冶じスキルを獲かく得とくしました】という表示が出たが、俺は打だ撃げき音おんの予想以上の大きさに首を縮めてしまった。

　思い返せば、この草地を襲しゆう撃げきしてきたトゲバリホラアナグマも、リーファがソードスキルで丸太をスライスする衝しよう撃げき音おんに引き寄せられたふしがある。あれからすでに三時間が経過しているので、いまごろ巣穴では新しい個体がリポップしていても不思議はない。

　同じ懸け念ねんを抱いだいたのか、素す焼やき窯がまの前ではアスナたちが少々不安そうにこちらを見ている。俺は「大だい丈じよう夫ぶだ」と伝えるべくハンマーを持ち上げた。万が一またクマが襲おそってきても、前回と同じ丸太落とし作戦が使えるはず……。

　──いや。格上のモンスターを無傷で倒たおせてしまうあの手は、いくらなんでも強力すぎる。もしユナイタル・リングを制せい御ぎよしているのがザ・シードに搭とう載さいされたカーディナル・システムなら……そして全自動制せい御ぎよ機構がオンになっていれば、あの一回だけで丸太落としがシステムの不正利用グリツチであることを感知し、何らかの対策を施ほどこしていても不思議はない。

「うーむ……」

　唸うなりながら、真っ暗な森とログハウスの屋根を交こう互ごに見やる。せめて丸太だけが対策された場合に備えて、ストレージに大型の石、というか岩を入れておくべきか。

「ちょっと川まで行ってくる！」

　三人にそう呼びかけると、思わぬ返事が聞こえた。

「あ、じゃあ、これ持っていって！」

　アスナが素す焼やき窯がまの扉とびらを開き、中から丸っこいものを二つ取り出した。壺つぼ……？　なるほど、確かにそろそろＴＰメーターが半分を割り込む。

「了りよう解かい！」

　駆かけ寄より、壺つぼを受け取って川へダッシュ。なみなみと水を汲くんでからストレージに収納し、残りの容量いっぱい岩を詰め込む。

　草地に戻もどると、アスナたちは他の焼き物を全て地面に並べていた。いくつかは焼しよう成せい中ちゆうに割れてしまったようだが、コップ四つ、碗わん五つ、皿六枚が無事に完成したようだ。

「お待たせ」

　俺がストレージから水入りの壺つぼを実体化させると、アスナが笑え顔がおでコップを差し出してきた。受け取り、壺つぼから水を汲くむ。

「いただきます！」

　腰こしに左手を当ててひと息に飲み干すと、ＴＰメーターが回復していく。三人も美味おいしそうに水を飲み、オオアガマも碗わんに注いでもらった水を舌でぴちゃぴちゃ舐なめる。

　ふうっと息を吐はき、俺は言った。

「二時間ごとに水を飲まなきゃならないのか……ダンジョンの奥おくとかで水が切れたらヤバイなこれは……」

「アンダーワールドのように、水を作る神しん聖せい術じゆつ……いえ魔ま法ほうはないのですか？」

　アリスの言葉に苦く笑しようしようとして、真顔に戻もどる。

「あってもおかしくないな。ただ、どうすりゃ魔ま法ほうスキルを習得できるのか……」

「紡ぼう織しよくスキルや陶とう工こうスキルのように、使えば身につくのでは？」

　そう言うや、アリスは俺の鼻先に右手を突き出した。反射的にびくっと仰のけ反ぞると、アリスがふふっと笑い、リーファが呆あきれたように首を振る。

「キリト君はビビリだなぁー」

「ちゃ、ちゃうわい！」

　お前は整せい合ごう騎き士しアリスの怖こわさを知らないからな！　と思うが口には出せない。もう一杯ぱい水みずを飲み、コップをアスナに返す。

「粘ねん土どが余ってたら、もっと壺つぼを作っておいてくれよ。この調子なら、どれだけ汲くみ置おきしても、しすぎってことはなさそうだ」

「そうだね。陶とう工こうスキルが上がればもっと大きい水みず瓶がめを作れるみたいだから、頑がん張ばるよ」

「よろしく。俺は鉄板と釘くぎを作ってくる」

「キリトくんも頑がん張ばってね」

　軽く拳こぶしを触ふれ合わせてから、再び鉄かな床とこの前に戻もどる。万が一リポップしたクマが襲おそってきても、ストレージに詰め込んできた岩で対処できる……と信じるしかない。

　椅い子す代がわりの輪切り丸太に座すわり、鍛か冶じハンマーを握にぎる。ただのジンクスのような気もするが、手が縮こまると失敗する確率が上がると鍛か冶じ屋やリズベットが言っていたので、気合いを入れてインゴットを叩たたき始める。

　かぁん！　かぁん！　と派手な音が十回響ひびいたところで、インゴットが白くフラッシュした。鉄かな床とこの上でじわじわ変形し、十枚の薄うすい板に変わる。要求されたのは二百十六枚、失敗なしでもインゴットが二十二個必要だが、釘くぎのぶんを計算に入れてもぎりぎり足りるはず。午前零れい時じまでに鉄関係の作業を全て終わらせる、と心に決めて二つ目のインゴットをセットする。

　これも単純作業と言えばそうだが、製せい鉄てつ炉ろに薪まきをくべる仕事と比べればずいぶんと楽しい。もしこの世界で本当に生産職をやることになったら、精せい錬れん職人ではなく鍛か冶じ職人を目指したいが、その場合はリズベット武具店の丁稚でつちから始めることになるのか。アインクラッドと一いつ緒しよに墜つい落らくしたはずの彼女とシリカ、そしてユイは無事でいるだろうか……。

　あれこれ考えながらひたすらインゴットを叩たたいていると、いつの間にか二百二十枚の鉄板が完成していた。一枚の厚みは二ミリほどでも、積み重ねれば四十四センチにもなる。どっしりとした鉄の塊かたまりを丸ごと持ち上げようとしたら、さすがに分銅マークの重量オーバーアイコンが点灯してしまった。レベル13ならいけるかと思ったのだが、これでは愛剣ブラークヴェルトを再び装備できるようになるのもまだまだ先のようだ。ストレージに入れれば運べるはずだが、いまは空き容量いっぱいまで岩が詰まっている。半分にしてみたら何とか持ち上がったので、ホームストレージに保管するべくログハウス目指して歩き始める。

　素す焼やき窯がまの前では、アスナたちがまだ粘ねん土どを捏こねていた。そんなに食器は要いらないのではと思ったが、どうやら大型の水みず瓶がめが作れるまで陶とう工こうスキルの熟練度を上げてしまうつもりらしい。だったら誰だれか一人だけでいいじゃん……と考えてしまうのが、俺のガサツなところなのだろう。彼女たちは単純に、食器作りが楽しいのだ。

　泥どろまみれの手を振ってくるアスナたちに笑えみだけを返して、半はん壊かいしたポーチに上る。ドアを開けるためにいったん鉄板を床ゆかに下ろし、大きく伸びをする。

　もうすぐ日付が変わるが、まだ眠ねむ気けは感じない。異常事態に神経が昂たかぶっているのだろうと考えてから、それだけじゃないなと思い直す。きっと俺も、心の奥おく底そこではこの状じよう況きようそのものを楽しんでいるのだろう。右も左も解わからない、誰だれも正解を知らない世界を、手て探さぐりで進んでいく興奮。正確にはまだスタート地点から一歩も動いていないわけだが、もしログハウスごと落下したのでなければ、俺は固定の拠きよ点てんを築くことよりも、先へ先へと進むことを選んだかもしれない。四年前、はじまりの街を一人飛び出して、誰だれよりも早く次の村に辿たどり着つこうとしたあの時のように……。

　そんな感かん慨がいにとらわれていたせいか。

　俺は、それに気付くのが遅おくれてしまった。

　いや、もっと早く思い至るべきだったのだ。夜の森にカンカン響ひびく鎚つち音おとが引き寄せるのは、決してクマだけではないということに。




「……何者です！」




　最初に叫さけんだのはアリスだった。ログハウスのドアを開けようとしていた俺は、咄とつ嗟さに振り向くとまず猫ねこ耳みみ騎き士しを、次いでようやく彼女が瞳ひとみを向けている方向を見た。

　空き地から川へとまっすぐに延びる南西の道を通って、何本もの松明たいまつが近付いてくる。先頭を歩くのは、レザーアーマーらしき褐かつ色しよくの鎧よろいを着き込こんだ中背の男。オレンジ色の光が、左ひだり腰こしに下がる長剣の柄つかにぎらぎらと反射する。モンスターと同じく視線を合わせただけではカーソルが出ないので、この段階ではプレイヤーなのかＮＰＣなのか、あるいはモンスターなのか判別できない。

　アリスの声が聞こえても、集団は前進を止めなかった。戦うつもりはないという意思表示か、先頭の男が何も持っていない右手を高く掲かかげ、そのまま空き地に入ってくる。

　アリスの左右にアスナとリーファが並び、オオアガマまで威い嚇かくするようにくちばしを開いたので、俺も慌あわててポーチから地面に飛び降りた。パンツの後ろに石ナイフが挟はさんであることを確かめつつ、集団に向けて叫さけぶ。

「そこで止まれ！」

　するとようやく男たちは足を止めた。松明たいまつの明かりを頼たよりに数えると、全部で八人。俺たちの二倍……しかも全員がそれなりの武装をしている。中には革かわ鎧よろいに小さな金属板を貼はり重ねたスケイルアーマーを着き込こんでいる者までいて、この世界に転移してからの約八時間であの技術レベルにまで到とう達たつしたなら素す直なおに感かん嘆たんするしかない。何せアスナたち三人は草の繊せん維いで作ったワンピース姿、俺に至ってはいまだパンツ一枚なのだ。

　先方もこちらの技術レベルを確かく認にんしようとしたのだろう、アスナたちに向けられていた視線が俺を捉とらえた瞬しゆん間かん、先頭の男は両目を見開き、後方からは安あん堵どするような……あるいは見下すようなかすかな失しつ笑しようが漏もれ聞こえた。好感度マイナス１ポイントだぞ、と胸の中で呟つぶやきながら念のために確かく認にんする。

「プレイヤーなのか？」

　すると先頭の革かわ鎧よろい男おとこが小刻みに頷うなずいた。

「そうだ、そっちもだな」

　声に聞き覚えはないし、顔も見覚えがない。しかしそれは当たり前だ、ユナイタル・リングには十万人を軽く超こえるＶＲＭＭＯプレイヤーが強制コンバートさせられたのだから。眼前の集団が新生アインクラッドにいたのかどうかは不明──それを言うなら元ＡＬＯプレイヤーなのかどうかも定さだかでないが、広大なマップのどこかに出現し、恐おそらくは川を辿たどってここまで歩いてきたのだろう。

　俺の推測を裏付けるように、革かわ鎧よろい男おとこが改めて両手を高く持ち上げた。

「戦いたいわけじゃない、少しだけ休きゆう憩けいさせてほしくて。もう五時間近くも移動してるけど、プレイヤーに遭あったのは初めてなんだ」

「初めて？　なら、あんたたちはどうやってそんなでかいパーティーを組んだんだ？」

　そう訊たずねると、革かわ鎧よろい男おとこは小刻みに瞬まばたきしてから問い返してきた。

「そっちだって、あそこから飛び出してきたんじゃないのか？」

「飛び出す……？」

　アスナたちと顔を見合わせるが、《あそこ》がどこなのかまったく解わからない。再び前を向き、慎しん重ちように言葉を選びつつ答える。

「……俺たちは、家ごとここに落ちてきたんだ。だからこっちにとっても、あんたたちが初めて出で遭あうプレイヤーだ」

　すると今度は革かわ鎧よろい男おとこが怪け訝げんそうな顔になったが、後ろから布装備の小こ柄がらなプレイヤーが進み出てきて、半はん壊かいしたログハウスに目を向けながら発言した。

「なるほど……あんたら、アインクラッドからここまで落ちてきたんだな」

「えっ、そんなこと有り得んのかよ？」

　と声を上げたのは、大おお柄がらなスケイルアーマー男。根こん拠きよはないが、この三人がリーダー格だと直感する。小こ柄がらな男は左ひだり腰こしに金属のダガーを、大おお柄がらなほうは背中に両手用ハンマーを背負っていて、どちらも高級品には見えないが、俺たちの石ナイフや石いし斧おのと比べれば遥はるかに強力な武器だ。

　ダガー使いは、スケイルアーマー男を見上げるとひらりと左手を動かした。

「おっさんも見ただろ、落っこちたアインクラッドの近くに、屋根だの壁かべだのの残ざん骸がいが山ほど散らばってたの。無事な家はなかったみたいだけど、あのへんは地面が固そうだったからな。砂とか水とかに落ちれば、あれぐらいのダメで済むってことも有り得んじゃね？」

「おっさんて言うな」

　スケイルアーマー男が唸うなると、後方で短い笑い声が上がる。

　一いつ瞬しゆん弛し緩かんしかけた空気を再び引き締しめたのは、アスナの鋭するどい声だった。

「あなたたちもＡＬＯから来たのね!?　落ちたアインクラッドを見たの!?」

「へ？　あ……ああ、見たよ。ずっと遠くからだけどね」

「どこに落ちたの!?　壊こわれなかったの!?」

　矢や継つぎ早ばやの質問に、ダガー使いは途と惑まどったような顔をしつつも答えようとしたが、その肩かたを革かわ鎧よろい男おとこがぐっと引いた。

「ちょっと待ってくれ……マップ情報は、タダで提供するには貴重すぎるからな」

　途と端たん、アリスが何かを言いかけたが、リーファがワンピースを引っ張って黙だまらせる。恐おそらく「ケチくさいことを！」的な叱しつ責せきが飛び出す寸前だったのだろうから、ここは止めて正解だ。俺もすかさず一歩前に出て、革かわ鎧よろい男おとこに頷うなずきかける。

「解わかった。取引なら乗るよ……マップデータの代わりに、何が欲ほしいんだ？」

　すると革かわ鎧よろい男おとこは、他の七人と数秒間だけ相談してから、すぐに答えた。

「食料と休きゆう憩けい場所……できれば一晩泊とめてくれると有あり難がたい」

「ちょっとこっちも相談させてくれ」

　左手を持ち上げ、その場所を動くなと伝えてから、アリスたちの傍そばまで移動する。ひそひそ声で、まずアスナに確かく認にんする。

「クマの肉って、あとどれくらいあるんだ？」

「まだまだあるけど、あの人数だからね……わたしたちと彼ら、それにアガーちゃんがしっかり食べたら、一回でほとんどなくなるかも」

　アガーちゃんで決まりなの？　と訊ききたくなるが我が慢まんして追加の質問。

「そのまま焼くんじゃなくて、たとえばスープとかにしたらどうだ？」

「あ、それなら二食分は作れるよ。ただ、塩もスパイスもないし、味がどうなるかは予想できないけど」

「そのへんは我が慢まんしてもらおう。あと……連中を家に入れるのは？」

　途と端たん、アスナは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆのあたりを曇くもらせたが、すぐに頷うなずいた。

「それも大だい丈じよう夫ぶだよ、一晩だけのことだもんね。じゃあ……アリスもリーファちゃんも、取引に乗るってことでいいわね？」

「やむを得ないでしょう」

「アインクラッドの位置が解わかるのは大きいもんね」

　二人も同意し、オオアガマも短く「クワッ」と鳴いたので、俺は振り向いて数歩前に出た。じっとこちらを見ている革かわ鎧よろい男おとこたちに、素す早ばやく頷うなずきかける。

「こっちからは、一晩の寝ね床どこと、ＳＰバーがフル回復するだけの食料を提供する。ただ布ふ団とんや毛布はないし、メシも味の保証はできないぞ」

「構わない。ＭｏｂやＮＰＣの襲しゆう撃げきに備えずに済むだけで充じゆう分ぶんだよ。この世界じゃログアウトするのも大ばくちだからな」

「……どういう意味だ？」

　俺が眉まゆを寄せると、革かわ鎧よろい男おとこは軽く肩かたをすくめた。

「知らないのか……まあ、まだ三時間だもんな。あんたたちも例のメッセージ、聞いたろ？」

「ああ」

「あの瞬しゆん間かんから、たとえ自分の家の中でログアウトしてもアバターが消えなくなったんだよ。当然、Ｍｏｂに攻こう撃げきされれば無む抵てい抗こうに死ぬ。俺らは、安全に寝れる場所を探してここまで来たようなもんさ」

「…………アバターが、消えない……」

　呟つぶやきながら、俺は自分の体を見下ろした。防ぼう御ぎよ力りよくがゼロに等しいこの状態で一方的に攻こう撃げきされれば、相手がクマどころかキツネやタヌキ──そんなものが森にいるのかどうかは知らないが──でさえあっという間に死んでしまうだろう。モンスターが絶対に侵しん入にゆうできない場所を確保するか、あるいは何時間も護衛してくれる仲間がいなければ、ログアウトして寝ることさえできないというわけだ。

「そんな無茶な……そこまで理り不ふ尽じんな死に方したら、馬ば鹿か馬ば鹿かしくてこのゲームを続ける気にならなくなるんじゃないか？」

「あー、その心配はいらないな」

　革かわ鎧よろい男おとこだけでなく、ダガー使いもスケイルアーマー男も、奇き妙みように歪ゆがんだ笑えみを滲にじませた。

「取引材料には入れてなかったけど、サービスで教えてやるよ。このユナイタル・リングってゲームは、ある意味あのＳＡＯの再現なんだ」

「……どういう意味だ？」

　まさかこいつ、俺がＳＡＯ生還者サバイバーだと知っているのか……と緊きん張ちようしかけたが、どうやらそうではないようだった。革かわ鎧よろい男おとこは右手でリングメニューを出すと、中央で動いているタイムカウントを俺に示した。

「さすがにこいつが追加されたことには気付いただろ？」

「あ……ああ」

「俺らも最初は何をカウントしているのか解わからなかったんだけどさ……仲間がＮＰＣに殺されて、やっと気付いたんだ。こいつは、俺らがどれだけ生き延びてきたかを数えてるんだ。この世界じゃ、一回死んだらそこで終わり……二度とここにはログインできないんだよ」







　　　８




　男ばかりの八人パーティーは、アスナが料理したクマ肉の煮に込こみを、旨うまい旨うまいと言いながら猛もう烈れつな勢いでかき込んだ。

　そのあいだ、俺とアスナ、アリス、リーファは、少し離はなれた製せい鉄てつ炉ろの近くで革かわ鎧よろい男おとこから提供されたマップを囲んで話し合った。

　マップと言っても、ユナイタル・リングにはマップデータそのものを他人に譲じよう渡とする機能がないので、質の悪い紙に木炭で描かいた簡素なものだ。それでも、周辺の地形はどうにか把は握あくできる。

　俺たちがログハウスごと墜つい落らくした森は、北にどれくらい広がっているかはまったく不明だが、南には七キロほども広がっている。森を貫つらぬく川に沿って南下すると、森の端はしを取り囲むように低いが険しい岩山が連なっていて、その向こうは乾かん燥そうした荒こう野やだ。水場はほとんどないので、川から離はなれたらあっという間に水不足になってしまう。

　川は荒こう野やの中で西に分ぶん岐きしていて、革かわ鎧よろい男おとこたちは最初はそちらの分流沿いに進んでみようとしたが、多少は植物が生えている盆ぼん地ちに入った途と端たん、金属の槍やりや斧で武装したＮＰＣに襲おそわれ、言葉もまったく通じなかったので命からがら──というか二人殺されたそうだ──逃げてきたらしい。

　盆ぼん地ちの南はいっそう乾かん燥そうした台地になっていて、アインクラッドが落下したのはその真ん中だということだ。森の端はしからは直線距きよ離りでおよそ十キロ。浮ふ遊ゆう城じようのダメージは大きく、下側の二十から三十層ほどは完全に破は壊かいされていたという。周囲に生きているプレイヤーの姿はなかった、と革かわ鎧よろい男おとこは断言した。

　ならば、転移した時にアインクラッドの中にいたプレイヤーは落下に巻き込まれて全員死亡、ユナイタル・リング世界から永久追放されてしまったのかと思ったがそうではなく、《死亡＝追放》になったのは謎なぞの声が聞こえ、タイムカウントが始まった二十一時以降なのだそうだ。それ以前に死んだプレイヤーは、どこで蘇そ生せいしたのかというと──。

　アインクラッドが落ちた台地から更さらに南下すると、地形は草原になる。水も食料もそこそこ豊富なそのエリアに、巨きよ大だいな遺い跡せきがあるらしい。どこかアルヴヘイムの央都アルンに似ているというその遺い跡せきこそが、ＡＬＯから強制コンバートされたプレイヤーの正規のスタート地点であり、二十一時以前の蘇そ生せいポイントでもあった。全てが始まった十七時の直後は、ＡＬＯから転移してきたプレイヤー四千人ほど（アインクラッドの墜つい落らくで死んで蘇そ生せいした千数百人を含ふくむ）が何のチュートリアルもないまま遺い跡せきに放り出され、大変な騒さわぎになったらしい。

　半分近くのプレイヤーは混乱を嫌きらい、あるいは情報を求めてログアウトしたが、残り半分はこの世界が何なのか知ろうとした。遺い跡せきから出て小さな獣けものを狩かり、初歩的なクラフトを試ためし、簡単な拠きよ点てんを築き……やがて一部の者たちが、より上級の素材を求めて遺い跡せきを離はなれた。革かわ鎧よろい男おとこのパーティーも、そんな開かい拓たく者しやたちの一団だったようだ。

　俺たちへの説明を締しめくくったのは、小こ柄がらなダガー使いだった。

『この手のオープンワールド・サバイバルは、序じよ盤ばんに木だの石だのでちんたらやってたらダメなんだよ。大事なのは鉄だよ、本格的な拠きよ点てんを作るなら鉄鉱石が採れるエリアまで走ってから……それが鉄則だろ、鉄だけに』




「まあ……クマ肉とギリギリ釣つり合あわなくもない情報だったよね」

　リーファの評価に、アリスがくすっと笑う。

「なかなか辛から口くちですね」

「最後のダジャレで十点マイナス」

　これにはアスナも苦く笑しようしたが、すぐ手書きの地図に視線を戻もどす。

「……リズたちがアインクラッドの墜つい落らくに巻き込まれて蘇そ生せいしたなら、この遺い跡せきに戻もどったってことよね。ここからは……二十五キロはあるよね……」

　俺も地図に指を伸ばし、注ちゆう釈しやくする。

「しかも直線距きよ離りでな。川沿いに歩くと三十キロを超こえそうだな……。ただ、リズやシリカの性格的に、スタート地点で何時間もおとなしくしてるかは微び妙みような気が……」

「確かにそうね」

　アスナに続いて、アリスとリーファもこくりと首しゆ肯こうした。

　リズベットとシリカにはユイも同行しているはずだが、我わが愛まな娘むすめも決して慎しん重ちよう派はというわけではない。三人が遺い跡せきから移動していれば、こちらが闇やみ雲くもに探しにいっても合流できる可能性はほぼゼロだろう。やはり一度は現実世界で連れん絡らくを取らなくては。

　同じ結論に至ったのだろう、アスナが近くで寝ているオオアガマの頭をなでながら宣言した。

「わたし、一回ログアウトして、リズたちとユイちゃんにまたメールしてくるよ。この地図も向こうで描かき直して添てん付ぷしたいから、ちょっと時間かかるかも。わたしの体とこの子のこと、よろしくね」

「解わかった。しっかり守っとくからな」

　俺の言葉に、アリスとリーファも「任せてください」「いってらっしゃい！」と声を重ねた。アスナは製せい鉄てつ炉ろに背中を預け、リングメニューを出すともう一度俺たちを見てからログアウトボタンを押した。アバターが瞼まぶたを閉じ、ふっと脱だつ力りよくする。確かに消える様子はない。

「うーん……アバターが残るのは、ＡＬＯのローテアウトで慣れてるけど……」

　リーファが、アスナに代わってオオアガマの首をなでながら言った。

「これ、あたしたちが学校行ってる時とかは、長いと十時間くらいこのまんまってことだよね。ユナイタル・リングって、学生はめっちゃ不利じゃない？」

「学生とか会社員が不利なのはどんなＭＭＯも同じだけどな……」

　俺が突っ込みを入れると、なぜかアリスに横目で睨にらまれてしまう。

「私は学生でも会社員でもありませんが、決して一日中ヒマというわけではないのですよ」

「そ、そりゃもちろん。ラースは人使いが荒あらいからな……」

「そんなこと言っていいの？　お兄ちゃん、ラースに就職希望なんでしょ？」

　リーファの逆ぎやく襲しゆうに首を縮めると、アリスがにまっと意味深そうに笑った。

　アスナが戻もどってくるまでは話し合うこともないので、俺は鍛か冶じ仕事を再開することにした。八人前のクマ肉スープと引き換えに得た地図をストレージに収納し、立ち上がる。製せい鉄てつ炉ろに寄より掛かかって座すわり、瞼まぶたを閉じているアスナは眠ねむっているようにしか見えないが、近くでハンマーをカンカンさせても起こしてしまう気き遣づかいはない。アスナの隣となりで寝ているオオアガマは……起こしてしまったら謝あやまろう。

　アリスとリーファに見守られながら、俺は鉄かな床とこの前に座すわった。ハンマーを持ち上げ、格好付けにくるくる回す。製作メニューを釘くぎにセットし、新しいインゴットに最初の一撃を──。

「あー、すんません」

　背後でそんな声が聞こえ、俺は右手に急ブレーキをかけた。丸木に座すわったまま振り向くと、例のダガー使いが空になった碗わんを片手に立っている。

　アリスたちが少しばかり気配を硬くしたので、俺は二人に目配せしながら素す早ばやく立った。数歩前に出て、ダガー使いと向き合う。

「何か？」

「いや、ごちそうさまを言おうと思ってさ。ここに来てから虫とかネズミとか色々食ったけど、あんなウマい肉初めてだったよ」

「それは良かった」

「食器はどうすればいい？」

「地面に置いておいてくれ」

「了りよう解かい」

　ダガー使いは軽く碗わんを持ち上げると、いったんは立ち去ろうとしたが、再び体をこちらに向けた。少し長めの前まえ髪がみ越ごしに、じっと俺の顔を見てくる。

「なあ……あんた、違ちがったら悪いんだけど……」

　しばし躊躇ためらいを滲にじませてから、半信半疑といった様子で──。

「もしかしたら、二月のＡＬＯ統一トーナメントで準優勝したキリトさんじゃないか？」

　違ちがう、と反射的に言いかけた口を閉じる。今後、トレードか何かで互たがいの名前が開示されてしまうことだってないとは言えないのだ。それにいったん否定すると、名前を訊きかれた時に偽ぎ名めいをでっち上げる必要に迫せまられる。アスナにはああ言ったが、俺だってネーミングは決して得意ではない。

「あー……うん、まあ、そうだけど」

　やむなく肯こう定ていすると、ダガー使いはぱっと顔を輝かがやかせた。

「マジか！　すげえ、最初に見た時からそうじゃないかと思ってたんだ……すんません、握あく手しゆしてもらっていいすか！」

　まくし立てながらすたすた近づいてくるので、俺は「そういうの苦手なんだ」と言いたいのを我が慢まんして右手を差し出した。

　ダガー使いが、右手で俺の手をしっかりと摑つかみ、ぶんぶん上下に振った。その弾はずみで左手から碗わんが滑すべり落おち、地面にぶつかってガシャーン！　と派手に砕くだけた。

「ああっ、すんません！」

　という悲鳴のような叫さけび声ごえの下で。

　俺の腹に、熱いような冷たいような、引きつるような痺しびれるような感覚が生まれた。無言で視線を下ろすと、いつの間にかダガー使いの左手に握にぎられていた金属の刃やいばが、腹に深々と突き刺さっていた。
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「キリト！」「キリト君！」

　アリスとリーファの悲鳴のような声が聞こえた時にはもう、俺は握られた右手を振り解ほどき、全力で飛とび退すさっていた。腹からダガーが抜け、真しん紅くのダメージ・エフェクトが糸のように細く煌きらめく。

　背中の石ナイフを抜きつつ自分のＨＰバーを確かく認にんすると、満タンだったのが五割を下回っている。一撃でここまで……と驚きよう愕がくしかけたが、考えてみればこちらは防ぼう御ぎよ力りよくゼロで、相手の、いや敵のダガーは全金属製の高級品だ。俺がレベルアップしていなければ、間ま違ちがいなく即そく死ししていただろう。

　敵もその予定だったのだろう、細い目を俺の頭上に向け、驚おどろきの声を漏もらした。

「ウッソだろ、いまの手応えで半分しか減らねーのかよ……もしかして、結構レベル上がってんすか？」

　そう言われて「上がってます」と答える義理はない。代わりにアリスとリーファが俺の前に飛び出してきて、石ナイフと石いし斧おのを構えながら口々に叫さけぶ。

「何をするのです！」

「この卑ひ怯きよう者もの！」

　ＰＫ絶対許さないガールズに罵ば倒とうされても、ダガー使いは平然としている。その頭上にようやくカーソルが表示されたので、じっと目を凝こらす。

　俺を攻こう撃げきしたからだろう、スピンドル部分の色はルビーのように深い赤。ゆっくり回転するＨＰバーの下には、【Ｍｏｃｒｉ】というキャラクターネームが表示されている。モクリ……見覚えも聞き覚えもないが、だからと言って俺と何のかかわりもない人間だとは断定できない。左手で腹の傷を押さえながら、押し殺した声で問いかける。

「お前、ラフィン・コフィンの関係者か」

　するとダガー使い改めモクリは一いつ瞬しゆんきょとんと目を見開いてから、小刻みにかぶりを振った。

「い……いやいや、そんな歴史上の大物じゃねーっすよ。単なるゲーマーす、ゲーマー」

「そのわりには刺す時まったく躊ちゆう躇ちよしなかったな」

「いやいやいや、超ちようしましたって。心臓バクバクでしたもん」

　モクリの人を食ったような口くち振ぶりからは、彼がロールプレイの一いつ環かんとして俺を刺したのか、かつてのラフコフのように根っから殺しが好きなのかを見分けることはできない。俺はアリスほどのＰＫ全否定派というわけではなく、ＰＫが可能なゲームならそれをするのは個々のプレイヤーの自由、もちろん狙ねらわれたほうが逆ぎやく襲しゆうするのも自由というスタンスだが、この異常事態で協力ではなく騙だまし討うちを選ぶ奴やつと仲良くなれる気はしない。

　ここでようやく、空き地の東側でわいわい談だん笑しようしていた革かわ鎧よろい男おとこたちも状じよう況きように気付き、次々に立ち上がるとこちらに走ってきた。八人はパーティーを組んでいたらしく、全員の頭上に赤いカーソルが出現している。アリスたちのカーソルは緑色なので、赤は犯罪者カラーか。いや……この世界に犯罪という概がい念ねんがあるとは思えない。単に敵味方を分けているだけだろう。

「おいモクリ、何やってんだよ！」

　真っ先に近付いてきた革かわ鎧よろい男おとこが、上ずった声で叫さけんだ。スケイルアーマー男も残りの五人も大いに慌あわてた様子で、これはつまり俺への攻こう撃げきはモクリの独断だったということなのか……？と思った、その時。

「ボランさん、あいつスプリガンのキリトなんだよ！　トーナメント二位の！」

　モクリが一いつ瞬しゆんだけ革かわ鎧よろい男おとこを見て言い返した。

「しかももう鉄クラフトまで行ってる！　剣とか鎧よろいとか作られたらこの人数差でもやべーよ、裸はだかのうちにやるしかないっての！」

　途と端たん、七人が低くざわめく。そこまで名前が知られているという自覚はまったくないのだが、考えてみればＡＬＯの九種族統一トーナメント準優勝というのは、ガンＧゲイルＧ・オンラインＯの《バレット・オブ・バレッツ》で二位に入ったようなものだ。対人戦に興味があるプレイヤーなら、名前ぐらいはチェックしても不思議はない……のかもしれない。

　ボランと呼ばれた革かわ鎧よろい男おとこは、見開いた両目で俺たちとモクリを何度か交こう互ごに見て──言った。

「なら……仕方ないか」

「えええ!?」

　と声を上げたのはリーファだ。左手の人差し指をボランの顔に向け、まくし立てる。

「しょうがなくないでしょ！　なに説得されてんのよ！　こっちにはあんたたちと戦うつもりなんかまったくなかったのに、いきなり攻こう撃げきしてきたのはそいつなのよ！」

　するとボランは、しばし言葉を探すような表情をしてから、諭さとすような口調で応じた。

「まだ解わかってないんだな」

「何がです」

　アリスの問いに、肩かたをすくめて答える。

「このゲームは、単なるサバイバルＲＰＧでも、ＰＫ上等のバトルロイヤルでもないんだよ。オレたちがやらされてるのはレースなんだ。九時のアナウンスで言ってたろ？　最初の者に全てを与あたえる、ってさ」

「……その《全て》が何を意味しているのか、あんたは知ってるのか？」

　今度は俺が訊たずねたが、ボランはまさか、というように苦く笑しようした。

「知らないけどさ……でもこれが、あのＳＡＯ事件と同じくらいヤバイってことはあんたにも解わかるだろ？　そこそこ名前の通ったＶＲＭＭＯは全部……ＡＬＯだけじゃなくて、アスカとかルナスケとかアポデとかＧＧＯとかからも、すげぇ数のプレイヤーがコンバートさせられたんだぜ。その中で一位になったら何が貰もらえんのか、あんただって知りたいだろ？」

「こんなふうに、他のプレイヤーを殺してまで知りたいとは思わないな」

　俺の切り返しに、ボランは短い髪かみにがりっと指を突っ込みながら言った。

「そこはまあ、あんたがキリトさんなのが悪いよ」

「ど……どういう意味だ？」

「あんたが強いのは、ＡＬＯプレイヤーなら誰だれだって知ってる。そんな人が、こんないい場所に家ごと落っこちてきて、しかも鉄まで手に入れてるんだぜ？　拠きよ点てんを固めて装備を調ととのえられたら、もう勝負にならない。でもいまなら、あんたはまだ裸はだかで石武器なんだ。だったらここで殺しとくしかないって、誰だれでも考えるだろ」

「そりゃ警けい戒かいしすぎだ。俺たちは家を修理したいから鉄を作ってるだけで、あんたらを蹴け落おとして《最初の者》になろうなんてまったく思ってないよ」

「いまはそうかもな。でも、家の修理が終わったらどうするんだ？　この世界の秘密を知りたくなるんじゃないのか？」

　にやっと笑うと、ボランは腰こしの長剣に手を掛かけた。アリスとリーファが素す早ばやく身構え、いつのまに目を覚ましたのか、背後でオオアガマが「クウゥ……」と唸うなる。

　しかしよほど戦力差に自信があるのか、ボランは剣を抜こうとせずに話し続けた。

「……オレたちには運があるんだ。ＡＬＯじゃあんたの足あし許もとにも及およばないクソザコプレイヤーだったけど、おかげでこの引き継つぎ装備が、猶ゆう予よ期間終しゆう了りよう後ごも重量制限に引っかからなかった。いまごろトッププレイヤーの皆みなさんは、最初の遺い跡せきの周りを草の服と石の武器でうろうろしてるよ……あんたらみたいにな。オレたちはこの流れに乗るって決めたんだ」

　そう宣言するや、音高く剣を引き抜く。決して《粗そ雑ざつ》ではない鋼はがねの刀身が、炎ほのおにぎらりと照てり映はえる。後ろの六人も、次々に武器を構える。

　全員の装備がＡＬＯからの引き継つぎなら、俺のＨＰを一撃で半減させた威い力りよくも納なつ得とくできる。まともに斬きり結べば、石ナイフなどあっという間に砕くだかれてしまう。状じよう況きようは圧あつ倒とう的てきに不利だが、諦あきらめて無む抵てい抗こうに殺されるのは俺の主義ではない。アリスとリーファも、最後の最後まで抵てい抗こうするつもりだろう。

　口で言わずとも、こちらの決断をボランも感じ取ったようだった。表情を引き締しめ、早口で指示する。

「テン、ガース、あそこで落ちてる女を殺せ。ドアンとメイトーは猫ねこ耳みみ、テツリキとチャップはポニテ、キリトはオレとモクリでやる」

　迷いのない、なかなかの指揮ぶりだ。もちろんこちらも黙だまって聞いていたわけではない。

「アリス、リーファ、パリィは使うな。回かい避ひに専念してチャンスを待つんだ！」

　ぎりぎり二人に聞こえるレベルの音量で指示すると、「了りよう解かいです」「解わかった！」という返事が聞こえた。最後にもう一人、ではなくもう一匹ぴきの仲間にも指示を飛ばす。

「アガー、アスナを守ってくれ！」

　アスナのペットであるオオアガマが俺の命令を受け付けてくれるという確信はなかったが、背後から「クワッ！」と歯切れのいい鳴き声が聞こえた。トゲバリホラアナグマには及およばないだろうが、同じエリアに出現するのだから、ナガハシオオアガマもモンスターとしては強力な部類のはずだ。数値的ステータスなら、裸はだかの俺よりずっと高くても不思議はない。たとえ引き継つぎ装備を持った二人が相手でも、しっかりご主人様を守ってくれる──といまは信じるしかない。

「うおおおッ！」

　二人ずつに分かれた敵集団が、雄お叫たけびを上げてそれぞれのターゲットへと突っ込んでくる。アリスは右に、リーファは左に回かい避ひし、俺はその場で革かわ鎧よろい男おとこのボランとダガー使いのモクリを待ち受けた。

　開けた場所での二対一は不利すぎるので、空き地の周囲に広がる森へと誘さそい込みたいところだが、ログアウト中のアスナから離はなれるわけにはいかない。オオアガマがいかに強力だろうと、テイム直後では忠誠値的なパラメータは最低に近いはず。ダメージを受けたら逃げてしまう可能性も頭に入れておくべきだ。

「おらあっ！」

　正面から、ボランがわざとらしい怒ど声せいとともに長剣を振り下ろしてくる。実際、半分は演技だろう。俺の注意を引きつけておいて、側面からモクリが刺しにくる作戦だ。視界の右みぎ端はしでダガー使いの動きを捉とらえつつ、長剣を左にステップ回かい避ひ。ボランの背後に回り込もうとするが、モクリがしつこく追いかけてくる。方針を変へん更こうし、右に鋭えい角かくターン。ボランもモクリも軽装備だが、機動力比べなら裸はだかの俺に分がある。

　期待通り、モクリは俺に追つい随ずいできず、無防備な左側面を晒さらした。すかさず石ナイフを突き出し、左ひだり腕うでを切きり裂さく。赤い光点がわずかに飛散し、円形のＨＰバーが五パーセントほど減る。ソードスキルが使えれば、と思うが俺が引き継ついだのは片手剣スキルなので、石ナイフでは基き本ほん技わざさえ発動できない。

　しかし相手も回復ポーションなど持っていないはずなので、少しずつでもダメージを蓄ちく積せきさせていけば勝機が見えるはずだ。深追いせず、大きくバックジャンプする。

　一いつ瞬しゆんよろけたものの、すぐに体勢を立て直したモクリは、自分のＨＰバーを一いち瞥べつすると口くちの端はをにやっと持ち上げた。

「さっすが準優勝」

「感心してる場合かよ」

　ボランの文句に「まだまだこっからでしょ」と答え、ダガーを構え直す。俺も腰こしを落とし、次の攻こう撃げきに備える。

　いまのところ、アリスとリーファも大きなダメージは受けていない。アスナを狙ねらう敵二人は、オオアガマのくちばし攻こう撃げきに手間取っている。アスナがログアウトしてから十分ほど経たつので、そろそろ戻もどってきてもいい頃ころだ。

「うりゃっ！」

　今度はモクリが先に動いた。小こ柄がらなアバターを思い切り前ぜん傾けいさせ、地面を滑すべるように突っ込んでくる。すぐ後ろをボランも走る。

　後ろに下がっても避よけ切れない。ジャンプすればボランの上じよう段だん斬ぎりの餌え食じきだ。選せん択たく肢しは右か左しかない。さっきは左だったので……右！

　装備重量ほぼゼロの利点を活いかして、俺は予備動作なしで右に跳とんだ。追つい随ずいは不可能なはず、モクリが方向転てん換かんするあいだにボランを狙ねらう。瞬しゆん時じにそう決断し、俺は再び地面を蹴けろうとした──のだが。

　前ぜん傾けい姿勢のままモクリが後ろに伸ばした左手を、ボランが同じく左手で摑つかんだ。同時に急ブレーキを掛かけ、モクリを真横に振り回す。自力では不可能な急ターンを決めたダガー使いが、一気に肉にく迫はくしてくる。

「く……！」

　下から腹めがけて伸び上がってくる刃やいばを、俺は左手で払はらった。もちろん側面を狙ねらったのだが、浅く皮ひ膚ふを裂さかれてしまい、それだけでＨＰががりっと削けずれる。残り四十五パーセント。

　再び距きよ離りを取り、二人に問いかける。

「あんたら、ここで知り合ったわけじゃないな？」

「まあな。オレとモクリ、テツリキはＡＬＯからの腐くされ縁えんさ」

「なるほどね……」

　掛かけ声ごえどころかアイコンタクトもなしであんなコンビプレイをこなすなら、この二人に対する評価を二段階ほど改めなくてはならない。自分ではクソザコなどと言っていたが、集団での対人戦ＰｖＰにかなりの自信と経験があるはずだ。

　俺の焦あせりを感じ取ったか、モクリが再び口角を動かした。

「悪いけど、そろそろ決めさせてもらうすよ。もう、だいたい感じは摑つかんだすから」

「感じ……？　ずいぶんふわっとした言い方だな」

「それが先生の教えなんすよ。相手のどこか一部分じゃなくて、全体を摑つかめ。そうすりゃ何を狙ねらってるか、何を嫌いやがってるか解わかるようになる……ってね」

「先生……？」

　俺が眉まゆを寄せると同時に、ボランがモクリの肩かたを軽く突いた。

「おい」

「へいへい。じゃあ、アレで決めようぜ」

　モクリがすすっと左に動き、ボランも右にずれて、俺を一辺三メートルの正三角形の頂点に捉とらえる。下段に構えられたダガーと、上段に構えられた長剣が、夜暗を鮮あざやかな燐りん光こうで彩いろどる。

　──ソードスキル！

　どちらか片方でも喰くらえば間ま違ちがいなく死ぬ。しかし左右から、上じよう段だん技わざと下げ段だん技わざで挟はさみ込まれたら完全回かい避ひの難易度は跳はね上がる。こんな時は先手を取って片方を攻せめるのがセオリーだが、いまの俺はソードスキルを使えない。通常攻こう撃げきでは、敵の武器どころか防具に当たっても石ナイフが砕くだけてしまうかもしれない。

　噴ふん出しゆつするアドレナリンのせいか、どこまでも引き延ばされていく時間感覚の中で、俺は戦場全体の様子を感じ取った。

　離はなれた場所にいるアリスとリーファも、俺と同じように三角形のポジションに追い込まれ、左右からソードスキルで狙ねらわれている。このままでは三人同時に殺されてしまう。なんとかこの危地をかいくぐり、逆転の糸口を摑つかまなくては。だが、どうすれば──。

　その時。

「クワアアア──ッ!!」

　甲かん高だかい雄お叫たけびに、男の悲鳴が重なった。オオアガマが敵の一人に嚙かみ付ついたのだ。ボランとモクリの剣けん尖せんがぴくっと震ふるえ、前プ駆レエフェクトの光が揺ゆらいだ。瞬しゆん間かん、俺はフルパワーで大地を蹴けり飛ばした。

　ボランとモクリも、俺が前に突とつ進しんすることをまったく予想していなかったわけではあるまい。だがこちらはほぼ裸はだかなのでその確率は一割以下と読んでいたはずだ。ゆえにソードスキルの発動がコンマ数秒遅おくれた。対モンスター戦ＰｖＥなら隙すきにもならないほどの時間だが、対人戦ＰｖＰでは運命を分けるに足る──こともある。

「ならああッ！」「ちぇええッ！」

　ボランの片手剣縦たて斬ぎり技わざ《バーチカル》が右上から、モクリの短剣突き上げ技わざ《ケイナイン》が左下から迫せまる。俺は前方にジャンプすると、背はい面めん跳とびの要領で体を捻ひねった。

　限界まで仰のけ反ぞらせた喉のどのすぐ上を長剣が、弓のように曲げた背中のすぐ下を短剣が通過し、わずかな冷感だけを残して虚こ空くうに消えた。ＨＰが二パーセントほど減るのを自覚しながら、体を二回転させて着地し、そのままダッシュする。目指したのは、リーファを狙ねらう敵の片方。妹だからではない。二メートルほどだがアリスより近かったからだ。

　──アリス！　なんとか自力で回かい避ひしてくれ！

　そう念じながら、俺は敵の無防備な背中を石ナイフで深々と貫つらぬいた。

　バキッ、という不ふ吉きつな感かん触しよく。丸太の皮かわ剝むきで酷こく使しされたナイフの耐たい久きゆう力りよくが、とうとう尽つきてしまったのだ。しかし敵が動どう揺ようした隙すきにリーファはスライディングで囲みを脱だつ出しゆつし、俺と一いつ緒しよにアリスの救きゆう援えんに向かおうとした。

　だが、その必要はなかった。

　俺が見たのは、アリスを狙ねらっていた敵の片方の脇わき腹ばらに、石ナイフを根元まで埋うめ込んでいるアスナの姿──。

「……アスナさん……！」

　リーファが驚きよう愕がくの声を漏もらす。無理もない、わずか三秒前までは、アスナはログアウト状態で製せい鉄てつ炉ろに寄より掛かかっていたのだ。

　つまり彼女は、覚かく醒せいして一秒で状じよう況きようを把は握あくし、一秒で武器を構えてダッシュを開始、最後の一秒で十メートルほども離はなれていた敵に奇き襲しゆうを成功させたことになる。凄すさまじいまでの対応力──だが、代だい償しようもあった。アスナのナイフも、衝しよう撃げきに耐たえかねて砕くだけてしまったようだ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず囲みを破ったアリスが、俺たちに「こっちです！」と呼びかける。指示されるまま走り、ログハウスの壁かべを背中にして立つ。少し遅おくれてオオアガマも合流し、アスナに頭をすり寄せて「クゥ……」と甘あまえるように鳴く。

　主人を守って奮ふん闘とうしたのだろう、体を覆おおう緑色の鱗うろこはそこかしこで剝はげ、自じ慢まんのくちばしも傷だらけだ。しかしそれでもアスナが優やさしく首をなでてやると、毅き然ぜんと頭をもたげる。

　いっとき攪かく乱らんされた様子の敵だったが、ボランの合図ですぐにまとまり、俺たちを半円形に取り囲むフォーメーションを作った。もう無む駄だ口ぐちを叩たたくつもりはないようで、十メートルほどの遠間から、剣や斧を構えてじりじりと迫せまってくる。数名に手傷は負わせたものの、まだ八人とも健在だ。

　いっぽうこちらは、残っている武器がリーファの石いし斧おのとアリスの石ナイフだけ。残念ながら、勝利は相当に難しくなったと判断せざるを得ない。ならば次に取るべきオプションは逃とう走そうだが、俺たちがいなくなれば連中はこの家と空き地に留とどまり、自分たちの拠きよ点てんにしてしまうだろう。ログハウスのシステム的所有権がどうなるのかは不明だが、サバイバルＲＰＧのセオリーに従えば一定時間の占せん拠きよで奪だつ取しゆ扱あつかいになる可能性が高い。

　逃げるか、玉ぎよく砕さいするか。

　どちらも選べない二択を突き付けられ、俺が強く唇くちびるを嚙かんだ──その時。

「クゥ……？」

　オオアガマが、疑問形を思わせる声で鳴いた。

　直後、まったく予想だにしないことが起きた。俺たちの正面、ボランたちの背後の森から、いくつもの影かげが飛び出してきたのだ。

　リポップしたトゲバリホラアナグマかと思ったが明らかに違ちがう。二本の脚あしで立つ、ほっそりしたシルエットは人のものだ。松明たいまつの類を持っていないので、正体はまったく解わからない。数は六……いや七か。加えて後ろのほうには、まるで子供のように小さな影かげも見える。

　少し遅おくれて新手の闖ちん入にゆう者しやに気付いたボランたちが、素す早ばやく振り向き、武器を構えた。

　謎なぞの集団の先頭に立つ、恐らく男であろう長身の影かげが、槍やりのようなものを掲かかげて吼ほえるように叫さけんだ。

「ℵℵℵℵℵ、ℵℵℵℵℵℵℵℵℵ!!」

　言葉……ではあると思うが、何重ものノイズフィルターを掛かけられたかのように激しく歪ゆがんでいて、とても意味を摑つかむことはできない。しかし仲間には伝わったようで、槍やりを掲かかげる人ひと影かげの左右に素す早ばやく並び、斧や曲刀を突き出す。

　プレイヤーではなくＮＰＣだと俺は直感した。それを裏付けるように、ボランの仲間が上ずった声で叫さけんだ。

「ぼ……盆ぼん地ちの原住民だ！」

「なんでこんなとこに!?」

「あ、あいつらヤベェぞ！」

　引き継つぎ装備で固めているボランたちをここまで慌あわてさせるのなら、ＮＰＣの強さは本物だ。形勢逆転の好機……と思いたいが、そう都合良くことは運ばないだろう。ＮＰＣがボランたちだけを攻こう撃げきして俺たちは見み逃のがしてくれると思うのは虫が良すぎる。

　状じよう況きようを利用できるとすれば、ＮＰＣが攻こう撃げきを始めるタイミングで俺たちも飛び出して八人を挟はさみ撃うちにし、その後一目散に逃げる手くらいか。ＮＰＣがプレイヤーホームを占せん拠きよするとは思えないので、しばらくして戻もどってくれば……。

　だが、事態はまたしても俺が想像すらしなかった方向に進んだ。

　カカカカカカカカカン！　という小刻みな金属音が、夜の森に高らかに響ひびいたのだ。出所はどうやら、ＮＰＣたちの後方。最初は仲間を呼び寄せるための銅ど鑼らか何かかと思ったのだが、それにしては叩たたくペースが速すぎる。まるで楽器ではなく鉄かな床とこか何かを、ハンマーで乱打しているような……。

「鉄かな床とこ……」

　呟つぶやいてから、ようやくそれが事実なのだと気付く。横一列に陣じん取どるＮＰＣ──ボランたちの言う《盆ぼん地ちの原住民》たちの背後には、俺が造った製せい鉄てつ炉ろと鋳ちゆう造ぞう台だい、そして鉄かな床とこが存在する。その鉄かな床とこを、ＮＰＣたちの一人が叩たたいているのだ。

　しかし、なぜ。ただ音を出すため？　ならばやはり仲間への合図なのか？

　ボランたちも不ふ穏おんなものを感じたらしく、掠かすれ声ごえが漏もれ聞こえた。

「あいつら何やってんだよ……なんかやべーんじゃねえの？」

「だからって手ぶらで逃げられるかよ。ここを奪だつ取しゆできれば新しい武器防具を全員分作れるんだぞ」

「どうすんだよボラン」

　短い沈ちん黙もくのあと、ボランの指示が聞こえた。

「テツリキ、チャップ、ドアン、ＮＰＣを牽けん制せいしてろ……でもこっちからは仕し掛かけるな。残り五人は全力でキリトたちを仕留める」

　──来るか。

　俺が素す手でのまま身構えるのと同時に、ボラン、モクリと他の三人が体を反転させた。

　鉄かな床とこを叩たたく音はいつの間にか聞こえなくなったが、ＮＰＣたちの援えん軍ぐんが現れる気配はないし、いまいる六、七人も武器を構え続けているだけ。彼らから攻こう撃げきするつもりがないのなら、状じよう況きようはさほど変わらない。八人の敵が五人になっても、俺たちの圧あつ倒とう的てき不利はそのままだ。

　ふと、右側の森の中でカサッとかすかな音が聞こえた気がした。

　敵の一部が森を通って回り込んできたのかと思ったが、空き地の中央に陣じん取どる赤カーソルのプレイヤーは八人のまま変わっていない。クマならもっと大きい音がするはずだし、小動物か何かだろうと判断して意識を正面に戻もどす。

　ボランたち五人は、武器を構えたままゆっくりと距きよ離りを詰めてくる。間合いに入った瞬しゆん間かん、ソードスキルの同時攻こう撃げきで勝負を決めるつもりだろう。何のひねりもない正せい攻こう法ほうだが、だからこそ対処が難しい。

　俺に残された奥おくの手ては、運搬重量キヤリー・ウエイト上限ぎりぎりまでストレージに詰め込んだ大量の岩だけ。アスナたちが戦っているあいだにログハウスの屋根に上って、もういちど雪崩なだれ作戦を試ためす？　いや、前回は相手が単純な行動しかしないクマだったから成功したのだ。ボランたちは、俺が屋根で岩をオブジェクト化させた瞬しゆん間かんに狙ねらいを察し、回かい避ひしてしまうだろう。

　どうする。どうする────




「これを使ってください、パパ！」




「────!?」

　突とつ然ぜん足あし許もとで響ひびいた声に、俺は息を吞のんだ。弾はじかれるように見下ろすと、白いワンピースに革かわ鎧よろいを重ねた黒くろ髪かみの少女が体を屈かがめ、つぶらな両目でじっと俺を見上げている。無数の星を宿す夜空のような、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

「ユイ……!?」

「ユイちゃん!?」

　俺とアスナは同時に叫さけび、無む我が夢む中ちゆうで愛まな娘むすめを抱だき上げようとした。だがユイはさっと左手を掲かかげてそれを制し、同時に右手を俺に向けて振った。眼前に、【Ｙｕｉから取引を申しん請せいされました。受じゆ諾だくしますか？】と書かれた小窓が浮うかぶ。

　──トレード!?　ストレージを持たないはずのユイから……!?

　有り得ない事態に愕がく然ぜんとしつつも、俺は反射的に受じゆ諾だくボタンを押した。だがトレードは行われず、代わりに【所持容量が足りません】というエラーメッセージが表示される。受け取るには、まずストレージに詰まっている岩をなんとかしなくては。

「おい、あれ何してんだ！」

　トレード窓の光に気付いたのか、敵の一人がそう叫さけぶのが聞こえた。直後、ボランの声。

「やらせるな！　突っ込め！」

　だだっと地面を蹴ける足音。だめだ、いまからストレージを整理していたのではとても間に合わない。

　俺は咄とつ嗟さにリングメニューを開くと、スキルアイコンを叩たたいた。そのまま指を走らせ、石工スキルの製作可能アイテム一覧から《石の製せい鉄てつ炉ろ》を選ぶ。

　途と端たん、正面三メートルほどの場所に、巨きよ大だいな薄うす紫むらさき色いろの塊かたまりが音もなく出現した。製せい鉄てつ炉ろの設置位置を決めるためのゴースト・オブジェクトだ。右手を大きく振り、思いきりピンチアウト。ゴーストが凄すさまじい速さで地面を滑すべり、ボランたちに迫せまる。

　もしも彼らに大型建築の経験があれば、この手は通じない。だが全員がＡＬＯから装備を引き継ついでいれば、生産設備を作る必要はなかったはずだ。ならばきっと──。

「おわっ、なんだ!?」

　喚わめいたモクリが、地面に転がってゴーストを避よけた。他の四人も左右へ大きくジャンプする。俺はいったん右手をピンチインしてゴーストを引き寄せてから、再び走らせた。今度はボランがなかなか見事な後方宙返りで回かい避ひする。

　しかしもちろん、こんな小手先の攪かく乱らん作戦がいつまでも通用するはずがない。

「おい、あれ建築の時に出るやつじゃねーか!?」

　一人がそう叫さけぶと、ボランは一いつ瞬しゆんぽかんと両目を見開いてから、忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「クソッ、ナメた真ま似ねしやがって……！　お前ら、あの紫むらさきのは実体がない！　無視して突っ込め！」

　モクリたちが吠ほえるように応じ、ボランの近くに集まる。武器を構え直し、一ひと塊かたまりになってダッシュする。

　俺は再び右手を動かし、彼らと俺たちの中間地点にゴーストを移動させた。もう五人とも避よける気配はない。逆にいっそうスピードを上げ、無害だと看破されてしまったオブジェクトに頭から突っ込んでくる。

　そう……ゴーストそのものは完全に無害だ。しかし。

　先頭のボランが接せつ触しよくする寸前、俺は右手を思いきり握にぎり締しめた。

　ゴゴン！　と轟ごう音おんを響ひびかせ、空中で実体化した巨きよ大だいな製せい鉄てつ炉ろがゴーストにぴったり重なった。コンマ一秒後、ボランが分厚い石いし壁かべに激げき突とつし、そこにモクリや他の三人も突っ込んだ。製せい鉄てつ炉ろが震ふるえるほどの衝しよう撃げき音おん。全員が声もなく跳はね返かえされ、背中から地面に倒たおれ込む。

　ＨＰがどれくらい削けずれたかカーソルをチェックしたいところだが、そんな暇ひまはない。ここからの数秒間が生死の分かれ目だ。

　視界に表示されたままの、ユイからのトレード申しん請せいを改めて受じゆ諾だくする。製せい鉄てつ炉ろの建築で岩の大部分が消費され、すっきりしたストレージに五つのアイテムが転送されてくる。表示されたのは、《上質な鉄の胸むね鎧よろい》、《上質な鉄の腰こし鎧よろい》、《上質な鉄のすね当て》、《上質な鉄の籠こ手て》、そして《上質な鉄の長ちよう剣けん》。

　なんでユイがこんなものを、という疑問は頭の外に蹴けり飛ばして、俺は最速の指ゆび捌さばきで──もしかしたら旧アインクラッドで七十四層ボス《ザ・グリームアイズ》と戦うためにスキルと剣を二刀流モードに変へん更こうした時と同じくらいのスピードで、全てのアイテムを装備フィギュアにドロップした。

　全身が淡あわい光に包まれ、防具を実体化させる。さほど凝こったデザインではないが、スチールブルーの装そう甲こうは深い輝かがやきを帯び、《上質》という形容詞が伊達だてではないことを伝えてくる。俺は動きが阻そ害がいされる金属防具は好みではないのだが、何時間も裸はだかで過ごしたあとではこの重みが何よりも頼たのもしい。

　最後に左腰が光に包まれ、一本の剣を実体化させた。左手でしっかりと鞘さやを摑つかみ、右手をユイの頭に乗せる。

「ありがとう、ユイ。あとは任せろ」

「はい、パパ！」

　嬉うれしそうに頷うなずくユイから、アスナ、アリス、リーファに視線を移動させ、ぐっと一度頷うなずいてから──。

「……行ってくる！」

　ひと声叫さけび、俺は猛もう然ぜんと飛び出した。右手で長ちよう剣けんを抜き放はなち、肩かたの上に構える。キュイイン、というソードスキルの前ぜん駆く音おんが、全身の血を沸わき立たたせる。

　前方では、製せい鉄てつ炉ろに激げき突とつした五人がようやく立ち上がったところだった。最も近いところにいた斧おの使つかいが、俺に気付いて両目を見開いた。何かを叫さけぼうとするが、もう遅おそい。

「おおおッ！」

　咆ほう哮こうとともに地面を蹴けり、片手剣突進技《ソニック・リープ》を発動。闇やみをライトグリーンの閃せん光こうが切きり裂さき、敵の左ひだり肩かた口ぐちに吸い込まれる。

　どぐっ！　という重い手応えに、一いつ瞬しゆん石ナイフが砕くだけた時のことを思い出してしまったが、鉄の長ちよう剣けんは小こ揺ゆるぎもせずにソードスキルの威い力りよくを伝達した。斧おの使つかいは真しん紅くのエフェクト光を散らしながら吹ふき飛とび、地面に激しく叩たたき付つけられた。たった一撃で、ＨＰバーは八割以上も削けずれている。

　着地と同時に技ぎ後ご硬こう直ちよくを課せられる俺めがけて、左から小さな影かげが突っ込んできた。ソードスキル戦に慣れた、迷いのない動き。モクリだ。

　数分前に俺の腹を抉えぐったダガーが、黄色い光を帯びる。あのモーションは、短剣突進技《ラピッド・バイト》。

「シャアアッ！」

　モクリが地面を蹴けった。こちらもやっと硬こう直ちよくが解けたが、もうソードスキルでの迎げい撃げきは間に合わない。ステップ回かい避ひも不可能。

　俺はギリギリまでモクリのダガーを引きつけ、正確に心臓の位置を狙ねらってくるその切っ先を、長ちよう剣けんの腹でガードした。左手を刀身に据すえてソードスキルの威い力りよくに対たい抗こうする防ぼう御ぎよテクニック、通つう称しよう《２Ｈツーハンドブロック》だ。

　ギャリイイン！　と金属同士が悲鳴を上げ、オレンジの火花が闇やみを焦こがした。重い両手武器のソードスキルをこの技わざで受けると武器破壊を喰くらう可能性があるが、ダガーなら耐たえてくれるはずだ。

　黄色いライトエフェクトが揺ゆらぎ、点てん滅めつし、消えた……と思った瞬しゆん間かん、俺はモクリの左足を自分の右足で払はらった。ダガー使いがバランスを崩くずし、転ぶまいと両手を大きく広げる。その隙すきに、俺は横よこ倒だおしにしていた剣をそのまま左ひだり腰こしに移動。

「借りを返すぜ！」

　囁ささやき、新たなソードスキルを発動させる。藍あい色いろの光を帯びた刀身がぶんっと唸うなりながら水平に走り、モクリの脇わき腹ばらに深々と埋うまる。突き刺さったまま九十度回転し、胴どう体たいを真上に切きり裂さいていく。
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「ぐああっ！」

　痛みはなくとも、アバターの内側を抉えぐられる感覚は耐たえがたいものだ。モクリが呻うめき声ごえを上げるが、真っ当な取引を反ほ故ごにして、俺たちを皆みな殺ごろしにしようとした代だい償しようにはまだ足りない。腹から胸へと移動した刃やいばが、爆ばく発はつめいた勢いで押し込まれる。片手剣三連撃技、《サベージ・フルクラム》。

　突きの圧力で吹ふき飛とばされたモクリは、恐おそろしいほど大量のダメージ光を振りまきながら、走り始める寸前だったボランたちの足あし許もとまで転がっていった。リング状のＨＰバーが急激に減少し、尽つきた。

　クマと同じく死体が残るのかと思ったが、続いて起きた現象はまったく予想もできないものだった。空になったＨＰバーが高速回転しながら巨きよ大だい化かし、数字の羅ら列れつに変わる。【００００：０３：０２：４５】というその数字が、リングメニュー中央に表示されるタイムカウントと同じものであることは疑いようもない。つまりモクリは、謎なぞの声が聞こえた時点──真のサバイバルゲームが始まった瞬しゆん間かんから三時間二分四十五秒生き延び、死んだのだ。

　数字の輪の回転が止まり、消えると同時に、カーソルの中心をなす鋭するどい紡ぼう錘すいが銃じゆう弾だんのように真下へと発射され、モクリの死体を貫つらぬいた。アバターが無数の環わへと分ぶん割かつされ、ばらりと解け、何本ものリボンとなって夜空に上っていき──。

　最後に、空中からやや大きめな黒い布袋が落ちてきて、どさっと重い音を立てた。所持品や装備がドロップしたのだろう。呆ぼう然ぜんとそれを見ていたボランが、バネ仕じ掛かけのように顔を上げ、俺を睨にらんだ。長ちよう剣けんでこちらを指し、叫さけぶ。

「テツリキたちも、原住民はほっといてキリトを囲め！　あいつだけは何がなんでも殺すんだ！」

　指示を聞いたスケイルアーマー男は、一いつ瞬しゆん迷ったようだったが、「おおお！」と叫さけぶや勢いよく振り向いた。両手用ハンマーを振りかざし、左右の仲間と一いつ緒しよに走り始める。鉄エリアに陣じん取どるＮＰＣたちは、やはり動かない。

　残る敵は六人。もうこちらのソードスキルを警けい戒かいしているであろう彼らを俺一人で倒たおすのは容易ではないが、アスナ、アリス、リーファ……そしてユイを守るためにはやるしかない。技ぎ後ご硬こう直ちよく中ちゆうを狙ねらわれるのを避さけるために大おお技わざは封ふう印いんして、通常攻こう撃げきと隙すきの少ない単発技で削けずっていくのだ。リーダーを倒たおせば、きっと勝機が見える。

　横一列になって走ってくる六人を迎むかえ撃うつべく、俺は長ちよう剣けんを構えた。

　まるで、そのアクションと呼応するかのように。

　後方のＮＰＣたちの間から二つの人ひと影かげが飛び出し、極限まで足音を殺したダッシュでボランたちに背後から迫せまった。いままでずっと見守るだけだったのに、どうしていまになって攻こう撃げきを……？　と訝いぶかしんだ俺は、直後、驚きよう愕がくのあまり声を出しそうになった。

　ＮＰＣではない。

　格好こそ地味な革かわ装備だが、特とく徴ちよう的な髪かみ型がたと、何より片方の頭上を飛ぶ小型のドラゴンは見み間ま違ちがえようもない。あの二人は、アインクラッドと一いつ緒しよに墜つい落らくしたはずのリズベットとシリカだ。

　となれば、先刻の鉄かな床とこを叩たたく音も合が点てんがいく。あれは合図でも何でもなく、本物の鍛か冶じ仕事の音──リズベットが、俺の設置した鉄かな床とこで俺の作った鉄板とインゴットを叩たたき、いま俺が装備している鎧よろいと剣を作ったのだ。そしてそれを託たくされたユイが、小さな体を活いかしてこっそり森の中を回り込んで、俺に届けた。

　リズベットを少し引き離はなしたシリカが、俺を見て一いつ瞬しゆんだけ笑った。こうなればもう、大おお技わざを遠えん慮りよする必要はない。技ぎ後ご硬こう直ちよくは、気心の知れた二人がカバーしてくれる。

「おいっ！」

　ようやくシリカたちの猛もう追ついに気付いたテツリキが、叫さけびながら振り向いた。六人の足並みが乱れたと感じた瞬しゆん間かん、俺は左手を前に伸ばし、右手の剣を思いきり引き絞しぼった。甲かん高だかい前ぜん駆く音おんが夜気を震ふるわせ、深しん紅くの閃せん光こうが切っ先から迸ほとばしる。

　音は急激に厚みを増し、金属質の轟ごう音おんへと変わる。システム・アシストの訪おとずれを感じた刹せつ那な、渾こん身しんの力で地面を蹴ける。

　片手剣単発重じゆう攻こう撃げき技わざ、《ヴォーパル・ストライク》。

　跳ちよう躍やくしつつ、限界まで溜ためたパワーを解放する。轟ごう然ぜんと撃うち出された剣の切っ先から、血の色の槍やりが伸びてボランの胸むな元もとに迫せまる。

「うわあああっ！」

　叫さけんだボランが、先刻の俺のように、剣を横に倒たおしてガードしようとした。しかし深しん紅くの槍やりは、肉厚の刀身をガラスのように粉ふん砕さいし、そのまま革かわの胸当てをも深々と貫つらぬいた。




　リーダー格のボランとサブリーダー格のモクリを失ったパーティーが瓦が解かいするのに、さして時間はかからなかった。逃げれば見み逃のがすつもりだったのだが、最後の一人まで向かってきたのはなかなか大した根こん性じようだ。いや、もしかしたら、彼らは真の意味での仲間同士ではなかったのかもしれない。謎なぞの声が告げた、《全てを与あたえられる最初の者》を全員が目指していたなら、探たん索さく行こうの最後でお互たがい殺し合う運命だったのだから。

　最後まで立っていたのは、スケイルアーマーを着た大おお柄がらなハンマー使いのテツリキだったが、アクロバティックなシリカの動きにまったくついていけず、短剣突進技《ラピッド・バイト》を延えん髄ずいに叩たたき込まれてついに力ちから尽つきた。

　八個目のドロップ袋ぶくろが空から落ちてきても、俺はしばらくどうしていいのか解わからなかった。奮ふん闘とうしてくれたリズベットとシリカに礼を言いたいし、家の壁かべ際ぎわでユイをしっかり抱だきかかえているアスナのところに走りたいし、アリスとリーファの頑がん張ばりをねぎらいたいし、空き地の西側でいまだ臨戦態勢のＮＰＣたちも気になる。

　とりあえず、安全確保が最優先。

　そう判断すると、俺は剣を鞘さやに収めながらシリカに歩み寄った。頭上の小しよう竜りゆうが、翼つばさを広げて「クルルッ」と挨あい拶さつしてくる。

「え……えっと……ピナもコンバートできたんだな」

　思わずそんなことを言うと、シリカは「第一声がそれ？」的な表情を作ったが、すぐに笑え顔がおで頷うなずいた。

「ええ、リズさんは愛用のメイスと鍛か冶じハンマーを引き継ついだんですが、あたしはダガーだけで……だからピナはアイテム扱あつかいでこっちに来られたんだと思います」

「ってことは、ケットシーのドラゴンライダーたちは飛ひ竜りゆうを連れてきてるのかな……」

「あー、そうかもしれませんね。ただドラゴンはいっぱい食べるから、餌えさを確保するのが大変そうですけどね」

　などと話していると、リズベットが俺の前に立ち、右手を顎あごにあてがいながらじろじろ眺ながめ回した。

「ふーん、金属鎧よろいもまあまあ似合ってるじゃない」

「あー、これ、作ってくれたのリズだよな。サンキュー、助かったよ」

「お礼は近々、物質的に頼たのむわね」

「ハイ……」

　ここでアスナたちも壁かべ際ぎわから歩み寄ってきたので、抱だっこされたユイの頭を両手でわしわしなでる。くすぐったそうな笑え顔がおを見ると愛いとしさが込み上げてくるが、解わからないことが多すぎて何から訊きくべきなのかさえ決められない。

　涙なみだ目めでハグしあうアスナたちの隣となりで「えーと、それで、んんー」などと間投詞を連発していると、アリスが後方のＮＰＣたちに視線を向けながら訊たずねた。

「リズ、彼らは敵対的ではないのですね？」

「ん？　あー、だいじょぶだいじょぶ。あの人たちはバシン族ぞくっていうんだけど、シリカが族長とタイマン張って仲良くなったの」

「な、なにそのヤンキーマンガみたいな……」

　リーファの感想に、シリカが両手を振り回す。

「ちっ、違ちがいますよ、タイマンなんて張ってないですから！」

「似たようなモンでしょ」

　ばっさり言い切ったリズベットが、まだ武器を構えている五人のＮＰＣたちに手招きする。仲間同士でいくつか言葉を交かわしてからゆっくり近付いてくる様子は、単純なアルゴリズムで動作しているとは思えない。恐おそらく全員が、旧ＳＡＯに存在した一部のＮＰＣのように高度にＡＩ化されている。

　リーダーらしい槍やり使つかいは、なぜかユイに向けて話しかけた。相変わらず内容はまったく聞き取れない。

「ℵℵℵℵℵℵ？」

「ℵℵ、ℵℵℵℵℵℵ」

　即そく座ざにユイが同じ言語で答えたので、リズとシリカを除く四人はぎょっと目を見開いた。会話はしばらく続き、ユイが日本語に切きり替かえて俺に訊たずねる。

「パパたちは、お家うちと一いつ緒しよにここに落ちてきたんですよね？」

「あ……ああ、そうだよ。アインクラッドからフロアごと切きり離はなされてさ……」

「バシン族ぞくさんたちの集落から、お家うちが落ちていくところが見えたそうです。彼らは森に何が落ちたのか調べるためにここまで来て、私とリズさんとシリカさんは装備をいただく代わりにその調査に協力したんです」

「……そうだったのか……」

　つまりユイたちは、俺やアスナがここにいるとは知らずにはるばる荒こう野やを越こえてきたわけだ。ＶＲの神の導きと、結果的に三人を護衛してくれたバシン族ぞくたちにも感謝しなくてはならない。槍やり使つかいに向き直り、恐おそる恐おそる右手を差し出す。

「あ……ありがとう」

　伝わらないだろうがそう言ってみると、槍やり使つかいは甚はなはだ胡う散さん臭くさそうに俺の顔と手を見ていたが、やがてごつごつした大きな手で一いつ瞬しゆんだけ握にぎってからさっと引き戻した。とりあえず友好関係を築けたことにしておこう、と考えたその時。

　俺はバシン族ぞくの、よく使い込まれた革かわ鎧よろいの胸むな元もとにきらりと光るものを見つけて目を凝こらした。細い革かわ紐ひもでぶら下げられたそれは、牙きばの形をした透とう明めいな──ガラス。

「あっ……そ、それ、どこで手に入れたんだ!?」

　叫さけびながらネックレスを指さすと、槍やり使つかいは自分の胸を見下ろし、にやりと自じ慢まんそうに笑いながら革かわ紐ひもを持ち上げてみせた。




　ユイに通訳してもらいつつ質しつ問もん攻ぜめにしたところ、ガラスの主材料である珪けい砂さは川の向こうの台地で、副材料の草木灰はそのへんの草木を燃やせば手に入るらしい。実際、アリスが作った焚たき火びの跡あとを調べたら、灰色の塊かたまりをいくつも採取できた。それらを溶とかす炉ろは製せい鉄てつ炉ろが流用できそうなので、空き地の真ん中に建ててしまった二つ目も無む駄だにならずに済みそうだ。

　ついでに亜あ麻ま仁に油ゆを採るための亜あ麻まの自生地も教えてもらい、これでログハウス修復に必要な素材アイテムを全て揃そろえる目め処どが立ったことになる。諸もろ々もろのお礼にアスナがクマ肉スープを振る舞まったところ、バシン族ぞくたちは大いに喜んでがつがつ食べた。どうやらトゲバリホラアナグマの肉は、彼らにとって最高級のご馳ち走そうらしい。

　すっかり満足した様子で集落に戻もどっていくバシン族ぞくを見送ると、俺たちは揃そろって長々と息を吐はいた。時刻は午前一時過ぎ。ログハウスが崩ほう壊かいするまで、あと三時間と少しだ。

「──さて、まだやることはたくさんありますよ」

　そう言って、アリスがぽんと両手を叩たたく。リズベットもラジオ体操のように両りよう腕うでを曲げてから、いつもの元気な声を出す。

「お家うちが壊こわれちゃう前に合流できてホントよかったぁ！　鉄の板とか釘くぎはあたしが作るから、キリトたちは他の材料取ってきてよ」

「あ、ああ……それはいいんだけど、この鎧よろいとか剣を作ってもらったから、鉄のインゴットがちょっと足りなくなったかも……」

　もう一回クマの洞どう窟くつに行くか、いざとなればせっかくの鎧よろいを溶とかすことも考えなくては、と思いながらそう言うと、シリカがにっこり微ほほ笑えみ、空き地の真ん中に集めてあるドロップ袋ぶくろを指さした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　さっきのＰＫ連中が落としてった装備をちょこっと溶とかせば鉄がいっぱい手に入りますよきっと！」

「…………そ、そうか、なるほど」

　非常に合理的なアイデアだが、それでもアスナたちと顔を見合わせてしまう俺だった。
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「ふわ……」

　あと五分で授業が終わると思った途と端たん、何度目かの眠ねむ気けの大波が押し寄せてきて、アスナ／結ゆう城き明日あす奈なは小さくあくびをした。

　九月二十八日月曜日、午後十二時四十五分。明日奈が通っている高等専修学校、通つう称しよう《帰き還かん者しや学校》は一時間目の開始が午前九時とやや遅おそい。長ちよう距きよ離り通学の明日奈には有あり難がたいのだが、当然ながら四時間目が終わるのも遅おそくなってしまい、寝ね不ぶ足そくの日はいささか精神力を試ためされることになる。

　世せ田た谷がや区く宮みや坂さかに住んでいる明日奈は、最も寄よりの宮みやの坂さか駅えきから下しも高たか井い戸ど駅えきまで東とう急きゆう世せ田た谷がや線せんに乗り、京けい王おう線せんを一駅ぶんだけ使って明めい大だい前まえ駅えきへ、そこで京けい王おう井いの頭かしら線せんに乗のり換かえて吉きち祥じよう寺じ駅えき、そこからバスに乗ってやっと西にし東とう京きよう市しのキャンパスに着くという複雑な経路で通学している。キリト／桐きりヶが谷や和かず人とに「バイク通学にすれば三十分」と言われた時は冗じよう談だんばっかりと一いつ蹴しゆうしてしまったが、最近は真しん剣けんに考えてみてもいいかも……などと時々思ったりする。

　もちろんバイクの免めん許きよを取るなど両親が許すはずがないし、長ちよう距きよ離り通学もリハビリの一いつ環かんと思えばそこまで苦にならないのだが、それも体調が万ばん全ぜんならばの話だ。昨日、いや今朝は実に午前五時まで夜よ更ふかししてしまい、たった一時間半しか眠ねむれなかったので、電車の中で立っていてもすうっと意識が遠ざかって最初の乗のり換かえ駅えきを寝ね過すごしかけた。やむなくオーグマーを装着してユイに適てき宜ぎ起こしてもらったのだが、いっそ学校に着くまで体を操縦してもらえれば、などと和人っぽいことを考えてしまったものだ。

　授業中も、繰くり返かえし襲しゆう来らいする眠ねむ気けと必死に戦わなくてはならなかったが、しかし夜よ更ふかしに後こう悔かいはない。一時はほとんど諦あきらめかけた、《森の家》の完全修復を成なし遂とげることができたのだから。

　現在、明日奈たちのアバターは、復活したログハウスのリビングルームに横たわっている。ログアウト中もアバターが消えないというユナイタル・リングの意味不明な仕様のせいだが、いちおう無関係の他人はプレイヤーホームに勝手に立ち入れないようなので──パーティーを組む前にリズベットで実験したので間ま違ちがいない──意識のないアバターが侵しん入にゆう者しやに殺されるという心配はしなくてよさそうだ。

　しかし、だからといって絶対安全というわけでもない。なぜならログハウスそのものは決して破は壊かい不能ではなく、爆ばく発はつ物ぶつや投石機を使う、大型のモンスターをけしかける等などの手段で壊こわすことはできるだろう……と和人が言っていた。現在、ログハウスは《ナガハシオオアガマ》のアガーとユイが見張ってくれているが、もし何者かに攻こう撃げきされたら学校からダイブする以外に対処の方法はない。

　ゆえに明日あす奈なたちは今朝ログアウトする前に、家の周りになるべく頑がん丈じような壁かべを作ることと、家を守ってくれるテイムドモンスターの数を増やすことという新たな目標を立てた。生産設備も整えたいし、そのためには資源を大量に集めなくてはならない。やるべきことがありすぎて、正直なところ一刻も早く家に帰ってアミュスフィアを被かぶってベッドに転がりたい。

　──ずっとＶＲＭＭＯとは節度ある付き合い方を心がけてきたつもりなのに、いまになってこんな気持ちにさせられるなんて。

　思わず零こぼれた小さな苦く笑しようを、クラシカルなチャイムの音が搔かき消けした。

　礼をした教師が前の扉とびらから出ていった途と端たん、いつものように教室の空気がふわっと弛し緩かんする。しかし今日はその中に、かすかな興奮と緊きん張ちようが漂ただよっているように思える。それとなく見回すと、ＶＲＭＭＯプレイヤーを公言している生徒たちがいくつかのグループを作り、顔を寄せ合ってぼそぼそと話し込んでいる。否いや応おうなく巻き込まれたユナイタル・リングの情報交こう換かんをしているのだろう。

　もちろん明日奈も、昼休みは学生食堂で里香リズベツトや珪子シリカ、和人キリトと合流して今後のことを色々話し合うことになっている。そこにはオーグマーを使って、違ちがう学校に通っている直葉リーフアとＧＧＯプレイヤーの詩乃シノンも参加する予定だ。

　シノンはＧＧＯとＡＬＯの双そう方ほうにアカウントを持っているが、メインで使っているＧＧＯのキャラクターもユナイタル・リングに強制コンバートされたようだ。昨日まったく連れん絡らくがなかったのは、彼女もあの世界のどこかに放り出されて大変な目に遭あっていたかららしく、今日はその話も聞けるはずだ。

　ネットも今回の事件で大おお騒さわぎになり、さっそく攻こう略りやくサイトが乱立しているようだが、情報はユイがごっそりクローリングしてくれている。彼女はユナイタル・リング世界で特とく殊しゆな権限のないプレイヤー扱あつかいとなってしまったことを遺い憾かんに思っているようだが、明日奈は実のところ少し嬉うれしい。いままでは娘むすめのユイに助けてもらうばかりだったが、これからは明日奈もユイを守ることができるのだ。

　ＨＰがあるということは、死ぬ可能性があるということだ。けれど、絶対に誰だれにも傷つけさせない。異常事態が解消し、アルヴヘイムに戻もどる時まで……あるいは謎なぞの声が告げた《極光の指し示す地》に辿たどり着つく時まで、必ず守り抜いてみせる。

　そう決意しながら、明日奈は学食に向かうべく立ち上がろうとした。

　しかしその寸前、誰だれかが机の前に立った。同時に、声。

「結ゆう城き……明日奈さん？」

「…………？」

　顔を上げると、一人の女子生徒が淡あわい笑えみを浮うかべながら見下ろしている。知っている生徒ではない。そもそも、紺こん色いろの襟えりがついた灰色のブレザーは帰き還かん者しや学校の制服ではない。

　烏からすの濡ぬれ羽ば色いろとはこのことか、と思わせる艶つややかな黒くろ髪かみは明日奈と同じくらい長い。肌はだは雪のように白く、顔立ちはかすかな冷気を錯さつ覚かくするほどの凜りん冽れつとした美び貌ぼう。

「ええ、結ゆう城きですが……あなたは？」

　立ち上がり、訊たずねると、明日あす奈なとほぼ同じ身長の女子生徒はふわりと会え釈しやくして名乗った。

「はじめまして。私は神か邑むら樒しきみ……今日付で転校してきたの。よろしくね、結城さん」
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　　　　＊＊＊




「はふほわあぁ…………」

　と盛せい大だいなあくびをしてから、俺は制服のポケットを探さぐった。家から持ってきた目薬の容器を取り出し、キャップをひねる。目に差そうとするが、その前にまたしてもあくびの種が喉のど元もとに込み上げてくる。

　旧ＳＡＯ時代は、朝方まで狩かりをしてほんの二、三時間仮か眠みんを取り、再び出しゆつ撃げきすることなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。なのにたった一晩頑がん張ばったくらいでこの体ていたらくでは、我ながら鈍なまったな……と思わざるを得ない。瞬まばたきを繰くり返かえしながら、眠ねむ気けの波が去るのを待つ。

　ようやく昼休みを迎むかえた教室は、普ふ段だんの月曜と比べていくらかざわついている。少なからず存在するＶＲＭＭＯプレイヤーたちが、声を低めてユナイタル・リング事件の噂うわさ話ばなしをしているのだ。それも当然だろう。昨日の強制コンバートからすでに二十時間以上が経たつのにまだ原因さえ未解明で、ユーミルを含ふくむ多くの運営企き業ぎようは《調査中》としか発表していないのだから。

　もちろん俺とて、何が起きたのかなど知るよしもない。ただ、一つだけ推測できることはある。全てのザ・シード連結体ネクサスの統一などというとんでもない真ま似ねが可能な人間がいるとすれば、それはたった一人──ザ・シード・パッケージとその原型となったカーディナル・システムの製作者、茅かや場ば晶あき彦ひこだけだ。

　正確には、茅場はもう人間ではない。プロトタイプＳＴＬで自分のフラクトライトを高出力スキャンし、脳を焼き切って死亡……しかしその精神だけはデジタルコードとしてネットワーク空間のどこかに潜ひそんでいる。ユイが常に捜そう索さくしているらしいが、時折かすかな痕こん跡せきを発見できるだけだと言っていた。

　ユナイタル・リング事件は、茅場のゴーストが引き起こしたのか？　だとしても、いったい何のために……？

　午前の授業中にも何度も考えたその問いに再び突き当たり、俺はぎゅっと強く瞼まぶたを閉じた。右手に目薬を持ったままだったことを思い出し、顔を上向けようとした、その時──。

「目薬やってやるヨ」

　机の前からそんな声が聞こえて、俺は目をつぶったまま、半ば反射的に右手を差し出した。

「ああ……悪い、頼たのむ」

　一いつ瞬しゆんだけ触ふれた指先が、容器を取り去る。右の瞼まぶたがぐいっと押し開けられ、目の前のノズルから透とう明めいな雫しずくがぽたんと落ちてくる。続いて左目。

　強きよう烈れつな刺し激げきに再びぎゅうっと目をつぶりながら、ふと考える。

　目薬を差してくれたのは誰だれだ？　間ま違ちがいなくどこかで聞いた声なのだが、リズベットでもシリカでもアスナでも、もちろんこの学校にいるはずのない直すぐ葉はでもシノンでもない。ようやく刺し激げきが薄うすれたので、両目を開け、クリアになった視界に問題の人物を捉とらえる。

　小こ柄がらな女子生徒。この学校の制服ではない黒っぽいセーラー服の上にカーキ色のパーカーを重ねている。少し色の抜けた髪かみは、くしゃっとしたショートボブ。顔は……どこかで見たような、そうでもないような……。

「あの……どなたでしょう……？」

　おそるおそる訊たずねると、女子生徒はやれやれとばかりに肩かたをすくめた。

「なんだヨ、ひどいナー。わざわざ転校してきたのに、オネーサンのことをもう忘れちゃったノカ」

　語ご尾びが鼻にかかるような、特とく徴ちよう的な声。

　待て。待て待て。

「え、いや、でも…………」

　思わず中ちゆう腰ごしになる俺の前で、女子はパーカーのフードをすぽっと被かぶると、指先で右みぎ頰ほほに三本の線を描えがいてみせた。

「あ……あああああ!?」

　ようやく目の前にいるのが誰だれなのかを悟さとった瞬しゆん間かん、俺は素すっ頓とん狂きような叫さけび声ごえを上げてしまった。クラス中が静まり返り、生徒たちの視線が集中するのを感じるが、そんなもの気にしていられない。

「あ、アルゴ……!?　なんで……どうして……!?」

　生きてたのか！　とまでは言えずに口をぱくぱくさせる俺に向けてニヤッと笑いかけると、かつて旧アインクラッドに暗あん躍やくした凄すご腕うで情報屋、《鼠ねずみのアルゴ》は言った。

「久しぶりだナ、キー坊ぼう」
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（続く）









　あとがき




　ソードアート・オンライン21『ユナイタル・リングⅠ』をお読みいただき、本当にありがとうございます！

　前エピソードの『ムーン・クレイドル』でｗｅｂ時代の遺産は全て消化し尽くしましたので、ＳＡＯというお話はこの巻から、読者の皆みな様さまにとっても私にとってもいよいよ未知の領域へと突とつ入にゆうしていくことになります。厳密に言えば『プログレッシブ』も書き下ろしですが、あちらは過去編ですしね。つまりＳＡＯのｗｅｂ連れん載さいが終わってから実に十年ぶりに、作品内の時間が前へと進んだわけです。ユナイタル・リング編が始まるのは二〇二六年の九月二十七日で、アリシゼーション編のラストから約一ヶ月後となっています。三日後にはアスナが十九歳さいに、その一週間後にはキリトが十八歳さいになるわけで、アインクラッド一層攻こう略りやくの頃ころは二人とも中学生だったことを思うと「時が過ぎたなあ……」と改めて感じますね。

　十年ぶりの完全新作ではありますが、いちおう今巻のキーワードになっている《統一ユニフイケーシヨン》は、フェアリィ・ダンス編で《ザ・シード》という設定を登場させた時点から予定されていた展開ではあります。統一後のゲーム世界やそのシステムについてもぼんやりと考えてはいたんですが（生産重視とか食べないと死ぬとか）、この十年のあいだにオープンワールド・サバイバルというそのものなジャンルのゲームが出てきたので用語は取り入れてみました。まだその手のゲームはプレイできていないんですが、この本の作業が終わったらどれか一つ触さわってみたいです。そういえば今年マトモに遊んだゲームはフェイタル・バレットくらいな気がする……。

　内容のほうも原点回帰ということで、キリトたちが手て探さぐりでゲームを攻こう略りやくするお話になりました。ラストに怪あやしげなキャラクターが二人も登場しましたので、次巻ではゲーム世界そのものについてももう少し深く触ふれられると思います。この巻では名前しか出てこなかった菊きく岡おかやエギル、名前すら出なかったクラインも活かつ躍やくしてくれる……んじゃないかな……！




　作者の近きん況きようも少し……と思ったんですが、長いこと仕事しかしていないので書くことが何もありません（悲）。しかしついにアリシゼーション編のアニメが始まったので、毎週たっぷりとエネルギーをチャージさせていただいております。四クールという長丁場になる予定ですが、皆みな様さまも最後までお付き合いいただけると嬉うれしいです！

　十年ぶりの新展開というプレッシャーのせいでこの巻が過去最大級にスリリングな進行となってしまい、担当の三み木き氏、安あ達だち氏、校こう閲えつさんや印刷会社様には大変ご迷めい惑わくおかけしました。ａｂｅｃさんにも超絶厳しいスケジュールで作業していただくことになってしまいまして本当にすみません。いつかこのお詫わびは物質的に！　それでは皆みな様さま、次巻もよろしくお願いします！





二〇一八年十月某ぼう日じつ　　川かわ原はら 礫れき
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